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　　　はじめに




　こんにちは。この本の著者、矢野俊策と申します。本書を手に取っていただき、ありがとうございます。




　本書は『ダブルクロス・リプレイ・アライブ』のシリーズ三巻目にあたります。そのため、第一巻、第二巻の内容を踏まえて書かれている部分が存在します。既刊を読んでからご覧いただくことを推奨いたします。




　さて、ここからは少し説明を。

　本書はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』のリプレイとなります。

　ＴＲＰＧとは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟の略称であり、アナログゲーム（トランプや麻雀などのようにデジタルの要素がないゲーム）の一種のこと。

　このゲームの最大の特徴は会話によってゲームを進行させること。参加者のひとりがホスト役であるゲームマスター（以下ＧＭ）となり、他の参加者（プレイヤー）が各自ひとりのキャラクターを作ってゲームに参加します。

　この時、ＧＭはあらかじめゲームの舞台を設定しておき、その中をプレイヤーの作ったキャラクターたちは自由に冒険します。この自由度の高さもＴＲＰＧの魅力のひとつでしょう。




『ＤＸ２』とはそんなＴＲＰＧの一種です。

　このゲームの舞台は現代にほど近い日本───つまり我々の住んでいるこの世界とほぼ同じです。ですが、『ＤＸ２』の世界には一般人の知らない秘密があります。

　それがレネゲイドと呼ばれる謎のウイルス。このレネゲイドは人を侵蝕し、超常能力を与え、オーヴァードと呼ばれるモノに変異させます。

『ＤＸ２』のプレイヤーは皆オーヴァードとなり、世界の裏側で戦いを繰り広げることとなります。




　そのＴＲＰＧを実際に遊んだ風景を、読み物の形に書き起こしたものが〝リプレイ〟と呼ばれるもの。……本書は『ＤＸ２』のリプレイとなります。




　さて、説明はこれくらいに。

　何事も百聞は一見にしかず。本文を見てもらえればすぐに理解できることもあるでしょう。

　それでは───ようこそ、日常の裏側へ。







　　　前巻までのあらすじ




　鳴島市にある瀬戸川学園高等部一年生、七村紫帆ななむら・しほは数ヶ月前まで普通に学校生活を送っている少女であった。

　だが彼女はとある事件により致命傷を負い、〝賢者の石〟と呼ばれるものを埋め込まれ、一命は取り留めるものの、オーヴァードと化してしまう。

　オーヴァードになったことで、そして〝賢者の石〟を手に入れてしまったことで、さまざまなトラブルに巻き込まれる紫帆。そんな彼女はクラスメイトの八や重え垣がきミナリ、そしてＵＧＮの九条柳也くじよう・りゆうや、千城寺薫せんじようじ・かおるに支えられつつ、ひとつひとつ事件を切り抜けていった。

　自分を狙ってくる化け物〝ツインエッジ〟を倒し、同じ〝賢者の石〟を持ち、それに苦しむ女性青あお原ばらまひろを救い、彼女を狙うエージェント〝アキューズ〟を退けた。

　だが良いことばかりではない。敵に操られた柳也の妹・槙まき絵えや、自身の衝動を肥大化させ、暴走を続ける少年鳶永拓真とびなが・たくまに直面したとき、紫帆は苦悩の末彼らを倒すことしか選択できなかった。

　事件は解決するものの、紫帆の心には大きな傷が残っていた───。
















　　　PREPLAY




昨日と同じ今日。

今日と同じ明日。

世界は繰くり返し時を刻きざみ、変わらないように見えた。

だが、世界はすでに変へん貌ぼうしていた───。




　前巻、第二巻を書き終えた後、私、矢野俊策がまず最初に思ったのは……次は何か変わったことがしたい、というものだった。

　第一巻では物語の始まりを、第二巻ではその広がりを描えがいた。そして第三巻では真実の一いつ端たんを明かしつつ、ＰＣのモチベーションを刺し激げきしてやろうと計画している。

　そういったメインストリームとは別に、今までのダブルクロスではやってこなかったことをやりたいという気持ちが私にはあった。今回のアライブはキャンペーン前ぜん提ていで始めたために、比ひ較かく的変わったことがやりやすいという好条件があったためでもある。




　しばらく考えた結果、とりあえず潜入物で行こう、と決断した。

　せっかく前巻の最後に〝事件のてがかりとなるのは、とある研究所のデータ〟というネタを仕込んでいるので、それを有ゆう効こう活用しようという目もく論ろ見みだ。

　だが、普ふ通つうの潜入物では芸がない。シチュエーションにはこだわりたいところだが……。




　と、しばらく考えるもののうまくまとまらない私。

　とりあえず他の要素を詰つめようと思い、ふと思い立つ。

　そういえば、第三巻一話目はミナリをメインにした話にするつもりであった。シナリオのネタになるかもしれないし、ちょっとプレイヤーの安達くんにやりたいことを聞いておこう。

　メールを出すと、早速返信がやってきた。内ない容ようはだいたいこんな感じだ。




「〝銀目の鴉からす〟と会いたいですね。鴉は恩おん人じんだけど、彼に協力しているアキューズの戦せん闘とうスタイルは大だい嫌きらいなのでいろいろ面おも白しろい会話ができる気がします。

　ミナリは犯はん罪ざい組そ織しきの捨すて駒ごま戦せん闘とう員いんだったので、他人をコマ扱あつかいするのが大だい嫌きらいですし。

　あと敵てきは装そう甲こう値ち低いの希望で！（笑）」




　……なるほど。

　犯罪組織時代の話は考えていたが、〝他人をコマのように扱う〟ところに反はん応のうするのはちょっと面白い。これはネタに使おう。

　となると、過か去この話も直ちよく接せつ出すよりもっと効こう果か的な方法がある。トラウマからくるポリシーは、間かん接せつ的な刺激を重ねた方がプレイヤーの心に響ひびくことが多い。となれば敵は───。




　ふと気がつけば、私は今回登場する主要なＮＰＣの設せつ定ていをずらっと書き連ねていた。困こまっていた潜入物のシチュエーションもあっさりと決まっている。

　あとは細かい部分をつめてシナリオは完成である。

　……なお、装甲値については一考しておくことにした（笑）。




　そしてセッション当日。私は集まったプレイヤー四人に向けてこう言った。




矢野（以下：ＧＭ）：さて、それでは『ダブルクロス・リプレイ・アライブ３』第一話のセッションを始めます。よろしくお願いします。

一同：よろしくお願いしまーす。




　では最初にプレイヤーの面々を紹しよう介かいしよう。




▼しのとうこ（以下：しの）

『ダブルクロス The 2nd Edition』のメインイラストレーター。

　今もかなりのゲームを遊んでおり、プレイ経けい験けんに裏うら打うちされた知ち識しきとゲーム勘かんは他のプレイヤーを助けることもしばしば。ただなぜか突とつ発ぱつ的に不ふ可か思し議ぎなことを言い出す癖くせがある。

　本シリーズでは〝賢けん者じやの石〟を手に入れてしまった高校生、運命に振ふり回される少女、七村紫帆ななむら・しほを担たん当とうする。




▼安達洋介あだち・ようすけ（以下：安達）

『ゲーマーズフィールド』誌し上じようでＴＲＰＧ系けい４コママンガ、〝くいっくすたーと！〟を連れん載さい中のイラストレーター。

　セッションの最中、これでもかというほど〝楽しんでいる〟オーラを発散するプレイヤー。そのオーラは参加者すべてをなごませる。またデータに対する造ぞう詣けいも深く、キチキチと自分のＰＣを強く作ってくるため、他のプレイヤーから頼たよられることも多い。

　本シリーズではレネゲイド委員長こと、支し部ぶのまとめ役、八や重え垣がきミナリを担当する。




▼伊藤和幸いとう・かずゆき（以下：伊藤）

　ゲーム制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員。主にライティングを担当し、データ、シナリオ、リプレイ、最近では小説などで活かつ躍やくしている。

　眉まゆ根ねをぎゅっと寄よせ、渋しぶい顔で渋いプレイをするのが大得意な人物。ハードボイルドの鑑かがみのような男である。……が、ダイス運はあまりなく、侵しん蝕しよく率りつの上じよう昇しようにいつも苦しんでいる。

　本シリーズではハードボイルドかつやさぐれたＵＧＮ支部長、九条柳也くじよう・りゆうやを担当する。




▼田中信二たなか・しんじ（以下：かわたな）

〝かわいそうな〟田中信二、略りやくして〝かわたな〟と呼よばれる。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員であり、ＤＴＰオペレーターの他、リプレイの執しつ筆ぴつや編へん集しゆう作業もこなすすごい人である。

　首には〝押おすとカッコイイことをさらさらと言うスイッチ〟がついているが、本リプレイではどちらかというと〝珍ちん妙みようなことをさらさらと言うスイッチ〟が押しっぱなしになっているようである。

　本シリーズでは好こう奇き心しんのみで動く、ちょっと不思議な研究者、千城寺薫せんじようじ・かおるを担当する。




ＧＭ：では、今回もセッションを始めますが……ちょっと先にインフォメーションを。

しの：お？

ＧＭ：恒こう例れいになってきたセッションのテーマですが、今回は〝オーヴァード〟です。

伊藤：オーヴァード……。

安達：なんか、どうとでも取れそうなテーマですね。

かわたな：ジャームとかタイタスよりは不ふ吉きつな感じしないけど、矢野くんだしねえ。

しの：うんうん。

ＧＭ：ふっふっふ、その辺はやってのお楽しみですよ。……ではまずはハンドアウトの読み上げを。今回はミナリがＰＣ①───メインの話になります。

一同：おお～。

ＧＭ：ただ、読み上げはこちらが状じよう況きようの説明をしやすい順番に読み上げますね。

一同：はーい。




▼ＰＣ④：七村紫帆用ハンドアウト

ロイス：テレーズ・ブルム　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：好意／ネガティブ：不安

　前の事じ件けんより数ヶ月。秋は過すぎ、冬が訪おとずれ、学校は無事に休みへと入った。

　そしてクリスマス。……キミはなぜか、大西洋上に浮うかぶ豪ごう華か客船〝オラシオン〟の上にいた。




しの：豪華客船!?

ＧＭ：豪華客船です。




　正直、なんでこんなことになったのかはあまり把は握あくしていない。確たしか、ＵＧＮの偉えらいヒトだとかいう少女テレーズ・ブルムに〝賢けん者じやの石〟の手がかりがこの船にあるからついてこいと言われはしたが───？




しの：気がついたら豪華客船!?

ＧＭ：気がついたら豪華客船です。……どっちかというと事情がよく理り解かいできないまま連れてこられた感じですが。

しの：あ、ああなるほど。私てっきり海上に拉ら致ちされたのかと（笑）。

ＧＭ：そんなことはしません（笑）。

しの：はあ……。

伊藤：でもまた出てきましたね、テレーズ。

ＧＭ：行動的で若わかいＵＧＮ中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいのひとりだからなあ。動かしやすいんだよ、この子。

安達：なんか読者にもちょっと人気あるらしいですね。

ＧＭ：そうそう、こないだ出てきたばっかりで、そしてこの巻の表紙にもなった（笑）。

安達：やっぱりか！（笑）




▼ＰＣ②：九条柳也用ハンドアウト

ロイス：ナタリア・カレスティア　　　推奨感情　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：嫌けん悪お

　キミがあの〝銀目の鴉からす〟からもらった書類には、とある研究所について書かれていた。

　キミは必死にその研究所について調ちよう査さをし、ただひとつわかったことがある。

　それはナタリア・カレスティアという女じよ性せいの持つ豪華客船〝オラシオン〟の中に、かの研究所から持ち出されたデータが一部保ほ存ぞんされているということ。

　ナタリア・カレスティアはオーヴァードを〝商品〟として扱う人物。キミも昔、彼女の〝商品〟にされかかったことがある。

　あの厄やつ介かいな女の懐ふところに入るのは面めん倒どうだが───これしか手がかりはないのだ。




しの：ナタリア……？

安達：スペイン系けいの名前ですね。

ＧＭ：今回はなんとＮＰＣが全員カタカナ名という、アライブじゃ珍めずらしい事じ態たいに。

しの：なんと!?　豪華客船め……。




　豪華客船は関係ありません。




伊藤：しかし、オーヴァードを〝商品〟ってのは？

ＧＭ：そのまんまの意味だよ。いろんな形でオーヴァード自身を売り出している。普通の仕事の斡あつ旋せんから……オーヴァードの人身売買まで。

安達：女ブローカーってところですね。

ＧＭ：うん。ちなみにまだ二十代の若い女性だよ。何事も派は手で好きで、自分の拠きよ点てんをこんな豪華客船にしたのも彼女の趣しゆ味み。

かわたな：はっはっは、友達になれそうだねえ。

しの：ならないでください（笑）。

伊藤：…………（黙だまってハンドアウトを見る）。

ＧＭ：ん？　伊藤くん、どうした？

伊藤：いや……、俺おれ、ろくな知り合いがいないなあと思って（笑）。

ＧＭ：まあなあ（笑）。ちなみにナタリアとの関係の詳しよう細さいは好きにしてもらっていいから。

伊藤：了りよう解かいっす。




▼ＰＣ③：千城寺薫用ハンドアウト

ロイス：ヘラルド・カレスティア　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：好奇心／ネガティブ：指定無し

　豪華客船〝オラシオン〟、そのオーナーであるナタリア・カレスティア。その名前を聞いた時に、キミが思い浮かべたのは彼女の父親、ヘラルドのことだった。

　ヘラルドとはずいぶん前にＵＧＮのレネゲイド研究チームで出会った。ひらめきとプログラムに非ひ凡ぼんなものを持つ初老の男だん性せいだったが、芽は出ることなく病死したと聞いていた。

　発表されなかった彼のデータがその船にある。その情じよう報ほうがキミの好こう奇き心しんを少し揺ゆさぶった。




しの：父親……？

ＧＭ：そう、さっき説明したナタリアさんの父親です。

かわたな：芽は出ることなく病死……。報むくわれない一生だねえ。

ＧＭ：ええ、報われないんです。

かわたな：そして僕の好奇心を揺さぶったんだね。

ＧＭ：ええ、揺さぶったんです。

かわたな：（体を震ふるわせて）ブルブルブルブル、確たしかに震えたようだ。……行かないとね。

ＧＭ：ええ、行ってください。

しの：田中さん、携けい帯たい電話みたい……（笑）。




▼ＰＣ①：八重垣ミナリ用ハンドアウト

ロイス：〝ディエース〟　　　推奨感情　ポジティブ：同情／ネガティブ：悔かい悟ご

　豪華客船〝オラシオン〟の中で、キミはその少年と出会った。

　物静かな、しかしどこかあきらめたような目をしている少年。

　そのたたずまいと、そして彼が〝ディエース〟と呼よばれていることがキミを驚おどろかせる。

〝ディエース〟という名───スペイン語で10を表わす言葉は、キミが犯罪組そ織しき内ないで呼ばれていた名前。そう、その少年はどこか昔のキミに似にているのだ。




ＧＭ：ディエースはコードネームね。

安達：……その名前じゃシンドロームがわかりませんよ！　どういうエフェクト取ったらいいかわかりませんよ！（笑）

ＧＭ：またハンドアウトから類るい推すいしようと思ったのか。そりゃわからないだろうねえ（笑）。

しの：でもまた名前がスペイン語なんですね。

ＧＭ：あー、ミナリが過か去こに捕つかまってた組織は南米だっていうから。同じコードネームにしたかったんでスペイン語にしました。

かわたな：芸が細かいねえ。

ＧＭ：まあ、呼び方が同じだけでミナリの過去の組織と直ちよく接せつのつながりはないんですが。

安達：了りよう解かいです。……ちなみに。

ＧＭ：ん？

安達：「八重垣」なんですけど、「８」じゃなくて「10」なんですね。

ＧＭ：いやあ最初にそれも考えたんだけど、スペイン語の８は〝オーチョ〟になるから響ひびきがちょっとね（笑）。

安達：ああ、そうですねえ（笑）。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：ではでは、キャラクターの成長をお願いします。今回は豪ごう華か客船内にある研究施し設せつにデータを狙ねらいにいくという潜入物なシナリオです。

一同：はーい。




　そしてしばしの後、ＰＣたちの成長作業が完成した。
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▼ＰＣ①：八重垣ミナリ～安達洋介

ＧＭ：では成長の申告を。まずは安達くんから。

安達（以下：ミナリ）：はい、八重垣ミナリです。今《絶ぜつ縁えん体たい》と《不ふ燃ねん体》を取ろうか迷まよってるんですが……。いや、そこまで防ぼう御ぎよに回らなくてもいいか。《絶縁体》だけに。

ＧＭ：決まった？

ミナリ：はい。《球電の盾たて》のレベルを上げて、《絶縁体》と《炎ほのおの剣けん》を取りました。

伊藤：防御と攻こう撃げき、両方伸のばしたか。

ミナリ：《不燃体》にして防御の道のみを進むのも考えたんですけどね。……これで今日の敵てきがサラマンダーだったら枕まくらを涙なみだでぬらします。

ＧＭ：そうかそうか。…………ふっふっふ。

しの：うわ、いやな笑い（笑）。




▼ＰＣ②：九条柳也～伊藤和幸

ＧＭ：さて、次は伊藤くんお願いします。

伊藤（以下：柳也）：……ここで俺は多数決を取りたいんですよ。




　いきなりな発言である。




ミナリ：た、多数決!?（笑）

ＧＭ：どうした、いきなり！（笑）

柳也：いや、取るもの迷ってて（笑）。

しの：で、何に困こまってるんです？

柳也：あー、回かい避ひとイニシアティブが上がる《ライトフェザー》を取るか、火力を上げる《クリスタライズ》のレベルを上げるか。もう一個こは《黒の鉄てつ槌つい》のレベルを上げるんだが。

一同：うーん……。

ミナリ：私なら、イニシアティブかな……。

しの：わたしも。そっちの方が使いやすそう。

柳也：じゃあ《ライトフェザー》を取るか。これで行動が少し早くなるぜ。

ミナリ：おお、柳也さんが羽のように軽かろやかなステップを！

かわたな：…………なんだか似に合あわない気がしてきたー（笑）。

柳也：おい！（笑）

ＧＭ：成長はそれだけ？

柳也：いや、あとアキューズのロイスを固定化しておく。いつか決着をつけなきゃならん。

ＧＭ：了解。




▼ＰＣ③：千城寺薫～田中信二

かわたな（以下：薫）：欲ほしいものが多いんだよー！

ＧＭ：な、なんですか藪やぶから棒ぼうに。

薫：今回のシナリオネタを聞いて、欲しいエフェクトが多くなったんだよ！

しの：た、例えば？

薫：《黄金錬れん成せい》が欲しいっ！

ミナリ：え、何かアイテムを取るんですか？

薫：違ちがう！　豪華客船のカジノでいい気になるために欲しい！

柳也：おい……（笑）。

薫：《ヴィークルモーフィング》も欲しいっ！

しの：え、運転の技ぎ能のう持ってましたっけ？

薫：違う！　豪華客船に自作のベンツで乗り込こみたい！

柳也：そんなかよ！　あと自作のベンツって何だ！（笑）

薫：いやあ、Ｄロイスで特とつ権けん階級があるから金持ち演えん出しゆつがしたいんだよ。

しの：そういえばどんな特権階級なんですか？　薫さんは。

薫：さあ？

ミナリ：さあって……（笑）

柳也：ＵＧＮの中で偉えらいわけじゃないから、きっと千城寺家自体が偉いんじゃねえかな。

薫：謎なぞの家か系けいだね。きっとそのうち秘ひ密みつが明らかになるさ（笑）。

ＧＭ：で、そのふたつは取るんですか？

薫：悩むところだけど……取ろう。あと《クリスタライズ》を取る。それで全部かな。




▼ＰＣ④：七村紫帆～しのとうこ

ＧＭ：では最後にしのさんお願いします。

しの（以下：紫帆）：七村紫帆です。今回は趣味で《天使の外がい套とう》を取ってみました。

柳也：お、姿すがたを変えるエフェクト。

ミナリ：エンジェルハィロゥのエフェクトは調ちよう査さや潜せん入にゆう用のものが多いよね。

紫帆：うん、これで……三さぶ郎ろうの頭に花を咲さかせられるよ！

柳也：そっちかよ！（笑）

ＧＭ：まあ、実じつ際さいホログラフを利用してそういうことはできるだろうけど（笑）。

紫帆：もちろん潜入するときにも使いますよ。……あとは《主の右みぎ腕うで》を取って、《獣けものの魂たましい》を２レベルにしました。

ＧＭ：着実に成長してるなあ。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：ではＰＣ間ロイスを。ミナリ[image: ]柳也[image: ]薫[image: ]紫帆[image: ]ミナリの順番で取ってください。

一同：はーい。

柳也：そいじゃミナリから俺だが。

ミナリ：（真しん剣けんな顔で）柳也さん。……そろそろ、私はデレ期に入った方がいいですかね。




　デレ期とは───。

　いわゆるツンデレと呼よばれるキャラクター造形の一部。

　最初に冷たくあたり、後半で好意を寄よせる、その後半部分のことである……。




柳也：…………（啞あ然ぜんとしている）。

ミナリ：（真剣な顔のまま）どうしましょう？

柳也：…………ど、ど、ど───。

ミナリ：ど？

柳也：どうしましょう───じゃねえだろおおおおっ！　なんだ突とつ然ぜん！（笑）

ミナリ：いやあ、なんかそういうものがあった方がいいのかなあと思って。

柳也：いきなりそんなこと言われても、こっちがうろたえるわ！　てか、なんのイベントもなくいきなりデレ期に入らないでくれ！（笑）

ＧＭ：安達くん、そういうロールプレイできるの？

ミナリ：いや、できないんですが。




　できないのか。




ミナリ：まあそれじゃあ今までと変わらずにポジティブは〝尽じん力りよく〟、ネガティブはちょっと変えて〝憤ふん懣まん〟で。

柳也：はあ……了りよう解かいだ。で、俺おれから薫だが。

薫：別に人間関係が変わった感じもしないねえ。

柳也：そうだな、変わらず〝連帯感〟と〝食しよく傷しよう〟でいいだろ。

ＧＭ：では、薫から紫帆に。

薫：ポジティブの〝好奇心〟は変わらないねえ。むしろ興味は強くなった。

紫帆：うーん、あんまりうれしくない（笑）。

薫：ネガティブは〝脅きよう威い〟に変えよう。〝賢けん者じやの石〟の事じ件けんは大きく展てん開かいしそうだしね。

ＧＭ：では、最後に紫帆からミナリ。

紫帆：変わらず〝信しん頼らい〟と〝嫌けん気き〟で。今でもトレーニング地じ獄ごくは変わらなさそうだし。

ミナリ：（満面の笑えみで）そりゃあもう。

ＧＭ：了解（笑）。それでは改めてセッションを開始しましょう───。







ＵＧＮ中枢評議会　ＵＧＮの最高意志決定機関。登場するテレーズ・ブルムはこの十二人のひとりである。

ディエース　ディエス、と発音することもある。今回は音でディエースを採用している。

《絶縁体》　雷に強くなるブラックドッグのエフェクト。

《不燃体》　温度変化に強くなるサラマンダーのエフェクト。

《球電の盾》　雷の塊で盾を生み出すブラックドッグのエフェクト。

《炎の剣》　炎によって武器を強化するサラマンダーのエフェクト。

《ライトフェザー》　自身の重さをコントロールして素早く動く、バロールのエフェクト。

《クリスタライズ》　攻撃の対象を結晶化させるモルフェウスのエフェクト。

《黒の鉄槌》　重力弾で敵を攻撃するバロールのエフェクト。

《黄金錬成》　〝金〟を作り出すモルフェウスのエフェクト。

《ヴィークルモーフィング》　なんらかの乗り物を造り出すモルフェウスのエフェクト。

《天使の外套》　光の加減によって、自分の外見を違うものとして見せるエンジェルハィロゥのエフェクト。

《主の右腕》　卓越した知覚能力により、相手の弱点を見抜いて攻撃するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《獣の魂》　みずからの獣性を引き上げて身体能力を引き上げるキュマイラのエフェクト。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆ここはどこ……？


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　天にはまばゆいばかりのシャンデリア。静かな音楽があたりを包み、周りはきらびやかな装そう飾しよくで覆おおわれ、長い長いテーブルには見たこともないような料理が綺き麗れいに並ならべられている。

　どこからどう見ても上流階級の立食パーティ会場のただ中で、紫帆はひとりつぶやいた。

「わたし……、何、やってんだろ？」




ＧＭ：では紫帆のオープニング。……場所は豪華客船オラシオンのパーティ会場の中。

紫帆：ここはどこー！（笑）

ミナリ：服ふく装そうは？

ＧＭ：正装してるよ。学生服じゃなくて、イブニングドレスで。

紫帆：なんでわたしこんなの着てるのー！（笑）

ＧＭ：パーティは立食パーティ。ホールの大きさは学校の体育館を複ふく数すう重ねたくらい。

紫帆：ポカンと口を開けてシャンデリアとか見てます。……あのシャンデリアひとつでいくらするんだろう？

ＧＭ：じゃあ、そんな思考を始めつつ回想シーンに入ろう（笑）。では、それは数日前のこと───。




　喫きつ茶さ店てんペリゴール。紫帆たちが居い着ついているこの店にテレーズ・ブルムと名乗る少女がやってきたのは、冬休みに入ってすぐのことだった。




ＧＭ：十二月も後半に入った、前の事件から一月少したったころ。突とつ然ぜんＵＧＮ中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいのひとりと名乗る人物がペリゴールにやってくる。

薫：おお、テレーズちゃん。直ちよく接せつ来るとは。

ＧＭ：というわけで他のみんなも登場してくださいな。

一同：はーい。

ＧＭ：では、四人を前にして、白衣を着た金きん髪ぱつ巻まき毛の少女、テレーズはジロリとキミたちを見る。ついでに肩かたのちっちゃなフクロウも。

ミナリ：もう身分は名乗ったんですよね？

ＧＭ：うん、中枢評議員であることは明かしているよ。

ミナリ：じゃあ、私はバキバキに緊きん張ちようして柳也さんに言います。……りゅ、柳也さん、中枢評議会の人ですよ！

柳也：……あー、そうだな。

ミナリ：何ですかその態たい度どは！　え、偉えらい人なんですよ！　すぐに一番いい豆でコーヒー作ってください！　いつものしみったれたカップじゃなく、きちんとしたヤツで！　早く！

柳也：…………お前、意外と権けん威いに弱かったのな（笑）。

ＧＭ：テレーズはため息をついて言う。「まあ、コーヒーはいいから全員話を聞いて」

ミナリ：は、はい……。

ＧＭ：「単刀直入に言うわ。紫帆の持つ〝賢けん者じやの石〟に関する手がかりが見つかったの」

紫帆：えっ……？

ＧＭ：「手がかりとして出てきたのはとある研究所。そして、その研究所から一部のデータを持ち出して保ほ管かんしている人物がいる。……その人物に接せつ触しよくすれば、この〝賢者の石〟がいったいどんなものなのかがわかるかもしれない」

薫：……石の正体、か。それは興きよう味み深ぶかいねえ。

ＧＭ：なお、ここでテレーズはちらりと柳也の方を見る。視し線せんからすると彼女は柳也が鴉からすたちから情じよう報ほうを受け取っていることを知ってるみたいだね。

柳也：…………なるほどな。前巻のエンディングの話か。

ミナリ：ちなみに柳也さんは鴉やアキューズの話は他人にしてるんですか？

柳也：（ちょっと考えて）ミナリと紫帆には話せねえだろ。薫には一いち応おう話しておくかな。他言無用で。

薫：りょうか～い。

ＧＭ：「データの持ち主はナタリア・カレスティア。豪華客船オラシオンのオーナーよ」と言って、同行している部下にナタリアやオラシオンの写真を取り出させる。

薫：この船が海に沈しずんでいくとは、このとき誰だれも予想していなかった……。

一同：…………。

ＧＭ：「あなたちょっと黙だまってて」とテレーズは言う。

薫：キミが言うならそうしよう～（笑）。

紫帆：薫さん、ますます頭が悪くなってる気がする……（笑）。

ミナリ：ちなみにナタリアってどんな感じの人なんですか？

ＧＭ：ゆるくウェーブのかかった長い黒くろ髪かみが特とく徴ちようの、スタイルのいい女じよ性せいだね。いつも赤いドレスを着ていて、だいぶ派は手でな感じ。年ねん齢れいは二十代半ばってとこかな。

紫帆：へえ……。

ＧＭ：テレーズはナタリアの写真を見ながら言う。「問題はこの女。コイツはその筋すじでは悪名の高い人物でね。オーヴァードを人身売買することで有名なの」としかめっ面つらで。

ミナリ：人身売買という言葉にピクリ、と眉まゆを反はん応のうさせます。

ＧＭ：「ただ、ＵＧＮも未いまだに一度も尻尾しつぽをつかんだことはない。……証しよう拠こが無ければ表だった行動は取れない。だからのうのうと彼女は商売を続けている」

紫帆：なんか……すごそうな人だなあ。

ＧＭ：「彼女が城しろにしているのがオラシオン。……そして、くだんのデータはここにあるわ」

柳也：……ってことは、コイツの懐ふところに潜もぐり込こまなきゃ情報は得られないのか。

ミナリ：……いくつか、質しつ問もんがあります。

ＧＭ：「なに？」と腕うでを組むテレーズ。

ミナリ：このナタリアという女性は〝賢者の石〟を研究しているのでしょうか？

ＧＭ：「それは無いわね。彼女がどういう経けい緯いでこのデータを手に入れたかはわからない。ただ、彼女の性せい格かくからしてわざわざ〝賢者の石〟を研究するなんてことはしないわ」

薫：なぜ、そう言い切れるんだい？

ＧＭ：「…………だって、大のオーヴァード嫌ぎらいだもの。彼女」

一同：オ、オーヴァード嫌い!?

柳也：なんか……予想外の答えが返ってきたな。

ＧＭ：「オーヴァード嫌いというか───憎にくんでいるというか……。まあ、あなたたちも見ればわかるわ」とテレーズはあきらめたように言う。

ミナリ：もうひとつ。この件で……紫帆が行かなければならない理由はありますか？

ＧＭ：テレーズはじっとミナリを見る。「……言わなくてもわかると思うけど？」

ミナリ：…………。

ＧＭ：「まあいいわ、教えてあげる。……この子でないとわからない情報が出てくる可か能のう性せいがあるからよ。正せい確かくに言えば、この子の中に宿るもの、かしらね」

ミナリ：三郎のことか。……了りよう解かいしました。

薫：まあこう考えてみよう。……クリスマスに豪華客船でクルージング！　こんな経けい験けんはそう簡かん単たんにできないよ？

紫帆：あ、ああ、それは確たしかに素す晴ばらしいですね！　あ、あははははは……。

ＧＭ：「まあ、薫はともかく」

薫：スルーされた！（笑）

ＧＭ：「一いち応おう私も行くから、多少のフォローはしてあげる」と言って、「それじゃあどんな立場で船の中に行きたいかリクエストを出して。好きな形で潜せん入にゆうさせてあげるわ」と続ける。

柳也：ほう、豪ごう毅きな話だね。客でもスタッフでも思いのままってか。

ＧＭ：「ま、できる限かぎりでね」……データ的には〝偽ぎ造ぞう証しよう明めい書しよ〟を渡わたすってことね。

柳也：なるほどな。……さて、どうする？　順当なところでは客として行けばいいとは思うが。

ミナリ：でもひとりくらいはスタッフがいた方がよさそうですよね……。

紫帆：うーん───。




　どんな形で潜入するかを相談する四人。

　客にするか、スタッフにするか、それとも芸人にするかなどなど、いろいろ話は出たが、最終的にはバランスを考えて客二名、スタッフ二名に落ち着いた。




ＧＭ：じゃあ……紫帆と薫が客、ミナリと柳也がスタッフとして入るって形でいいのね？

柳也：ま、順当なところだろ。

ＧＭ：ちなみにテレーズは客で入るよ。

ミナリ：了解です。……私は客室清せい掃そうのメイドとかそんな感じで。

紫帆：客室担たん当とうはメイドさんがやるの!?

ミナリ：豪華客船だから！　きっとそれくらいのことはしてると思う！

ＧＭ：じゃあそういうことにしよう（笑）。……柳也は？

柳也：ホールのバーテンあたりで。適てき当とうにやるさ。

ＧＭ：了解。ではそんなこんなで用意をしつつはるばる四人は大西洋までやってきて───回想シーンは終わり、現げん在ざいに戻もどってくる。

紫帆：……入り込んだのはいいけど、これからどうすればいいんだろう……。

ＧＭ：そんな風に黄昏たそがれていると、頭の中に三郎の声がする。「……おい、そんなぼーっとしていいのかよ」

紫帆：そんなこと言われても……何していいかわかんないよ。

ＧＭ：「ちっ、すーぐに弱気になりやがる。周りから話を聞き出すぐらいしたらどうだ？」

紫帆：話？

ＧＭ：「ナタリアだのなんだのと話のネタは聞いてたじゃねえか。その辺つついてもいい。……なんだったらこの船の中を歩き回ってみたらどうだ？　このホール以外にもカジノだの劇げき場じようだのプールだの、いろいろあるらしいぜ」

紫帆：それって三郎が見て回りたいだけじゃないの？

ＧＭ：「…………」押おし黙だまる三郎。

紫帆：図星じゃない！（笑）……まあ、ここでぼーっとしててもしょうがないし。ちょっと外には行ってみようかなあ。

ＧＭ：では、紫帆がそう言ったところでシーンを終しゆう了りようしよう。







偽造証明書　アイテムのひとつ。任意の身分ひとつを証明するものとして扱うことができる。もちろん違法。











◆Opening 02◆望まれぬ再さい会かい


ScenePlayer ─── 九条柳也






　紫帆が豪ごう華か客船の規き模ぼに戸と惑まどっているころ。

　柳也は同じホールの片かた隅すみでシェイカーを振ふっていた。

　手て慣なれた手つきで中身をグラスに取り出し、ホールに目を向け……彼は肩かたを落とした。

　目線の先には忘わすれもしない、赤いドレスを着た女がいたからだ。




ＧＭ：次は柳也のシーン。柳也はバーテンで入るんだよね？

柳也：きちんとしたバーじゃなくて、ホールの隅すみでカクテル作るくらいの感じでな。

ＧＭ：了りよう解かい。では、柳也はオーダーに応おうじていくつもカクテルを作っている。

柳也：手慣れた手つきでテンポ良く作っていくぜ。……まあ、たいした味じゃないだろうが。

ＧＭ：と、そんなことをしているとホールの一部に人だかりができる。その中心には印象的な赤いドレスをまとった美女が愛あい想そ笑いを振りまいている。……ナタリア・カレスティアだ。

柳也：……ちっ。

ミナリ：そういえば、柳也さんは彼女とどういう知り合いなんですか？

柳也：あー、そうだな……。（少し考えて）ＵＧＮの戦せん闘とう部隊にいたころに誘さそわれたことにするか。当時はなんとなく誘いを蹴けったんだが、今になって思えば俺おれもどうなっていたことか。

薫：〝商品〟のひとつにされていたのかもねー。

紫帆：うわあ……。

柳也：あ、あともうひとつ思いついた。その後俺が任にん務むでナタリアを調ちよう査さしたことがある。その時にはヤツの尻尾しつぽはつかめなかったが、お互たがい顔は認にん識しきした。

ＧＭ：顔は知っているんだね。……で、柳也が見回っていると彼女がこちらにやってくる。

柳也：ちょっと眉まゆを動かすが、何も反はん応のうしない。……プレイヤーはドキドキだけどな！（笑）

紫帆：言わなきゃいいのに（笑）。

ＧＭ：ナタリアは柳也の方を見ずに手を差し出す。「……マティーニ」

柳也：む。……じゃあ無言で材料取り出してステアする。んで、できたグラスをすっと。

ＧＭ：それを受け取ろうとして、ナタリアは柳也の顔を見る。…………すると、血のようなルージュを引いた彼女の唇くちびるがにぃっと笑えみの形を作る。

紫帆：こ、こわいっ！

ＧＭ：彼女はグラスには手をつけずに柳也を見て、「久ひさしぶりね、九条柳也」。

柳也：ああ、久しぶりだ。……もっとも、こっちは二度とその顔を見たくはなかったが。

ＧＭ：「こっちだって。この私に生意気な口を利くオーヴァードなんて、すりつぶしても飽あき足たらないわ」……表ひよう情じようこそ変わらないが、彼女は殺気すら感じられる口調で言う。

ミナリ：……オーヴァードを憎んでいるって本当なのね。

ＧＭ：「一体どうしてここに？　今から私の〝商品〟にでもなりに来たの？　その気があるなら一日で理り性せいを消して、ただの人形にしてあげるけど？」

柳也：願い下げだ。……しかし、相変わらずのオーヴァード嫌ぎらいだな。

ＧＭ：「当然でしょ？」彼女は胸むねを張はって言う。「レネゲイドだかなんだか知らないけど、オーヴァードなんて、自じ己こをコントロールできない化け物よ。私が〝商品〟にしてあげることを誇ほこりに思って欲ほしいわね」

柳也：…………拳こぶしを握にぎる。

ＧＭ：「で、一いち応おう聞いてあげるけど、私の船に何しに来たの？」

柳也：あー……、ちょっと美人の顔を見に。

ミナリ：噓うそまるだしだ！（笑）

紫帆：さっき顔も見たくないって言ってたのに！（笑）

柳也：いいだろ！　どうせ面は割われてるし、噓だってばれるんだから！（笑）

ＧＭ：ま、そうだな。彼女は「ふうん？」と面おも白しろそうに言ってから、「何が目的か知らないけれど、船の上には置いてあげるわ」

柳也：強気だな。

ＧＭ：「あなたが何を企たくらもうが、この船の中にいる限かぎりどうせ何もできないから」ナタリアは本当に自信ありげに笑い、そう言ってのける。

柳也：……何かあるってことか。

ＧＭ：「せいぜい足あ搔がいてみなさい？　オーヴァードがはい回って、何もできずに潰つぶされるのを見るのはそれなりに楽しいしね」

柳也：…………。

ＧＭ：「そのマティーニはあげるわ。オーヴァードなんかが作ったものは飲めないもの」

柳也：……ありがとよ。

ＧＭ：そう言い残し、ナタリアはくるりと背せを向けて去り……そしてその後ろにひとりの少年がついていく。今まで柳也は気配も感じなかったのに柳也に一いつ瞬しゆん会え釈しやくだけして。

柳也：うおっ!?

ミナリ：……歳としは？

ＧＭ：十歳さいくらい。周りのＳＰと似にたような格かつ好こうをしている、妙みように落ち着いた目の少年だ。あまりにも隙すきのない動作でナタリアの後をついて行く。

柳也：……やれやれ、今回も退たい屈くつはしなさそうだな。




　そうつぶやき、柳也は目の前のマティーニをあおる。

　最高級の素そ材ざいで作られたマティーニは、だが奇き妙みような苦さだけを柳也の舌したに残していた。







◆Opening 03◆不ふ遇ぐうの研究者


ScenePlayer ─── 千城寺薫






　その頃ころ、薫はカジノでゲームを楽しんでいた。

　マナーを無む視しして掛かけ金を黄金のインゴットで出し、満面の笑えみで薫は言う。

「一回、こういうことをやってみたかったんだよねえ」




ＧＭ：では薫のシーンです。

薫：あ、僕ぼくカジノにいるよ。それで僕の力で生み出したゴールドインゴットを使って遊ぶよ！　やってみたかったんだ～♪




　プレイヤー、恍こう惚こつの笑みである。




柳也：っておい！　お前この船に何しに来たか覚えてるんだろうな!?

薫：やー、覚えてる覚えてる。だからカジノで目立ってるんじゃないか。

柳也：目立っちゃダメだろうが！（笑）

薫：それはそれとして、僕はカジノで勝ってるのかい？　負けてるのかい？

柳也：スルーかよ！（笑）

ＧＭ：う～ん、ここは判はん定ていで決めますか。〈交こう渉しよう〉か〈意い志し〉で。目標値は……８くらい。

薫：了りよう解かい。ま、やりたいのは掛け金をインゴットで出すことだけだからね！　それは十分果たされたから、勝敗はどうでもいいんだけど。……あ、クリティカルで達成値22。

一同：大勝ちしてる[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！（笑）

ＧＭ：ではディーラーは警戒しつつ、「……お客様、次のゲームはどうなさいますか？」

薫：（にやりと笑って）もちろん……倍プッシュさ！　ここで退ひくやつはいないのさー！　というわけで次のゲームを……。

ＧＭ：待て待て待て！　ゲームばかりやられるとオープニングが進まなくなる（笑）。

薫：おや。

ＧＭ：なので、ここでキミの後ろにテレーズが現あらわれる（笑）。「…………なに、やってんの？」

薫：……テ、テレーズちゃん？

ＧＭ：「薫？　なにをやってるか聞いてるんだけど」テレーズは冷えた声で言う。

薫：や、やあ！　この船の空気に馴な染じもうと思ってね！　そういうの必要じゃないか！（笑）

紫帆：……必死にいいわけしてるなあ（笑）。

ＧＭ：「まあいいからちょっときなさい」テレーズはワシっと薫を引きずっていく。

柳也：……やれやれ（笑）。

ＧＭ：パーティホールまで薫を引きずったテレーズはため息をついて言う。「薫、ここに来てから全然周りの人間の顔見てないでしょ」

薫：はっはっは、キミの顔がまぶしくて他の顔が見えなかったのさー。

ＧＭ：「（しみじみ呆あきれたように）薫……。あなた頭はいいのに、ホントバカなのね」

薫：いやぁ、それほどでも。




　ほめてません。




柳也：どこがほめてんだ！（笑）

薫：はっはっは、対たい応おうに困こまったので照れてみたのだ（笑）。

ＧＭ：まあそれはいいから（笑）。テレーズは続けるよ。「色んなヤツが来てるわよ。ファルスハーツ大型セルのリーダー、ルカーン財ざい団だんの幹かん部ぶ、レネゲイドを研究している企き業ぎようの重役。……もしかしたらどっかの政せい府ふ関係者もいるかもね」

薫：……みんなナタリアちゃんの〝商品〟が目当てかい？

ＧＭ：「多分ね。それだけ需じゆ要ようがあるほどの〝商品〟を提てい供きようしているってことよ、あの女は」

柳也：となると、ここにいる人間全員がレネゲイドのことを知っててもおかしくないな。

ミナリ：…………。

薫：魑ち魅み魍もう魎りようばかりってことか。……しかし、よくもまぁそんなところに紫帆くんを送り込こむ決けつ断だんをしたものだね。僕も大たい概がい悪いヤツだと自負してるけど、そこまではなかなか。

ＧＭ：「薫って悪い人だったの？」

薫：実はそうだったんですよ。勉強になってよかったね、テレーズちゃん（笑）。

ＧＭ：「む、むかつくわね……」とテレーズは眉まゆをぴくぴくさせてから。「ところで薫、あのナタリアの父親のことを覚えてる？」

薫：ああカレスティアという名前を聞いて、結けつ構こう考えたよ。……そして思い出しました。

柳也：考えないと出てこなかったのか！（笑）

薫：（柳也をスルーして）優ゆう秀しゆうな研究者だったね、ヘラルド・カレスティアさんは。

ＧＭ：「そう。当時、彼の発表はＵＧＮでも参考にしていたみたいね」とテレーズ。「じゃあ薫、そのカレスティア博士が謀ぼう殺さつされた疑うたがいがあるって話は知ってる？」

薫：謀殺!?　謀はかったな娘むすめ!?（笑）

ＧＭ：「そう。娘のナタリアによって殺された、という噂うわさで持ちきりよ。まあ父の死後、そのデータを利用して〝商売〟を始めたのだから、誰だれが見てもそう思うんだろうけど」

薫：…………。

ＧＭ：「…………それはそれとして、『謀ったな娘』ってなによ？」（笑）

薫：僕の心の叫さけびさ。やっぱりスルーしきれなかったようだね？

ＧＭ：「こ、この……！」

薫：はっはっは、まあなんとなくやる気は出てきたよ。

ＧＭ：「はあ、それでやる気になってるの？」テレーズは疲つかれ切った顔で言う。

薫：（突然素すに戻もどり）……ここで「誰のせいだと思ってるんだ」って言って睨にらんでくれない？

柳也：オイ!?（笑）

ＧＭ：じゃ、じゃあ……そういう目線でテレーズは薫を見る。

薫：（身をくねらせて）ああっ！　そんなにも眉をひそめて！　テレーズちゃんの表ひよう情じようが曇くもるのは僕にとって身を切り裂さかれるのと同じなのに！




　やらせたのはアンタである。




ＧＭ：テレーズはジト目で薫を見たまま、「まあ……、とにかく情じよう報ほうを集めてちょうだい。遊び過すぎちゃダメよ」と言って疲れた足取りで去っていきます。

薫：ふっふっふ、だとするとやはりカジノで勝ち続けるしかないね。そうすればいずれオーナーが出てくるってスンポーさ！（笑）




　満面の笑えみで虚こ空くうに向かって無茶な計画を喋しやべる薫。

　そんな薫を見て、テレーズは幾いく度ど目めかわからない大きなため息をついた。







◆Opening 04◆捨すて去った名前


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　オラシオンの客室をチェック。……豪華な内ない装そうに紛まぎれるようにして警けい報ほう装置が多数。

　通路をチェック。……監かん視しカメラ、赤外線装置他、最新セキュリティが山のよう。

　警けい備び員いんの状じよう態たいをチェック。……数はほとんどいない。だが、練度は軍隊並なみ。




　メイド姿すがたで清せい掃そうを行ないつつ、警備状じよう況きようを見回っていたミナリは内心で嘆たん息そくする。

　───なにこの船は。軍事基き地ち並みのセキュリティじゃないの。




ＧＭ：最後にミナリのオープニング。……ミナリはスタッフとして入ったんだよね？

ミナリ：そうです。メイドの格かつ好こうで客室の清掃とかベッドメイクとかしてますよ。

ＧＭ：了りよう解かい。では客室に入っては通路に戻って、次の部屋へ……と繰くり返してる。

ミナリ：同時に警備状態を見ておきたいんですが、どうですか？

ＧＭ：ミナリなら一目見てわかるが、異い常じようなほど警備システムが発達しているね。

ミナリ：…………は？

ＧＭ：あくまでも目立たないようにはなってるけど、監視装置や警報装置はもちろんのこと、直ちよく接せつ攻こう撃げきできそうなシステムまで組み込まれているね。しかもてんこ盛もり。

ミナリ：…………この船、一いつ般ぱんの船ですよね？

ＧＭ：そうだよ。あくまでナタリアの持ち物だ。

ミナリ：ちょっと呆ぼう然ぜんとしながら作業を進めていきます。

ＧＭ：では、ミナリはあまりな警備状況に辟へき易えきしながら作業を進め、終わらせる。……次の仕事まではほんの少し時間がある。目の前にはまだ見回ってない甲かん板ぱん部分が。

ミナリ：……周りに人は？

ＧＭ：今のところ誰の気配もない。まだほとんどの人間はパーティ会場にいるらしい。

ミナリ：ならば少しでも情報を集めます。気配を隠して前へ。

ＧＭ：了解。ではミナリは月明かりを避さけ、目立たぬように前へ進む。すると───。




「こんなところで、どうしました？」

　透すき通るような声がミナリにかけられる。振ふり返れば、そこにはひとりの少年の姿。

　くすんだ銀色の髪かみを月明かりに照らされて、奇き妙みようなほど落ち着いたひとりの少年の姿。

[image: ]




ミナリ：……っ！　さっきまで誰もいなかったはず……！

ＧＭ：そうだね。少年は突とつ然ぜんに現あらわれたかのように見えた。「……どうしました？」

ミナリ：うう……、内心の動どう揺ようを必死に抑おさえて営えい業ぎようスマイルを浮うかべます。……あの、甲板のゴミを取るようにお掃除をさせていただいてます。

ＧＭ：すると少年は「ですが、ここの清掃にはまだ早い時間帯ですよ」と。

ミナリ：お気き遣づかいありがとうございます。でもできれば今のウチに済すませたいので……。

ＧＭ：「いえ、ここは二十一時に開かい放ほうされますので二十時半に清掃を開始してください。そのタイミングであれば、ベストのタイミングでお客様を迎むかえることができます」

ミナリ：うわ……、なんかすらすらとスケジュールがでてきた……。

ＧＭ：と、ミナリが一いつ瞬しゆんポカンとした顔を見せると、少年は苦く笑しようして「……ああ、失礼。こう見えてもボク、スタッフなんです」と言ってくる。

ミナリ：あ、ああ……、関係者の方ですか。失礼しました。

ＧＭ：「こちらも挨あい拶さつが遅おくれました。ボクはこの船の警備主しゆ任にんをしてます」

紫帆：け、警備主任!?　まだ若わかいのに!?

ミナリ：……何なん歳さいくらいに見えますか？　この子。

ＧＭ：十歳くらいだね。

柳也：やっぱり俺おれが見たアイツか……。

ＧＭ：少年は困こまったように笑って続ける。「似に合あってないとはよく言われます。ですが本当に警備主任を任まかされているんですよ。名前は───」と彼が言ったところで───。




「ディエース！」

　いらだちを込めた女の声が天から降ふってくる。

　その呼よび名に───一瞬だけ、ミナリの体は硬こう直ちよくする。




ミナリ：反はん射しや的にそっちを振り向いてしまう。……誰がその名を？

ＧＭ：ナタリアだね。テラスから少年をそう呼んだようだ。彼女は不ふ機き嫌げんな様子で言う。「ディエース！　一体なにをやっているの？　早く戻もどりなさい」

ミナリ：…………。

ＧＭ：すると少年はわずかに顔を曇くもらせ、あきらめたような目の光を見せてから「申し訳わけありません、ナタリア様。……すぐに戻ります」と言う。

ミナリ：お邪じや魔ましたようです、すいません。……と少年に言っておこう。

ＧＭ：「気にしないでください」とミナリに向かって、「ボクの名前はディエースと言います。船の中で何か問題があれば、ボクにつないでください。……ミナリさん」

ミナリ：……？　どうして私の名前を？

ＧＭ：「スタッフもお客様も登録されていますから。全員覚えていますよ」と言ってから彼は一礼して去る。

ミナリ：黙だまって見送る。……そして、なんとなく昔のことを思い浮かべる。




〝ディエース〟───10を意味するその名を聞いて、ミナリは記き憶おくを掘ほり起こしていた。

　戦いしか教えられなかったあのころ。

　自分の意い志しというものを徹てつ底てい的に否ひ定ていされ、「道具であれ」と強要され、自じ己こはただのナンバーでしかなかったあのころ。

　あの時と同じ名前を与あたえられた少年は、同じ鎖くさりに縛しばられ、同じ目の光を宿していた。




ミナリ：…………もう、捨すて去った名前だと思ったのに。




　その後、〝銀目の鴉からす〟によって組そ織しきが壊かい滅めつされ、ミナリは解放された。

　だが、今出会った彼は───。




ミナリ：……やめよう。今の任務は違ちがう目的なんだから。




　言葉ではそう言いつつも、思考は暗い目をした少年を映うつし出すのをやめようとはしない。

　───彼が鎖に捕とらわれているのなら、誰かが助け出せばいいのだ、と。

　脳のう裏りで誰かがささやき続けていた。







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆陰いん謀ぼうの船


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　誰だれかに話しかけられては慌あわてて逃にげ、話しかけようと思っても踏ふみ出せず。

　慣なれない挑ちよう戦せんはほぼ失敗。パーティホールの片かた隅すみで、紫帆は静かに燃もえ尽つきていた。




ＧＭ：ではミドルフェイズです。最初のシーンプレイヤーは紫帆から。

柳也：ともあれ情じよう報ほうを集めねえとな。

紫帆：（うなずいて）早くこんなところから出たいです。

薫：そうなると調べることは、僕ぼくたちの狙ねらっているデータ、ナタリア、その親父おやじさん、あとはあの少年ってところかねえ？

ミナリ：この船自体についても調べておきたいですね。

柳也：そうだな、ここは相手の城しろだからな。ある程てい度どは調ちよう査さしておきたい。

紫帆：ええーと、じゃあわたしはパーティホールでとりあえず噂うわさ話ばなしでも当たってみます。

ＧＭ：了りよう解かい。じゃあ〈情報：噂話〉で判はん定ていしてください。

紫帆：……う、達成値ち４……。

ＧＭ：あー、それじゃあ実のある話を聞くどころか、まともに話もできてないな（笑）。

紫帆：がんばって話をしようとしても、うっかり口を開くとエセレブであることがばれてしまうので話ができない（笑）。

ミナリ：エセレブって（笑）。

ＧＭ：じゃあそんなこんなで誰にも相手をしてもらえない紫帆がホールの片隅に疲つかれ果てて立っていると、三郎が話しかける。「お前……プレッシャーには強いんじゃなかったのかよ。文化祭の時の演えん技ぎ力りよくはどーした」

紫帆：いやあ、ああいうのとは全然違ちがうよー。なんかみんな見てる世界が違う気がする。話題にもついて行けないし……。

ＧＭ：「役に立たねえなあ……」

紫帆：ぐ……、その言葉は悔くやしいけどなにも言えない……。

ミナリ：あー、ここで登場します。このままシーンが切れるとさすがに寂さびしい（笑）。

ＧＭ：そうだな（笑）。ミナリはホールに来ると、ものすごく沈しずんでいる紫帆が見える。

ミナリ：では一いち応おう仕事を装よそおいつつ声を。……お客様、いかがなさいました？

紫帆：ああっ！　知り合いがいた！（笑）

ミナリ：静かに！　せっかくごまかしてるのに！（笑）……まあ、何かわかった？

紫帆：……ごめん、なんにも。

ミナリ：ふぅ、私の方はオラシオンの中を調べてみたわ。……（ＧＭに）というわけでオラシオン内部について歩き回った結果を教えてもらえますか？

ＧＭ：了解。ミナリが今までの経けい験けんで推すい測そくするから、〈情報：裏うら社会〉か〈知覚〉あたりで。

ミナリ：じゃあ〈情報：裏社会〉で……、クリティカル。達成値は18です。

ＧＭ：おお。ではミナリが足で稼かせいだ情報を、さらに類るい推すいしてわかるのはこんな感じだ。

ミナリ：ふむふむ。

ＧＭ：まず、この船は大きく分けて三つのブロックに分けられている。それぞれ上じよう層そう、中ちゆう層そう、下か層そうと呼こ称しようされており、ミナリや柳也たちは上層のみのスタッフとして雇やとわれている。

柳也：ああ、なるほど。中層や下層は立ち入り不ふ可かなんだな？

ＧＭ：そう。上層は一いつ般ぱん開放エリア。パーティホールや各種娯ご楽らく施し設せつ、店てん舗ぽや客室などだね。

ミナリ：中層は？

ＧＭ：中層はナタリアが裏の客を相手にする場所だと言われている。……つまり、オーヴァードを買いに来た客のみが入れるエリアだ。

紫帆：…………。

ＧＭ：そして下層が客がまったく入れないスタッフオンリーのエリア。噂によれば、ナタリアは自分の商品すべてをここに収しゆう納のうしているらしい。

ミナリ：研究データがあるとしたら、ここね。

紫帆：……そうだね。

ＧＭ：で、客が中層に行くには一定以上のスタッフの許きよ可かがいる。下層はまったく入れない。

ミナリ：下層にいるのはナタリアとその側近くらい？

ＧＭ：そんなもんだね。下層に出入りできるスタッフはすでに決まっていて、彼ら以外は入れない。……潜せん入にゆうをするしかないだろうね。

紫帆：うーん。

ミナリ：ではそういう話を紫帆に。とても不ふ機き嫌げんな様子で、……というようにきっちりと〝商品〟は管理されているらしいわよ、と言う。

紫帆：ここに、捕つかまってるオーヴァードとかいるのかなあ……？

ミナリ：（不機嫌に）今回の件けんには関係ないわ。私たちの目的はデータ。

紫帆：え？　……あ、うん。

ミナリ：それから注意して。ホールの中にはＦＨをはじめとした裏社会の連中がそろってる。うかつなことを言って注意を引かないように。

紫帆：…………うう。それ、もっと早く言って欲ほしかったよ～。

ミナリ：（無む視しして）それはともかく、三郎はいる？

紫帆：え？　いるけど……？

ＧＭ：じゃあミナリの声に応おうじて三郎が目立たないように出てくるよ。「……なんだ？」

ミナリ：確かく認にんしてなかったけど、あなたは何か覚えはないの？　研究所とか、この船とか、ナタリア・カレスティアとか。

紫帆：あ、関連しているなら覚えてることも……。

ＧＭ：「いや、ねえな」

紫帆：あら。

ＧＭ：「研究所については引っかかることもあるが、こんな船とかあんな派は手でな女とかはまったく記き憶おくにねえ。……自信もあるぜ」と胸むねも張はる。

ミナリ：〝賢けん者じやの石〟の共鳴とかは？

紫帆：（ＧＭに）……あります？

ＧＭ：いや、今はまったくないね。

紫帆：うーん、無いみたい。多分近づかないとダメなんじゃないかな。……もしあるとしても。

ミナリ：そうね……。

紫帆：とにかく、もう少し調べてみようか。

ミナリ：そうね、柳也さんや薫さんも何か調べているかもしれないし。

ＧＭ：ではそんなところでシーンを切ろう。







◆Middle 02◆ナタリアという女じよ性せい


ScenePlayer ─── 九条柳也






　シェイカーを振ふっていると、懐ふところにいれた携けい帯たい端たん末まつが着信を告げる。

　手早く確認するとＵＧＮに頼たのんでおいたナタリアの情じよう報ほうのようだ。

　すぐに周りの同どう僚りように休きゆう憩けいを申し出、喫きつ煙えん所じよへと逃にげ込こむ。

　……ちょうど、一服がしたかったところだ。




ＧＭ：ではふたり出たから次は柳也。

柳也：……とりあえずナタリアについて調べるぜ。テレーズは来ているが、もう一度ＵＧＮの情報をさらっておく。何か気づくこともあるかもしれん。

ＧＭ：了りよう解かい。〈情報：ＵＧＮ〉で判はん定ていしてくれ。〈知ち識しき：社交界〉とかでもいいけど（笑）。

柳也：あるか、そんなもん！（笑）つーわけでＵＧＮで振るぞ。……達成値は８。あんまり高くはねえな。

ＧＭ：そうだね。だがそれでもわかることはある。

柳也：とりあえず喫煙室でタバコ吸すいながら携帯端末を確認するぜ。

ＧＭ：では基き本ほん情報から。……ナタリア・カレスティア。ここ数年で大だい富ふ豪ごうまでのし上がった女性。表の顔は貿ぼう易えき商しよう。扱あつかう品物はなんでも。

紫帆：……何でも屋のようだ（笑）。

ＧＭ：まあ規き模ぼ違ちがうけどね（笑）。……ただ、実じつ際さいのところその売り上げの半分はオーヴァードの売買でまかなっている。

柳也：仕事の斡あつ旋せんから人身売買ってアレか。

ＧＭ：そう。メインの商品は自じ我がを消したオーヴァード。簡かん単たんな命令しか聞かないものから、軍の副官くらいをこなせるものまで。すべて〝買い主〟に完全服従。

柳也：…………。

ＧＭ：ただし性せい能のうの良いものほど劣れつ化か───つまり暴ぼう走そうがおきやすい。そのため脳のう内ないに爆ばく弾だんをしかけており、簡単に〝処しよ分ぶん〟できる。

ミナリ：そこまで……！

ＧＭ：商品はかなりの数確かく保ほしてあるから、追加の補ほ充じゆうも簡単。というお得感満まん載さいの商品。……もちろん、オーヴァードの人じん権けんどころか尊そん厳げんすら無視したものだけど。

柳也：ちっ、変わってねえな。相変わらず胸むなくそ悪い商売しやがるぜ。

ＧＭ：この商品はオーヴァードを嫌きらっているナタリアの発想によるもの。……なんだが。この商品にはどうやらナタリアの父親の研究データが転用されているらしい。

柳也：父親？　ああ、ヘラルドだっけか。その研究については？

ＧＭ：ＵＧＮからの資し料りようには載のってないね。レネゲイドが人間の脳のうに与あたえる影えい響きようを逆算して、レネゲイドを制せい御ぎよする方法などを模も索さくしていた、ってくらいだ。

柳也：……ふむ。

ミナリ：あ、ここで登場します。喫煙室に入ってきて、灰はい皿ざらを交こう換かんしながら柳也さんに声を。……ひどい顔してますよ。

柳也：ああ、ひどい情報を見たからな。……と言って、携帯端末をミナリに投げる。

ミナリ：（読んで）……なぜこんなことができるんでしょうか、彼女は。

柳也：さあな。ヤツのオーヴァード嫌いは筋すじ金がね入りだ。……ヤツと初めて会った時に浴びせられた罵ば声せいなんか、今でも忘わすれやしないぜ。

ＧＭ：……なんかすごいこと言ったらしい（笑）。

ミナリ：……あの、柳也さん。ナタリアについている少年のことは何か知ってますか？

柳也：アイツか……。（ＧＭに）アイツについてもう一回判定していいか？

ＧＭ：いいよ。〈情報：ＵＧＮ〉で成功すれば、思い出したことにしていい。

柳也：それなら……っと、達成値は10だ。

ＧＭ：あの少年の名はディエース。……ナタリアの手て勢ぜいの中で、最強のカードだ。

紫帆：最強!?

ＧＭ：この船がナタリアの城であることはすでに説明した通りだけど、この船がＵＧＮをはじめとした様々な組そ織しきから守られているのはすべて彼の手しゆ腕わんによるものだ。

柳也：じゃあ数年前に俺おれがナタリアの調ちよう査さに失敗したのはヤツに撃げき退たいされたからにしよう。

ＧＭ：おお、いいね。じゃあ柳也はこの船に潜せん入にゆうして、ディエースにやられた。彼の強さは運動性能もさることながら、この船のあらゆるシステムを掌しよう握あくしていることにある。

柳也：というと？

ＧＭ：この船に搭とう載さいされている山のような警けい備びプログラムを一手に握にぎり、ほぼリアルタイムにコントロールし、もっとも効こう果か的な方法で敵てきを排はい除じよするのがディエースのやり方。……言い方を変えれば、彼を押おさえればここのシステムを無力化できる。

柳也：じゃあそういう話をミナリにする。……ナタリアのインパクトが強くて今まで忘わすれていたが、確たしかアイツがオラシオンの要だ。

薫：おお、それは僕ぼくも聞いておきたいので登場するよ。実は喫煙室の隅すみにいて、今の話をきいてたのだ（笑）。

柳也：うおっ！　薫!?（笑）

薫：ふふふ、面おも白しろい話を聞かせてもらったよ。それはそれとして僕は話の邪じや魔まっぽいのでここから去るよー。……そういって退たい場じようする。

ミナリ：…………。

柳也：……アイツ、なにしに来たんだ（笑）。

ＧＭ：それは俺も聞きたい（笑）。

ミナリ：薫さんはともかく。柳也さん、ひとつ質しつ問もんが。

柳也：なんだ？

ミナリ：……彼の、ディエースの名前の由来については何か知りませんか？

柳也：いや、そこまでは知らんが……。

ミナリ：…………。

柳也：押おし黙だまってどうした。らしくねえな。

ミナリ：いえ、彼の〝ディエース〟という名前は私が昔組織に使われていたころの名前なので。……ただの偶ぐう然ぜんの一いつ致ちです。ただ10という意味ですから。よくあるコードネームでしょう。

柳也：それを聞いたらタバコを消しながら言うぜ。……なら、なんで気にするんだ？

ミナリ：…………。

柳也：まあいい。話したくないことのひとつやふたつ、あるだろ。……で、お前の方では何かわかったことはあるのか？

ミナリ：それは───と、さっき調べた情じよう報ほうを話します。

ＧＭ：了りよう解かい。では柳也はオラシオンの構こう造ぞうについて報ほう告こくを受けたということで。

柳也：なるほどな。じゃ、まずは中層へ向かう手しゆ段だんを探さがすとするか。……いいな、ミナリ。

ミナリ：……はい。

ＧＭ：では、ここでシーンを切ろう。







◆Middle 03◆思わぬ出会い


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　ミナリがその音を感知したのはまったくの偶ぐう然ぜんだった。

　後方甲かん板ぱんに近い通路で、ミナリはかすかに聞こえてくる鈍にぶい音を聞きつけたのだ。

　その連続する音がオーヴァードによる戦せん闘とう音おんだと気づいた時、ミナリの反はん応のうは早かった。




ＧＭ：ではここでちょっとイベントを。シーンプレイヤーはミナリ。

ミナリ：はーい。今私はどこに？

ＧＭ：後方甲板の近く。現げん在ざいオラシオンでは後方甲板は一いつ般ぱん客きやくに開かい放ほうされておらず、誰だれもいない空間になっている。と、ここで〈知覚〉判はん定ていをしてもらおう。

ミナリ：……達成値ち８ですね。

ＧＭ：では、かすかだがそっちから戦闘音が聞こえてくる。……しかもオーヴァード同士の。

ミナリ：……！　持っている掃そう除じ用具やワゴンを置いて走り出す！　ナイフは抜ぬいて！

ＧＭ：了解。では駆けつけたそこには───。




　暗がりの中で、少年らしき人ひと影かげが、長身の男と戦っていた。

　少年はディエース。まるで無む駄だのない動きで敵てきへと迫せまり、無手での白兵戦を仕し掛かける。

　その動きは華か麗れいの一言。雷らい鳴めいを思わせる速さなのにもかかわらず、一挙手一投足がくっきりと見える。




ＧＭ：そしてディエースと戦っている人物。……その人物にもミナリは見覚えがある。




　その攻撃を、長身の男は棒ぼう立だちのまま片かた手てで捌さばききる。

　鴉からすのような黒くろ髪かみと、人にあらざる銀色の瞳ひとみを持つ男。

　───〝銀目の鴉〟と呼よばれるオーヴァードが。




ミナリ：鴉!?　なぜここに!?　……いや、そもそも生きていた!?

ＧＭ：鴉はディエースの攻撃を受け流しているだけで反撃する節はない。なんとなく様子を見ている感じもする。ディエースも焦あせった様子はないね。

ミナリ：う……、ど、どっちに加か勢せいしよう。ちょっと悩なやむ。

ＧＭ：ディエースはちょっと距きよ離りを取ってから鴉を睨にらみ、落ち着いた声で言う。「……さすがは名の知れたオーヴァード。ですが、ここで戦う限かぎりボクには勝てませんよ」

薫：ほう、あの鴉を相手にそこまで言うとはね。

ＧＭ：鴉はその言葉には応こたえず……ふと、ミナリの方へと目を移うつす。

ミナリ：ちょっと……あまりに動どう揺ようしてて硬こう直ちよくしてます。きっと。

ＧＭ：了りよう解かい。鴉はぼそりと「……来たようだな。それでいい」と。

ミナリ：……え？

ＧＭ：そして鴉の視し線せんからミナリを認にん識しきしたディエースは、慌てて飛び退のいて───。

ミナリ：え、それは追撃した方がいいのかな？　でも……。

ＧＭ：───ミナリを背はい後ごにかばいつつ、鴉の前に立つ。

ミナリ：……え？　あれ？

紫帆：おや……？　なんか、ややこしくなってきたような……。

ＧＭ：で、ディエースは「下がって！　この男は侵しん入にゆう者しやです！」と叫さけぶ。

ミナリ：え、えーと……？　あれ？　鴉が敵で、ディエースは……？

柳也：動揺してるな（笑）。

ＧＭ：鴉はミナリから目を外すとそのまま背せを向けて船の後ろへと飛とび降おりる。そして、宙ちゆうを飛んでいる最中に姿すがたがすーっと消えていく。

ミナリ：こ、光学迷めい彩さい？

ＧＭ：あっという間に鴉の姿は見えなくなる。ディエースはそれを見るとすぐさま自分の周りに半はん透とう明めいのモニターをいくつか展てん開かい。それをチェックしてつぶやく。「……光学、熱反応、電でん磁じ波は、どれも探たん知ち不ふ可か能のう。この船から逃にげたとは考えにくいけど……」

ミナリ：とりあえず黙だまって状じよう況きようを見てます。

ＧＭ：しばらくするとディエースがミナリの方に向き直り、「大だい丈じよう夫ぶですか？」と聞いてくる。

ミナリ：え、ええ。……特に何かあったわけじゃありませんから。

ＧＭ：「よかった。……もうソレはしまっても大丈夫ですよ」とナイフを目で指して言う。

ミナリ：あ、はい。……何にも動揺しないな、この子。

ＧＭ：「彼は危き険けんな存そん在ざいです。見つけたらボクに連れん絡らくを」と、彼は真しん剣けんな顔で言う。

ミナリ：それには答えず、じっと黙ってディエースの顔を見る。そして言います。……あなた───オーヴァードなのね？

ＧＭ：「…………」ディエースは少し悩なやんだ様子を見せてから、「……そうです。さすがに現げん場ばを見ればばれてしまうようですね」と困こまったように笑う。

ミナリ：やっぱり……。

ＧＭ：「もしかして、あなたも……ですか？」

ミナリ：……ここで噓うそをついてもばれる、か。素す直なおにうなずきます。

ＧＭ：「そう、ですか……」

ミナリ：……あなたは、どうしてオーヴァードに？

ＧＭ：「えっ？　……どうしてそんなことを」

ミナリ：あ、いや、ごめんなさい。ちょっと、あなたが昔の自分に似にてると思ったから。

ＧＭ：「似てる……？」と、ディエースは半ば呆ぼう然ぜんとした顔でミナリを見る。

ミナリ：…………？

ＧＭ：だが、彼はすぐに悲しそうな顔になってからつぶやく。「あなたがオーヴァードであるのなら、この船からはなるべく早く降りた方がいい」

ミナリ：それは、どういう意味？

ＧＭ：「ただの忠ちゆう告こくですよ」、と彼はちょっとだけ笑う。「少なくとも、ナタリア様には見付からないように」と言ってディエースはその場を去ろうとする。

ミナリ：待って！　ひとつだけ聞かせて。

ＧＭ：「……なにか？」

ミナリ：あなたは───なぜ、10デイエースと呼よばれているの？




　その問いに、少年は少しだけ口を歪ゆがめた。答えることに疲つかれた、そんな風に。




ＧＭ：「ただ……十番目に作られた。それだけですよ」




　その答えは、過か去このミナリの答えとまるで同じ───。

　まるで鏡を見るような思いで、ミナリは再ふたたび少年を見送った。







◆Middle 04◆紫帆のたくらみ


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　胸むねは高鳴り、足は震ふるえる。視し界かいは歪ゆがみ、目の前に伸のびる通路をまっすぐに歩けない。

　だが行かねばならぬ、と紫帆は強引に自分の動揺を抑えつける。

　この通路の先に、中層への入り口があるのだから。

　さあ、はじめよう。……みんなの役に立つために。




紫帆：あのー……、ちょっとやりたいことがあるんですが。

ＧＭ：おや、なんでしょう。

紫帆：わたし《天使の外がい套とう》を取ったんで、適てき当とうな人に変へん装そうして中層に行きたいなあと。

一同：おお！

ミナリ：珍めずらしく紫帆がやる気になってる！

紫帆：……情じよう報ほう関係じゃ役に立たないから強引な手しゆ段だんに出てるだけなんだけど（笑）。

柳也：強気なのか、弱気なのかわからんな（笑）。

紫帆：で、その前に誰だれかと話がしておきたいなあと思って。……このままわたしが戻もどって来れないと大変な騒さわぎになりそうだし。だから委員長か柳也さんに話しておきたい。

ＧＭ：薫じゃないのか（笑）。

紫帆：だって薫さんだと、「面おも白しろそうだ」しか言わなさそうなんだもの（笑）。

柳也：まあ俺おれが出るさ。……じゃあ例によってホールで話を聞いた、ってことでいいのか？

紫帆：うん。ちょっと試ためしてみようと思うんだ……と、考えてることを伝えます。

柳也：うーん、しかめっ面つらをするが了りよう承しようはする。……俺たちじゃできないからな。

紫帆：やるだけやってみる。役に立ちたいもん。

柳也：じゃあ適当にＳＰっぽいヤツの姿を借りる感じか？

紫帆：うん、そんな感じで。

ＧＭ：了りよう解かい。では、紫帆は柳也と別れて中層への通路へ。……ちなみに中層への入り口は比ひ較かく的すぐわかる。エレベーターの前に見み張はり立ってるし。

紫帆：じゃあ《天使の外套》で姿を作ってそっちに向かう。

ＧＭ：では判はん定ていを。

紫帆：（ダイスを握にぎって）えいっ！　……やった、クリティカル！　達成値ちは18！

ＧＭ：ではまず黒服の見張りふたりが姿を変えている紫帆をじろりと見る。

柳也：…………。

紫帆：……演えん劇げきよー！　演劇を思い出すのよー！　あの時達成値は４だったけどー！（笑）

ミナリ：余よ計けいなこと思い出さなくていいから！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振ふって）特に見張りは反はん応のうせず、紫帆はエレベーターに乗って下へ。

一同：おおおおおおおおおおお～。

紫帆：ちょ、ちょっと緊張する。

ＧＭ：エレベーターを降おりると雰ふん囲い気きが一変する。華か美びな装そう飾しよくは一いつ切さいなくなり、無む味み乾かん燥そうとした通路がまっすぐ伸びている。清せい潔けつ感はあるんだけど、それ以外なにも感じさせないような空間だね。……で、少し歩いた先に扉とびらが見える。

紫帆：……とりあえず、近づいてみよう。

ＧＭ：と、紫帆が歩いていくと───（大量のダイスを用意する）。

紫帆：……え？　な、なにそのダイス？

ＧＭ：別のキャラが紫帆の変装を見破ろうとする判定。紫帆の判定は18だったよね。……達成値は28。

柳也：28!?　並なみの数字じゃねえぞ！

紫帆：う、うわ……、やばい、かも。

ＧＭ：じゃあ突とつ然ぜん背はい後ごから声をかけられる。「あなた、待ってください」……少年の声で。

紫帆：と、とりあえず立ち止まって振ふり向くと……？

ＧＭ：ディエースがいる。妙みように落ち着いた、利発そうな少年だ。で、彼が「ここに何か用ですか？」と聞く。

紫帆：…………（無言で手をばたばた動かす）。

柳也：ど、どうした突然に？　なにがあった？

紫帆：あ、いや、《天使の外がい套とう》は外見しか変わらないので、喋しやべったらばれちゃうなあと。




　プレイヤーは黙だまる必要はないのであるが。




ＧＭ：…………じゃあディエースはすごい怪け訝げんそうな顔になる（笑）。

薫：当然の反応だねえ（笑）。

ＧＭ：彼は静かに言う。「……あなたが変装していることはもうわかっています」

紫帆：仕方ないのでエフェクト解かい除じよします。……ご、ごめんなさい（笑）

ミナリ：弱い！　態度弱いよ！（笑）

ＧＭ：瞬まばたきする間に紫帆の姿になるわけだ。で、ディエースは困こまった顔で「……侵しん入にゆう者しや、ということになるんですが……」と言う。

紫帆：……まな板の上の鯉こいみたいな顔をしてます。

ＧＭ：「本当は侵入者は捕とらえることになっているんです。が、これは……」

薫：おおっと、ここで僕ぼくが登場するよ！　上の見張りにゴールドインゴットを渡わたしても融ゆう通ずう聞かせてくれなかったので特とつ権けん階級チョップでかるーく黙だまらせて来たこの僕が登場するよ！

一同：えっ!?　ここで出てくるのっ!?




　───これが、大だい惨さん事じの始まりだった。




紫帆：うわあ、助けが……来たのかなあ？

薫：もちろん助けに来たのさ、紫帆くん！　ここは僕のトンチで切り抜ぬけるためにね！

ミナリ：相手の目の前でトンチとか言われても……（笑）。

薫：あ、僕サンタクロースの格かつ好こうしてるから。クリスマスだしね！　メリークリスマス！

柳也：サンタ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?（笑）

ＧＭ：「…………」さすがのディエースもポカンと口を開いたまま、啞あ然ぜんと薫を見てる（笑）。

紫帆：……うう、違う意味で帰りたくなってきたよぅ（笑）。

薫：（無視して）いやしかし紫帆くん！　彼に出会ってしまったのは不幸だね！　彼はこの船の警けい備びを一手に引き受けている人物なんだ。そうだよねえ、ディエースくん。

ＧＭ：「……は、はい。そう、ですが」と警けい戒かい気味に言うディエース。

薫：はっはっは、そんなに緊きん張ちようすることはないよ。僕はこう見えてもナタリアさんの父君、ヘラルドさんと交流があってねえ。……というわけで通してくれないかい？

柳也：無茶言うなよ（笑）。

ＧＭ：「ヘラルド様の……？」とディエースは一いつ瞬しゆん戸と惑まどうものの、「いえ、そうであっても通せません」と断ことわる。

薫：（間かん髪はつ入いれず）それじゃあ僕たちの泣ける話を聞くのはどうだい！

ＧＭ：「…………は？」

柳也：……泣ける、話？

紫帆：え？　あの、薫さん、何を……？

薫：いやいやいや、まあ聞きたまえよ。……いいかい、ディエースくん。ここにいる紫帆くんはとある理由でしょうがなくオーヴァードになってしまったんだ。それから紫帆くんは雨の日も、風の日も自分の力を制せい御ぎよし、辛つらいことや苦しいことを乗り越こえて今ここにいる。そこまではいいかな？

ＧＭ：「……は、はあ……」

薫：（大仰に手を広げて）そして、なんと！　そんな紫帆くんのオーヴァードになったきっかけ、その手がかりがこの船にあるというんだ！　これはびっくりだねえ。

柳也：……か、薫？

薫：もちろん、ミナリくんも忘れちゃいけない。ミナリくんは紫帆くんが覚醒してからずっと彼女を支えてきた存在だ。しかも、自分は幼少期に犯罪組織に拉致され、道具として扱われたことのあるかわいそうな女の子。そんな彼女が紫帆くんを助ける理由は、「オーヴァードが胸を張って暮らせるように」というもの。いやあいい話だよねえ。

紫帆：（啞あ然ぜんと口を開けている）

ミナリ：……え、ええと？

柳也：…………。

薫：（すらすらと）この船の持ち主はオーヴァードを〝商品〟として扱う人物だ。でも、その父親であるヘラルド氏はそんなことはしなかった。むしろオーヴァードを積極的に制御しようとしていたね。僕は勝手ながらアレは自分の娘のためでもあるんじゃないかと思ってるんだが。そのお父さんの研究を娘さんが人身売買に使用するとは嘆かわしい話じゃないか。そんなナタリアさんより紫帆くんたちの話の方が泣けるだろうどうだいむしろ泣けると言えっ！

ＧＭ：…………。

一同：…………。

[image: ]




　あまりにすらすらと喋る薫に圧倒される一同。




薫：あれ？　……どうしたの？

柳也：……な、なあ、薫。お前、今……お前、思い切り俺たちの目的をばらしてなかったか？

薫：…………。

一同：…………。

薫：…………あ。

一同：「あ」、じゃねええええええええっ!!（笑）




　一気に笑い出す一同。




柳也：（腹を抱えながら）トンチもなにも、事じ情じようを洗あらいざらい喋しやべっただけじゃねえか！（笑）

ミナリ：泣けるんじゃなくて……ただ面おも白しろいだけの話に……！（笑）

紫帆：わ、笑いすぎておなか痛いたい……！

ＧＭ：（笑いながら）いやあ、これは困った（笑）。

薫：あー、いやゴメン。ホント、ついうっかり喋っちゃった。

ＧＭ：いや、紫帆やミナリのことは問題じゃないんだ。実は。

一同：…………え？

ＧＭ：もうこうなったら言っちゃうけど、ディエースはここで紫帆を見逃すつもりだったんだよ。どうせ中層への扉は認証カードが必要だし、ディエースの思惑も演出するために。

ミナリ：じゃあ、何が問題なんです？

ＧＭ：今の薫の妄言に、いくらか真実が含まれてるんだよねえ（笑）。

薫：え。

一同：ええええええええええっ!?（笑）

ＧＭ：しかもナタリア側が知られたくない感じのヤツが。だから───。

紫帆：だ、だから？

ＧＭ：捕まえちゃうわ、ここで（笑）。

一同：おわあああああああっ！（笑）

薫：し、しまった！　まさかこんな展開になるとは！（笑）

柳也：確かにこれは予想できねえな（笑）

ＧＭ：というわけで、薫の言葉にディエースが混こん乱らんしていると。

紫帆：あ、混乱はするんだ（笑）。

ＧＭ：うん（笑）。後ろの扉が開いて、そこからナタリアと護ご衛えいたちが入ってくる。

紫帆：うわっ！

ＧＭ：ナタリアは紫帆と薫を見て、「ディエース。こいつらは何なの？」と聞く。ディエースはわずかに迷まよった後、「……中ちゆう層そうへ不法な侵しん入にゆうを試みたものたちです」と返す。

紫帆：…………。

ＧＭ：するとナタリアは「報ほう告こくは正せい確かくになさい。……オーヴァードの侵入者、でしょう？」と言う。顔こそ笑っているものの、その目は凍こおり付くような光が見て取れる。

薫：オーヴァードだったら───どうすると？

ＧＭ：「捕とらえるわ。そしてテストの後に〝商品〟にする。使えなければ処しよ分ぶんする。それだけよ」

紫帆：……っ！　そうやって、何人もの人間を破は滅めつさせて！　なんで、そんなことを!?

ＧＭ：「───まるで人間のような口を聞くのね、オーヴァード」ナタリアは見下して言う。

紫帆：……え？

ＧＭ：「なにを勘かん違ちがいしているのか知らないけれど、私は人間を〝商品〟にしたことなどないわ。私が扱あつかうのはあくまでもオーヴァード。……そんなものと人間を一緒にしないで」

薫：筋金入りだね。……紫帆くん、彼女になにを言っても無む駄だだよ。

紫帆：じゃあディエースに聞く！　……あなたもオーヴァードなんでしょう!?　自分と同じ人たちが物と同じ扱いをされててなんとも思わないの!?

ミナリ：…………。

柳也：…………。




　通路に紫帆の叫び声が響く。

　その必死の問いに、ディエースは悲しそうにうつむくのみ。

　そして、ナタリアは───。




ＧＭ：「ふ、ふふ、ふふふふ、ははははははっ！　あーはっはっはっはっはっは！」

紫帆：な、なにを……。

ＧＭ：ナタリアはそれこそ腹を抱えて大爆笑している。「おかしい！　おかしいわね、あなた！　コイツに『自分と同じ人』なんて……ははははははははっ！」

紫帆：な、なにがおかしいんですか！　だってこの子も同じオーヴァードなのに───。

ＧＭ：（言葉を遮さえぎって）「違うわ、お嬢じようちゃん」

紫帆：……え？

ＧＭ：彼女はディエースを指して言う。「コレはね。私のような人間でもなく、お嬢ちゃんのようなオーヴァードですらない。───コレはただのモノなのよ」

紫帆：ど、どういうこと？

ＧＭ：紫帆がとまどう様子を楽しそうに見てから、ナタリアは「見せなさい、ディエース」と言う。すると───。




　ナタリアの言葉と共に起きたディエースの変化。そのあまりにも急激な変化に、紫帆は思わず目を見開いた。

　彼の、少年の身体が崩れていく。腕が、足が、半透明になり、砕け、それぞれが細かい数式のようなものへと変化していく───。




紫帆：……こ、これ、なに？

ＧＭ：「コレはね。人間でなければ生物でもないの。……コレはこの船の中ちゆう枢すうコンピューターの一部。作業を円えん滑かつに進めるためだけのホログラム。オーヴァードですらないのよ」

薫：なんと……！

紫帆：で、でもさっきまでは確たしかに実体があって……。

ＧＭ：「この船の中にはね、特別なナノマシンが散さん布ぷされているのよ。そのナノマシンによってかりそめの体を作ることができるの。……おわかり？　お嬢ちゃん」

紫帆：う…………。

ＧＭ：「いい？　お嬢ちゃん。……この船は、そしてその備び品ひんはすべて私のもの。このディエースは私が所有しているモノのひとつ。……備品が主人のやることに疑問なんて持たないでしょう？」

紫帆：…………。

ＧＭ：ナタリアは黙ってしまった紫帆を見て満足げにうなずくと、「……捕らえなさい」と一言。すると彼女の周りにいた護ご衛えいたちが動き出す。……抵てい抗こうするかい？

薫：……紫帆くん、ここはおとなしく捕つかまろう。無駄に抵抗しても意味がない。

紫帆：そうですね……。

ＧＭ：では、紫帆たちが捕まった。というところでシーンを切ろう。





＊　　　＊　　　＊






薫：いや、ごめん！　ホントに捕まるとは（笑）。

紫帆：いや、わたしは面白かったからいいんですが。

ミナリ：まさかナチュラルに向こうの弱点を突くとは（笑）。

薫：もうちょっといい話にするつもりだったんだが、なぜか地雷を踏んだなあ（笑）。

ＧＭ：（にこにこしながら）いやあ、もうシナリオぐちゃぐちゃですよ。ホントはディエースの正体とかもっと後のタイミングでばらそうと設せつ定ていしてたのに。

薫：あー、それは申し訳わけない。

ＧＭ：いいんです、いいんです。……むしろ面白くなってますから（笑）。

薫：そう言ってくれるなら助かるけど。……でも。

柳也：でも？

薫：（素すに戻もどって）───昔っから俺おれ、セッション中に捕まるの得意だったんだよなあ（笑）。

一同：そんなオチか！（笑）







◆Middle 05◆彼の言葉


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　紫帆たちが中ちゆう層そうへ向かってからしばらく。ミナリは紫帆の部屋で彼女を待っていた。

　姿すがたも見かけなければ定時連れん絡らくもない。

　……不安は否いや応おうなく増ましていく。




ＧＭ：じゃあ次のシーン。だいぶいろんなものがずれたけど、シナリオは軌き道どう修しゆう正せいしていくよ。

薫：よろしく（笑）。

ミナリ：とりあえず柳也さんと接せつ触しよくは取りたいですね。紫帆の件けんも聞きたいし。

柳也：ああ、わかった。じゃあ登場するぜ。

ミナリ：場所はとりあえず紫帆の部屋で。合流した後に聞きます。……紫帆、帰ってきませんね。定時連絡もない。何があったんですか？

柳也：ん？　ああ……。……って、話しづらいな、おい（笑）。

紫帆：まあわたしたち捕まっちゃいましたからね（笑）。

ミナリ：じゃあ柳也さんの目を見て言います。……柳也さん、紫帆は今どこにいるんですか？

柳也：う……、た、たぶん中層にいるんじゃないかな……。

薫：弱気だよ、柳也くん！

柳也：うるせえ！　こういう時のミナリは怖こわいんだよ！（笑）

ミナリ：ナイフを取り出して床ゆかに突つき刺さして言います。……どうして中層なんですか？

柳也：だから怖こええって！（笑）……紫帆が覚えた変装能のう力りよくで潜せん入にゆうしたんだよ！　俺たちの中じゃ、一番確かく率りつが高いのが紫帆だろう！　だからまずはナイフをしまえ！

ミナリ：（ナイフを納おさめつつ）しまった。……こちらの情じよう報ほうももっと早く伝えておくべきでした。〝銀目の鴉からす〟とこの船で接触したことを……。

柳也：（ぼそりと）なに？　アイツ、俺には調べろって言っておいて───。

ミナリ：……え？

柳也：あ。

ミナリ：またナイフを抜ぬきます！　……知っていたんですか！　鴉が生きていたことを！

柳也：おい！　待て待て！

ミナリ：彼は〝賢けん者じやの石〟に関する貴き重ちような情じよう報ほう源げんです。それに、私は……！　あの人に……お礼を言いたいのに……っ！

柳也：落ち着け！　……話ができない事情もあったんだよ。

ミナリ：事情？

柳也：……〝銀目の鴉〟はアキューズと手を組んでいるってことだよ。

ミナリ：……アキューズと？　鴉が？　なぜ!?

柳也：（不機嫌そうに）そんなことは知らねえよ。だが、この話をすればお前が激げつ高こうするのがわかってたんでしなかったんだ。お前は必要以上に鴉に思い入れがあるからな。

ミナリ：……あの人は、私を助け、紫帆を救った人です。

柳也：それはあくまでもお前の見方だ。ヤツが何を考えてやったことかは誰だれにもわからん。

ミナリ：しかし！　あの人に限かぎって！

柳也：おい、いい加か減げんにしろ。わからんものを今考えても仕方がねえだろ。……それよりも今考えなきゃならんのは紫帆のことだ。

ミナリ：…………。

ＧＭ：……では、そんな話をしていると部屋の扉とびらが開く。

柳也：む？

ＧＭ：扉の向こうにはテレーズの姿。彼女は渋しぶい顔をして、「……紫帆と薫が侵しん入にゆう者しやとして捕まったらしいわ」と言う。

ミナリ：え!?

柳也：薫も!?　アイツ、なにやってるんだ！　……と一いち応おう言っておこう（笑）。

薫：一応だねえ（笑）。

ＧＭ：テレーズはちらりと後ろを見て「彼からの情報よ」と言う。……そこにはディエースが。

ミナリ：ディエースが？　……ちょっとびっくり。

ＧＭ：彼はちょっと沈しずんだ顔で、テレーズと共に静かに部屋に入ってくる。

ミナリ：では彼に聞きます。……ディエース、なぜあなたはその情報を私たちに伝えるの？　半分捕まったから、降こう伏ふくしろとでも言いたいわけ？

ＧＭ：「いえ……少し、違ちがいます」とディエース。するとテレーズが後を追うように、「この子、私たちに船を下りるよう言っていたのよ」と言う。

柳也：あ？　そりゃできねえ相談だ。紫帆と薫が捕まったまま逃にげたら、あとで薫の亡ぼう霊れいになにされるかわからんしな。

ＧＭ：柳也の言葉にディエースはうなずく。「……だから、あのふたりは解かい放ほうします」

一同：えっ!?

ＧＭ：「あのふたりを助けるサポートをします。その代わり、この船を降りてください」

ミナリ：それは……あなたの主人の命令なの？

ＧＭ：ディエースは悲しそうに首を横に振ふる。「いえ、ボク個こ人じんの判はん断だんです。……なるべくなら、犠ぎ牲せい者しやを出したくなくて」

柳也：ふうむ。

ＧＭ：そしてテレーズが言う。「どうする？　正直に言えば紫帆たちが捕まった時点でミッションは失敗。この申し出が本当なら、撤てつ退たいのしどころだと思うけど？」

一同：…………。

ミナリ：ひとつ……確かく認にんをさせて、ディエース。

ＧＭ：「……なにか？」

ミナリ：彼から目を離はなさずに言います。……犠牲者、というのはナタリアの商品のこと？

ＧＭ：彼は黙だまってうなずく。

ミナリ：だとしたら、なぜあなたはナタリアに従したがってるの？

ＧＭ：「…………ボクは、ナタリアさまの所持品ですから」

ミナリ：……っ！　あなたに意い志しがあるのなら、物なんかじゃないわ！　彼女に従わないという判断はできるじゃない！　なのに───なぜ!?




　我が慢まんできずに、ミナリは言葉をたたきつける。

　この子には力がある。心がある。

　それを縛しばる鎖くさりさえなければ、こんなところにいる必要は無い。

　……そう信じて、言葉をつむぐ。だが───。




ＧＭ：ミナリの言葉にディエースは悲しそうな顔で首を振る。

ミナリ：どうして!?

ＧＭ：「……哲てつ学がく的ゾンビ、という言葉をご存ぞんじですか？」

ミナリ：え……？

ＧＭ：「哲てつ学がくの概がい念ねんです。〝外見的にはまったく人間と同じ反はん応のうを示しめすが、意い識しきやクオリアを持たない存そん在ざい〟。ヒトはそういった存在と、本当の人間を区別できないのだそうです」そう言ってディエースは自分の片かた腕うでを分ぶん解かい。細かい数式のようなものに戻もどす。

ミナリ：……さすがに、絶句します。

ＧＭ：「この通り、ボクは人間でも無ければ生物でもありません。ボクの本体はこの船の中ちゆう枢すう。この姿はその仮か想そう人じん格かくにかりそめの身体からだを与あたえた物。……ミナリさんがボクに感じているものはただの錯さつ覚かくなんです」

ミナリ：そんな……。

ＧＭ：ディエースはじっとミナリを見ているよ。

ミナリ：いや、でも、あなたには……。

ＧＭ：「…………」

ミナリ：……うう、言葉が思いつかない。

柳也：まあ事じ情じようはわかった。だが、ひとつだけ答えろ。どうして俺たちだけに肩かた入いれする？　他の侵入者にもまさかこんなことをしてるわけじゃねえだろう。

薫：そうだね。そんなことをすればナタリアの商売にも影えい響きようでるからね。

ＧＭ：「……似にている、と言われたの初めてだったんです」と、彼はミナリを見て言う。

ミナリ：…………あ。

柳也：…………ふぅ、わかった。お前の申し出を受けよう。紫帆と薫の命には代えられん。

ＧＭ：するとディエースが空中にモニターを出し、オラシオンの内部構こう造ぞうを映うつしだす。その一点が光り、「……ここに紫帆さんたちが捕とらわれています」と言う。

柳也：階かい層そうは？

ＧＭ：下層だね。さらにそこまでのルートを示し、「今から三十分だけこのルートの監かん視しをダミーのものに変えます。その間に彼らを救出し、脱だつ出しゆつを」

柳也：わかった。……いいな、ミナリ。

ミナリ：……はい、了りよう解かいです。

ＧＭ：テレーズは携けい帯たい端たん末まつを指さして、「私はこっちに残るわ。他の部下と一緒に脱出の方法を確かく保ほしておくから。紫帆たちを救出したら戻ってくるのよ」

柳也：わかった。……やれやれ、やっぱり面めん倒どうなことになりやがったぜ。

ＧＭ：「それでは……約束をしましたよ」




　そう言い残して、少年は幻まぼろしのようにかき消えた。……やはり、悲しそうな顔を残して。

　その姿すがたを目で追いながら、ミナリは唇くちびるを嚙かむ。

　意い識しきも感情もないのであれば、どうしてそんな顔をするのか。

　それを彼に伝えきれない自分が恨うらめしかった。





＊　　　＊　　　＊






ミナリ：うーん、ディエースはこっちの仲間になってくれそうなんだけど……。

柳也：なんかまだ情じよう報ほうっつーか、決定的な何かが足りない感じだな。

ＧＭ：おお、いい線いってるね。

ミナリ：え？

ＧＭ：ディエースについては、色々設せつ定ていしてあるのさ。キミたちが動きを間ま違ちがえれば、彼は敵てきに回ったまま終わるし、うまくやれば味方になる。

紫帆：おお。

ＧＭ：まあ、がんばってもらおうか。……では次のシーンに。







クオリア　物の本質や、感覚の本質のこと。











◆Middle 06◆船の暗部


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　その場所は、あらゆる悪あく徳とくにまみれていた。

　そこにいるオーヴァードは確たしかにナタリアの言うとおり、人間ではなかった。

　彼らに自分の意い志しはなく、ただ与あたえられた〝機き能のう〟を果たすだけの商品。

　ヒトがヒトを買う、あってはならない姿すがたがここにあった。




ＧＭ：では次のシーン。紫帆と薫が登場。

紫帆：うう……。

ＧＭ：紫帆と薫はあの後、なにもない部屋に閉とじこめられている。適当に拘束されてね。ただし、その部屋の空中にはモニターがひとつ浮うかんでいる。

薫：モニター？

ＧＭ：ナタリアが置いていった物だ。そこには、ずっと中層の様子が映うつしだされている。

紫帆：中ちゆう層そうの……？

ＧＭ：そう。そこには───。




　───大量のオーヴァードが眠ねむっている風景があった。

　オーヴァードたちは身体からだの変へん異いが固定化しており、ジャーム化寸すん前ぜんであることがわかる。

　彼らはひとりひとり冷れい凍とう睡すい眠みん用のカプセルに入れられており、微び動どうをだにしない。

　───たくさんのオーヴァードが戦っている風景があった。

　悪あく趣しゆ味みなコロシアムのような場所で、薬により狂くるわされたオーヴァードたちが互たがいを切り裂さき、焼き尽つくし、殺し尽くす。

　───そしてそれらを見守る多数の目があった。

〝商品〟として値ね踏ぶみする目、ただ愉ゆ悦えつのみを浮うかべる目、研究対象を見る無感動の目。

　どの目の持ち主も、オーヴァードを人間だとは欠片かけらも思っていなかった。




紫帆：う……！

薫：これはこれは。こんなものを僕ぼくたちに見せていったいどうしようと言うんだろうねえ？

ＧＭ：それには三郎が出てきて答えよう。「そりゃ、あの女の趣しゆ味みだろ。自分たちがどうなるかを見せつけたいんだろうさ」

薫：いやあ、僕も自分は悪人だと思ってるけど、趣味の悪さじゃ負けるねえ。

紫帆：ううう……。

柳也：ＧＭ、ここで登場できるのか？

ＧＭ：いいよ。セキュリティはディエースがすでにごまかしてるから。

柳也：じゃあ何でもないように扉を開けて入ってきて。……よう、大丈夫か。

ミナリ：同じく続きます。

薫：（満面の笑顔で）やあ、ふたりとも。そろそろ来ると思っていたよ（笑）。

柳也：…………首絞しめていいか？（笑）

ミナリ：好きにしてください（笑）。……私はふたりの拘こう束そくをナイフで切ります。

紫帆：……ごめん。

ミナリ：無茶な作戦だったわね。……でも、無事でよかった。

紫帆：うん。生きた心地ここちしなかったよ。

薫：しかしずいぶんと早かったじゃないか。しかも苦労せずにここまで来たようだけど？

ミナリ：……ディエースという少年に助けられました。

紫帆：あの、プログラムの……？

ミナリ：紫帆も聞いたのね。そう、そのディエースが。

紫帆：え？　た、助けてくれたってこと？　何か心しん境きようの変化でもあったのか、な？

ＧＭ：「コンピューターに心境ってのはあるのか？」と三郎が言う。

薫：ありえない話じゃないね。……この船の中ちゆう枢すうがヘラルド博士の手によるものならね。

柳也：あ、そういや人間の脳のうとレネゲイドがどうとか言ってたな。

薫：そう。その結果、ＥＸレネゲイドが誕たん生じようしたとしても不思議はない。




　ＥＸレネゲイドとは、人間以外にとりつくレネゲイドのこと。

　動物、植物はもちろんのこと、無機物にまでその影えい響きよう範はん囲いが広がっている。




柳也：まあ、ヤツのことはいい。それよりも……これからどうする、ミナリ？

ミナリ：…………。

紫帆：これからって……？

柳也：ディエースに助けられる条じよう件けんとして、お前たちを助けたらこの船から出るように言われてるんだよ。……テレーズあたりは撤てつ退たいのしどころだと考えている。

薫：なるほど、このまま捜そう索さくを再さい開かいすると彼を裏うら切ぎることになるんだね。

柳也：そういうことだ。

ミナリ：…………私は───。

ＧＭ：おっと、ミナリが答える前に紫帆の〝賢けん者じやの石〟がドクン、とひとつ鼓こ動どうする。

紫帆：───え？

ＧＭ：同時に出ていた三郎が消え……入り口からこんな声がかけられる。「……これからどうするのか、こちらも聞かせてもらおう」

柳也：…………もしかして〝銀目の鴉からす〟、か？

ＧＭ：その通り。さっきまで確たしかに誰だれもいなかった入り口に鴉が立っている。

ミナリ：……っ！　鴉！

ＧＭ：「お前たちの動きによってこちらの動きを変える」淡々と鴉は言う。

ミナリ：待ってください！　〝銀目の鴉〟、あなたは一体何が目的なんですか！

ＧＭ：「…………」鴉は黙もくして語らない。

薫：……今あなたは我々の答えによって動きを変える、と言った。つまり、答えによっては敵になる可能性もある、と？

ＧＭ：やはり鴉はなにも言わない。……だが、それが肯こう定ていに近い意い志しなのは見てわかる。

柳也：ってことは選せん択たくを間ま違ちがえたら鴉が敵になるってことか。

紫帆：こ、これ以上敵てきが増えるのはちょっと……。ど、どうする？　委員長？

ミナリ：私は……。




　ミナリは迷っていた。

　ＵＧＮのエージェントとしての判断は撤退。ここでデータを逃したとしてもチャンスはある。それよりもこの四人が捕まってしまう方が危険性は高い。

　簡単な判断だ。だが───。




ミナリ：───ここで、逃にげ出したくありません。

柳也：…………どうしてだ？　どうしてそう思う。

ミナリ：その……、きちんとしたことは言えないのですが……。




　ミナリはとまどう。

　理り性せいはこの船から脱だつ出しゆつすることを叫さけんでいる。だが、感情はそれを否定する。

　そのわけは、分からない。だけど───。




ミナリ：私はディエースともう一度会わなきゃならないと思うんです。……どうしても。

柳也：……それはヤツのためか？

ミナリ：きっと───彼のためにも、……私のためにも。

紫帆：あ、それ賛さん成せい。

ミナリ：……え？

紫帆：事情はわからないけど、それだけ必死なんだもん。やれることはやっておいた方がいいと思う。……それに。

ミナリ：それに？

紫帆：（笑って）今の言い方、わたしみたいだったから。

薫：確かに前の紫帆くんみたいだったねえ。

ミナリ：……ふふ、そうね。うつったのかしら。

柳也：（あっさりと）よし、それなら船に残ろう。

ミナリ：え？　……いや、そんなあっさりと。

柳也：元々俺おれは素す直なおに撤てつ退たいするつもりはなかったからな。それに、個こ人じん的にはお前からこういった発言が出てくるのはうれしいぜ。

ミナリ：……えーと？

柳也：お前はぜんっぜん自分の望みを言わないヤツだからな。そのお前が初めて人間らしいことを言ったんだ。そりゃ、かなえてやりたいと思うさ。……で、鴉に向き直って言うぜ。

ＧＭ：では鴉は目線を柳也に。

柳也：俺たちはこのまま潜せん入にゆうを続行する。……何か異い論ろんはあるか？

ＧＭ：鴉は首を横に振ふる。「問題はない。こちらはこちらで行動しよう。お前たちはその隙すきを縫ぬって行動するがいい。……そうでもしなければデータは入手できまい」

薫：確たしかにディエースくんの力はすさまじいからねえ。

ＧＭ：「まず、お前たちはあの子こ供どもの力が及およばない場所を目指せ」と唐とう突とつに鴉からすは言う。

ミナリ：ディエースの……力の及ばない場所？

ＧＭ：「そうだ。この船にはそのように作られた場所が存そん在ざいする」

紫帆：なんでそんな場所が？

ＧＭ：「……あの女の性せい格かくによるものだ」淡たん々たんと鴉は言う。「オーヴァードに憎ぞう悪おを持っている女が、この船のすべてをオーヴァードであるあの子供に握にぎらせると思うか？」

薫：なるほど。確かにいくつか防ぼう御ぎよ策さくをとるのが普通だねえ。……例えばディエースくんに見せると都合の悪いものを保ほ管かんしておく場所とか。

ＧＭ：鴉はうなずく。「下層Ｆブロック、東側四番の通路を同じく東側に進め。そこにある倉庫だけシステムから切り離はなされている」

柳也：よし、とりあえずはそこに向かうぞ。どうせ当ては無いんだからな。

ＧＭ：そして鴉は何も言わずに別の方向へと歩き出す。

紫帆：ちょ、ちょっと待って！　……あ、あなたがわたしを助けたんですよね？〝賢者の石〟を使って。どうして、そんなことを？

ＧＭ：鴉は肩かた越ごしにジロリとしばらく紫帆を見る。

紫帆：…………うう。

ＧＭ：だがそのまま背せを向けて、「今話すことはなにもない」と言いつつ、「だがこの船で〝プレート〟を手に入れ、それを読み解といた時ならばその問いに答えよう」

紫帆：プレート……？

ＧＭ：そして鴉は通路の向こうへ消える。……ではここで一度シーンを切ろう。







◆Middle 07◆託たくされた思い出


ScenePlayer ─── 千城寺薫






　鴉と分かれて数分後。

　警けい報ほうが鳴り、とたんにあわただしくなった船内通路で、薫たちは目立たぬように目的地へと向かっていた。




ＧＭ：では次のシーン。鴉の言うとおり、すぐに船内は軽い混乱状じよう態たいに陥おちいる。あちこちで護ご衛えいが声を張はり上げ、鴉を追っている。

ミナリ：この隙に目的地まで行ければ……。

ＧＭ：おっと、そういうわけにはいかない。いくつか判はん定ていをくぐり抜ぬけてもらおう。

紫帆：ああああああ、やっぱり来た[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

ＧＭ：まあ侵しん入にゆう者しやとして捕つかまってたから、鴉の補ほ助じよがあっても判定はしてもらうさ。……というか目もく標ひよう値ちは上がるんでがんばってください（笑）。

一同：げえええええええっ！（笑）

ＧＭ：判定は三回。最初は敵てきの動きをどれだけ察知できるか、〈知覚〉。次にそれをかいくぐれるか〈隠おん密みつ〉。最後に敵を振ふり切れるかどうかで〈運動〉。

ミナリ：全員でそれを成功しなければいけないんですか？

ＧＭ：いや、誰かひとりが成功すればいいよ。……ただし、ひとり一回の判定しかできないけど。目標値は〈知覚〉が15、〈隠密〉が12、〈運動〉が15。

柳也：た、高いな……！

ＧＭ：ちなみに失敗するごとに戦せん闘とうが発生するから。

一同：うわああああああああっ！




　しばらく判定の相談をする一同。

　さすがに戦闘は回かい避ひしたいらしく、真しん剣けんに突とつ破ぱを考える。




柳也：〈知覚〉が紫帆、〈隠密〉がミナリ、〈運動〉が薫だな。

ミナリ：成功がほぼ確定しているのが紫帆だけってのがちょっと怖いですね。

薫：仕方がないねえ。みんな【感覚】系は弱いから。

ＧＭ：よし、じゃあ判定をクリアしていってもらいましょうか。……まずは〈知覚〉から。

紫帆：では《水すい晶しようの眼め》＋《全知の欠片かけら》で……達成値23！

ＧＭ：さすがに安定してるな。じゃあ紫帆が近くにいる警けい備び員いんの動きを把は握あくしたよ。

ミナリ：次は私ですね。（ダイスを握にぎって）……えいっ！　やった、クリティカル！

柳也：よし！

ミナリ：達成値13！　あ、危あぶなかった……。

ＧＭ：む、クリアされたか。ではミナリのアドバイスで警備員をかわしていく。

薫：で、最後に……達成値18で成功。

紫帆：やった！

ＧＭ：では薫の指し示じしたタイミングで飛び出して、キミたちは見事に目的の部屋になだれ込こんだ。ちなみに船にある他の扉とびらはほとんどが電子錠じようなのに、ここだけは通つう常じようの鍵かぎだ。

柳也：なら、適てき当とうにぶち破やぶって入るぜ。んで、中からバリケードを作る。

ＧＭ：了解。中は倉庫だね。物の数はあまり多くないけど、雑ざつ然ぜんと積まれている。

薫：倉庫かぁ。さっきの推すい測そくが正しければ、ここには何かあるかもね。

柳也：ナターリアにとって都合の悪い何か、か。

ミナリ：じゃ、ちょっと探さがしてみましょうか。

ＧＭ：では〈知覚〉判はん定ていを全員で。ひとりでも成功すればＯＫだよ。目標値は17。

柳也：たけえ！　紫帆ー、頼むぜー！（笑）

紫帆：はーい（笑）。またさっきの組み合わせで……よし出た！

ミナリ：やった！

紫帆：三郎アイ（コンボ名）を使って見つけたので、わたしがごそごそやっていると三郎が見つけてくれるということで（笑）。

ＧＭ：そんなコンボ名だったのか（笑）。じゃあ三郎が「おい、これじゃねえのか？」と旧きゆう型がたのメモリースティックを指さす。スティックにはヘラルド博士の刻こく印いんが。

薫：ほう？　それは興きよう味みあるね。僕の携帯端末とかで開けるかい？

ＧＭ：開けるよ。ただしかなり膨ぼう大だいなデータなんで、中をさらうのはかなり大変だ。具体的には〈知ち識しき：レネゲイド〉か〈情じよう報ほう　：ＵＧＮ〉の判定が必要。目標値は同じく17だ。

柳也：またか！　今回高い目標値多いな！

ＧＭ：まあここが一番のヒントだからね。……あと、さっきの潜せん入にゆうは予定外だから（笑）。

薫：17、ということであれば僕の出番だね。《サイコメトリー》で直ちよく接せつ中を読み込むよ。携帯端末ごとイバラで包み込んで直接読み取る。……おお！　ちょうど17で成功！

一同：よかったああああああああっ！

ＧＭ：やるなあ（笑）。……では薫はヘラルド博士のデータを読み込んで以下のことがわかる。まずはヘラルド博士の研究の概がい要ようを。博士はオーヴァードの自じ我がを強化できないか、という思想で研究を続けていたらしい。

紫帆：自我の強化？

ミナリ：つまりそれは───ジャーム化や暴ぼう走そうを抑よく制せいしようということ？

ＧＭ：そうそう。ジャーム化は自我が崩ほう壊かいすることで発生する。ならばそれを抑制できないか、というのが博士の思想だったのさ。そのために始めたのが〝仮か想そう人じん格かくの構こう築ちく〟だった。

ミナリ：それでディエースが……。

ＧＭ：うん。仮想人格試作型十号機。それがディエースの本当の名前だ。ヘラルド博士が初めて電子頭ず脳のうに自我らしきものを与あたえられた最初の機体でもある。

柳也：なるほどな。

ＧＭ：そして研究は自我の完成へと移うつっていく。この辺になるとヘラルド博士はディエースを我わが子のように扱あつかっているのがわかる。

薫：ほう、ヘラルド博士はかわいがっていたんだねえ。

柳也：……ずいぶんとナタリアとは違うな。

ＧＭ：そして───ここからがおそらくナタリアが隠かくしたかった部分だ。

ミナリ：…………。

ＧＭ：ディエースの自我も形成されてきたころ。博士は研究の感想にこう書いている。




「ディエースの自我はほぼ人間通りに形成されたといってもいいだろう。だが、ひとつ大きな問題がある。……それは、〝自分が人間ではない〟というコンプレックスだ」

「つまり彼は自身のアイデンティティを確かく立りつできていないのだ。……これは私の失敗でもある。先に知識を詰つめ込みすぎてしまったために、それが彼の自立を阻そ害がいしている」




柳也：…………。




「彼に足りないのはある種の覚かく悟ごだ。……自分がヒトと違ちがっていても構かまわない、といったような覚悟。それが必要だ」

「ヒトと違うことになんの問題があろうか。哲てつ学がく的ゾンビという命題では、我われ々われはゾンビなのかそうでないのか自分では判はん断だんできないことが指し摘てきされている。……当然だろう。我々は他者の反はん応のうを見ることでしか自分が人間であることを自覚できないのだから」




ミナリ：…………。




「だから、まず私は彼に名前を付けるのだ。……私の名前をもじってジェラルドと」




ＧＭ：そして最後にこう書かれている。「いつか、彼が真に独立した存そん在ざいになったとき、私の本当の実験を始めよう。そうすれば、ナタリアも───」

紫帆：……？　ナタリアも……？

柳也：何か秘密があるようだな。

ＧＭ：そうだね。今のキミたちだと情報が足りないからわからないとは思うけど。

薫：ともあれ、この研究は果たされることなく博士は死亡し、ディエースはナタリアの物としてこの船に搭載されたわけか。

柳也：なるほどな。……さて、どうする？　コレは確たしかにナタリアにとって不都合なものだろうが、俺おれたちにとっちゃ決定的なものじゃない。だが───あの子供には別だ。

紫帆：……委員長、どうする？

ミナリ：（うなずいて）もう一度、彼に会うわ。そして、話をする。

柳也：変わらねえってことか。

ミナリ：いえ、変わりました。……何を伝えなきゃいけないのか、はっきりしましたから。

柳也：（にやりと笑って）よおし、ならお前のやりたいようにやればいいさ。

紫帆：うん、きっと通じるよ。あの子に。

薫：…………あのさ、ここでちょっと悪いこと言っていい？（笑）

ミナリ：な、なんですか？（笑）

薫：みんなが盛もり上がってるところでさらっと水を差すように言うよ。……ところで、キミたちは本当に彼を、ディエースを人間扱あつかいすることができるんだねえ。

紫帆：う……。

薫：人格があろうがなんだろうが、彼は紛れもないプログラムであり、生物ではない。仮かりにこれから彼を人として僕たちが認みとめたとして───今後彼はどう存在していくんだろうね。

紫帆：それは……わからないけど。でも……。

薫：でも？

紫帆：〝自分は人ではない〟、と言うだけで何もかもをあきらめるのは何か間違っていると思う。やれることはいくらでもあると思うし。だから、伝えられるなら伝えたい。

薫：つまり───キミたちは人ではない彼に対して、〝人であれ〟と言うことで存在させようというんだね？（ミナリと紫帆の顔を面白そうに見る）

ミナリ：そこまでのことは考えていません。……でも、これで少なくとも彼自身を縛しばっている鎖くさりは解とけます。

薫：その後のことは？

ミナリ：後のことは───後で考えます！




　はっきりと前を向き、ミナリは言う。

　自分はもしかしたらどうかしてしまったのかもしれない。

　フォローも考えずに行動するなんて普ふ通つうでは考えられない。




ミナリ：……賭けて、みたいんです。

薫：賭ける？

ミナリ：私が彼を救えるかどうか。彼の存在を変えられるかどうか。




　そう、それは遙か昔に。




ミナリ：私が〝ディエース〟から〝八重垣ミナリ〟に変わったように───。

薫：（肩をすくめて）わかった。そこまでの覚悟があるなら僕はなにも言わないよ。

柳也：まあ、お前はそういうヤツだよ。……と苦笑いをしながら薫に言う。

紫帆：あ、そういえば。そのデータに〝賢けん者じやの石〟について書いてないのかな？

薫：どうなんだい？

ＧＭ：書いてあるよ。ほんの少しだけど。

一同：おお！

ＧＭ：八年前に知り合いの研究者から預あずかった物がある、と書いてある。その下の追記に少し。

紫帆：おお……？

ＧＭ：預かった物は素そ材ざい不明の金きん属ぞくプレートであるらしい。「このプレートはメモリーの一種であるという。だが、我われ々われが何をやってもプレートの中身は読めなかった。なんでも〝賢者の石〟の持ち主のみが読み込こめるプレートなのだとか」

ミナリ：……それが、私たちの目的の物？

ＧＭ：そのようだ。「あの連中は完全に〝賢者の石〟の力に取り憑つかれている。……あの七つの石を一体どうするというのか」そこでメモは終わっている。

紫帆：七つ……。

薫：どうやらそれが石の数らしいねえ。

柳也：ともあれ、推すい測そくは後だ。今はその物品そのものを探さがさなきゃな。

ミナリ：おそらく扉とびらを開ければ、すぐにでもディエースが飛んでくるはず。

紫帆：うん……、行こう。今は。

ＧＭ：では、一度ここでシーンを切ろう。







《水晶の眼》　全周囲を視認する、エンジェルハィロゥのエフェクト。

《全知の欠片》　知覚能力すべてを上げるエンジェルハィロゥのエフェクト。

コンボ名　『ＤＸ２』では任意のエフェクトの組み合わせに名前をつけることができる。三郎アイは紫帆のコンボ名、らしい。

《サイコメトリー》　物体から直接情報を読み取るモルフェウスのエフェクト。











◆Middle 08◆束そく縛ばくされし少年


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　倉庫の扉を開くと、通路の形が変わっていた。

　隔かく壁へきが一部降おり、明らかな一本道が形成されている。

　ミナリたちは静かにそこを歩き出した。……ディエースたちの待ち受ける場所へと。




ＧＭ：では次のシーン。キミたちがさっきの倉庫から出た直後からスタート。

柳也：状じよう況きようはどんなもんだい？

ＧＭ：倉庫を出ても誰だれも出てこない。ただし、隔壁があちこち降りていて、思うようには進めない。……というかどこかに誘ゆう導どうされているようだ。

ミナリ：……行くしかないですね。

ＧＭ：ではキミたちがしばらく歩くと、大きめのホールにたどり着く。そして───




　部屋に踏み入れると、虚空よりディエースが現われた。

　ホールの周りはナタリアの私兵が数知れず。

　彼らがミナリたちの包囲を終えると、ディエースの背後にあるモニターが灯る。

　そこに映しだされるのはナタリア・カレスティア。……この船の、まぎれもない支配者。

[image: ]




ＧＭ：ナタリアは自室にいるのだろう。ソファーに深く身を沈しずめ、楽しそうに笑いを浮うかべて言う。「……こんなところでコソコソと。一体何をするつもりなのかしら？」

柳也：ふん……分かってんだろ？　これからお宝たからをいただいてくるんだよ。

ＧＭ：「ふふふ、あなたに何ができるの？　虫のようにはい回ることしかできないくせに。……〝銀目の鴉からす〟が時間を稼かせいでいる内にさっさと逃にげなかったのは愚ぐの骨こつ頂ちようよ」

紫帆：か、鴉はどうなったんですか？

ＧＭ：その問いにナタリアはちょっと顔をしかめる。「消えたわ。捕とらえられなかったのは事実だけど、もうあなたたちを助けにもこないわよ」

柳也：……なんでもお見通し、って面つらだな。

ＧＭ：「当然じゃない。あなた方化け物なんかと違って、私は純じゆん粋すいな人間よ。理り性せいと知ち恵えがあれば、化け物を手のひらで転がすことなんかたやすいこと」

柳也：大した自信じゃないか、ナタリア。

ＧＭ：「そちらは悲しい虚きよ勢せいのようね、柳也」

柳也：どうかな。……あまり慢まん心しんしていると足あし下もとをすくわれるぜ？

ＧＭ：「最後までその態たい度どは崩くずさないのね。……つまらないわ。命いのち乞ごいでもすればまだ面おも白しろかったものを」ナタリアは冷たい目で「ディエース、もういいから殺しなさい」と言う。

ミナリ：……ディエースは？

ＧＭ：彼は悔くやみきった表ひよう情じようのままキミたちの方を向き、右手を───。

ミナリ：ではその前に立って静かに言います。……ディエース、私は───あなたのことを〝似にている〟と言ったわね。

ＧＭ：「…………」じっとディエースはミナリを見る。

ミナリ：あの時はあなたのことをよく知らず、軽々しく言ったものだけど。それでもやっぱり、私はあなたとよく似ていると思う。

ＧＭ：「……？」ディエースの表情にとまどいが浮うかぶ。それを見たナタリアは様子がおかしいのを見て取って、「……どうしたの？　何をしているのディエース」と声を荒あらげる。

ミナリ：ナタリアの声を無む視しして喋しやべる。……私の名前は八重垣ミナリ。でも───五年前まで私はディエース、あなたと同じくただの数字で呼よばれていたの。

ＧＭ：「あなたも……？」

ミナリ：そう、そして五年前にある人に解放され、名前を与あたえられた。

ＧＭ：「…………」

ミナリ：確たしかに、私はあなたから見れば人間の身体を持っているように見えるでしょう。……でもね、私は五年前のあの日まで、自分が人間だとは思ってなかった。

ＧＭ：「人間じゃ、ない……？　じゃあ、いったいなんだと……？」

ミナリ：そうね……なんでもなかったんじゃないかしら。───ただの10デイエース。それ以上でもそれ以下でも無かった。




　犯はん罪ざい組そ織しきに捕とらわれて、オーヴァードであることを、兵器であることを強要されて。

　それに摩ま耗もうしてしまった〝人であって人でないもの〟。

　───それが、あのころの自分だった。




ミナリ：少なくとも、人じゃなかったわ。

ＧＭ：「ならば、どうして今は───？」

ミナリ：名前を、もらったから。

ＧＭ：「な……ま、え……？」ミナリの発言に凍こおり付くディエース。そしてその後ろでナタリアが叫さけぶ。「あなた、何を言っているの!?　その機械に何をしようというの!?　それは人間じゃない、それはただの物、私の所有物！　……気持ち悪い！　気持ち悪いわ！」

柳也：おっと、それくらいにしとけ。ヒステリーはみっともないぜ。

ＧＭ：「ぐっ……！」柳也を睨にらむナタリア。その顔は羞しゆう恥ちと怒いかりで真っ赤に染そまっている。

柳也：その視し線せんを意に介かいさず言う。……見てな、ここからが面白いところさ。

ＧＭ：「……っ！」ナタリアは柳也の圧あつ力りよくによって黙だまってしまう。

ミナリ：さっきのメモリーを取り出します。

ＧＭ：「それは……！」と取り出したメモリーを見て、ナタリアの顔が青ざめる。

ミナリ：それをそっとディエースに手て渡わたします。……ちょっと遅おくれてしまったけど、これはあなたのお父様からあなたへの贈り物よ。

ＧＭ：ディエースは半ば呆ぼう然ぜんとそのメモリーを受け取る。「……ヘラルド様が？」

ミナリ：そう、あなたにも名前が与えられていたの。ナンバーではない、本当の名前が。

ＧＭ：その発言に思わずディエースはミナリを見る。

ミナリ：あなたの名前は───




　ジェラルド、ジェラルド・カレスティア。

　───父親であるヘラルド博士と同じ名前よ。




ミナリ：……ここで〝ジェラルド・カレスティア〟にロイスを取ります。ＯＫですか？

ＧＭ：もちろん。……それが彼を解放する最後の条件だ。

ミナリ：たかが名前、と思うかも知れない。でも、その名前にはいろんな人の思いが込められている。だから───自分が〝ディエース〟だからといってすべてをあきらめないで。

ＧＭ：彼は手元のメモリースティックを握にぎりしめる。すると、彼の周りにモニターがいくつも浮うかんで、さっきのデータがリードされていく。

ミナリ：…………。

ＧＭ：それが終わった後に彼はつぶやくように言う。「……人間ではない、ということは自分を縛しばり付ける理由にはならない、ということですね」

ミナリ：ええ。……私はそう思う。

ＧＭ：そして彼はミナリをまっすぐに見て、微笑ほほえむ。「ボクが───間ま違ちがっていました。ボクには物事を判はん断だんする力が、意い志しがある。なのに踏ふみ出せなかったのはボクが弱かったからです。……あなたの方が正しかった」

ミナリ：（微笑んで）……ミナリ、よ。

ＧＭ：「え？」

ミナリ：私の名前は八重垣ミナリ。……そう呼よんで。

ＧＭ：では彼もにこりと笑って、「分かりました、ミナリ」

ミナリ：ええ、よろしく。……ジェラルド。

薫：……ところで、ナタリアさんはどうなってますか？

ＧＭ：完全に冷たい表ひよう情じようで固まっている。怒いかりの巨きよ大だいさにはけ口が見つからないようだ。そして押おし殺すように言う。「なぜ、そいつらをさっさと殺さないの？　私の言葉に……どうして従わないの？」その言葉に、ディエース……ジェラルドはただ首を横に振ふるだけだ。

ミナリ：…………。

紫帆：やめてください。……もう、この子はあなたの道具じゃなくなったんです。

ＧＭ：ギラリ、と紫帆を見る。

紫帆：その視線を受け止めます。……オーヴァードと人間に境さかい目めなんて無い。人でなくとも、心があるものとは通じ合える。……どうしてそれだけのことがわからないんですか!?

ＧＭ：「冗じよう談だんじゃないわ！」叫さけんでナタリアは横の置物に力ちから一いつ杯ぱい拳こぶしをたたきつける。「どうして私が、人間がオーヴァードと一いつ緒しよにされなきゃならないのっ!?　あなたたちは自分を制せい御ぎよできず、化け物になる生き物なのよ！　そんなあなたたちと、私がっ！　どうして！」

紫帆：あなたは……あなたはどうしてそこまでオーヴァードを憎むんですか!?　どうしてそこまで存在を認められないんですか！

ＧＭ：「……どうして、ですって……!?」凄絶な殺気を放ちつつ、ナタリアは紫帆を見る。

紫帆：…………。

ＧＭ：「見たからよ！　あの男の……ヘラルド・カレスティアの死に様を！　自分の力を制御できず暴走し、家族の顔すら分からずにその手にかけ、自滅していったあの男を！　私はたったひとりで見ていたのよ！」

薫：そうか、ヘラルド博士はオーヴァードだったんだね。

柳也：そしてジャーム化して死んだのか……。娘の目の前で。

薫：それを隠したから、「博士はナタリアに殺された」なんて噂が立ったんだね。

ミナリ：…………あれ？　でもそれって……？

ＧＭ：（……気づいたかな？）ナタリアは言う。「私は身に染みてわかったわ。どれだけオーヴァードが危険な存在で……、この世にあってはいけない存在なのか！」

紫帆：でも！　だからといってオーヴァードを〝商品〟にしていいわけじゃないっ！

ＧＭ：ナタリアはじっと紫帆を見る。「……あくまでも、私には反抗するわけね」

紫帆：…………（うなずく）。

ＧＭ：「…………」ナタリアは紫帆を見据えたまま立ち上がる。

一同：…………。

ＧＭ：そしてナタリアは侮ぶ蔑べつしきった冷たい目で言う。「……もう要いらないわ」

ミナリ：いらない？

ＧＭ：その目はジェラルドを見ている。「その子よ。そんな気持ち悪いものさっさと切り捨すてて排はい除じよしてあげる」そう言って彼女は身を翻ひるがえす。そしてモニターがぶつりと。

ミナリ：……何をするか分かりませんが、急いだ方が良さそうですね。

薫：ジェラルドくんならわかるんじゃないかな？　彼女は一体何をしにいくんだい？

ＧＭ：「おそらく……緊きん急きゆう停止プログラムを使ってシステムをマニュアルに戻もどすのでしょう」

柳也：それはつまり───ジェラルドの本体をダウンさせるってことか？

ＧＭ：「はい。……それまでほんの少しですが時間があります。その前にあなた方の目的のものを取りに行きましょう」

ミナリ：待って！　その前にナタリアを止めないとあなたが……。

ＧＭ：ジェラルドは力なく首を振る。「無理です。ナタリア様の部屋から中央制御室へは直通。ここからじゃとうてい間に合いません」

柳也：お前がシステムを使ってロックすればいいんじゃねえのか？

ＧＭ：「マスターキーがあります。ボクにはナタリア様は止められません」

ミナリ：わかったわ。それなら───先に進みましょう。

紫帆：え？　い、いいの？

ミナリ：後でジェラルドは助けるわ。まずはできることをするだけ。……そうでしょ？

柳也：よっし、よく言った。なら、さっさと目的のものをいただこうぜ。話はその後だ。

ＧＭ：「急ぎましょう、こっちです！」




　四人はジェラルドの後に続いて走り出す。

　データを手に入れ、ナタリアを倒たおす。すべては時間との勝負。

　そう───このときはまだそう思っていたのだ。







◆Middle 09◆破は滅めつの罠わな


─── MasterScene






　煮にえたぎる怒いかりを冷たい憎ぞう悪おに変えて、ナタリアは中央制せい御ぎよ室しつに急いでいた。

　自室を出て、即そく座ざにエレベーターに乗り、ボタンを押す。

　片かた手てにはマスターキーである首くび飾かざりを握にぎりしめていた。

「あの、オーヴァードども……っ！」




ＧＭ：というわけで次はマスターシーン。キミたちがデータの保ほ管かん場所に向かっている最中。カメラにはナタリアが映うつる。

ミナリ：おや？

ＧＭ：彼女は怒りで肩をふるわせながら最短ルートで中央制御室に到とう着ちやく。かなり大きなホールを改かい装そうしてできたそこには十人を超こえるオペレーターが端たん末まつを操そう作さしている。そしてその中央にある端末の前までナタリアが歩いていき───。




　手早く手元を操作して、緊急用のコンソールを呼よび出す。

　そこにマスターキーである首飾りをセットし、マニュアル変へん更こうボタンを押せば終しゆう了りよう。

　だが、ナタリアの操作を見たオペレーターのひとりが声を上げる。




薫：（オペレーターになって）「ナタリア様！　今それをすればコントロールが一いつ瞬しゆんダウンしてしまいます！」と言う（笑）。

ＧＭ：そうそう、そんな感じ（笑）。で、それをナタリアは髪かみを振ふり乱みだしつつ「うるさいっ！」と一いつ喝かつ。「それでも……オーヴァードなんかにこの船を奪うばわせるわけにはいかないのよっ！」と、首飾りをセット、勢いきおいよくボタンを押す。




　……本来ならば、ナタリアは脱だつ出しゆつを考えてもいいはずだった。

　彼女の商売はすべてディエース……ジェラルドのセキュリティあってこそなのだから。

　だが───今の彼女を支し配はいするのはただ怒りのみ。

　その怒りが、すべてを狂わせた。




ＧＭ：ナタリアがボタンを押すと同時に、あちこちでレッドアラートが鳴り始める。予想もしなかった反はん応のうに狼狽するナタリア。すると「セ、セキュリティが暴ぼう走そう！　捕とらえていた被ひ検けん体たいすべての拘こう束そくがとかれます！　命令は───暴走命令！」と。

薫：（再ふたたびオペレーター）「なんだと！　そんなことになった船室は……地じ獄ごく絵図だ！」

ＧＭ：「ダメです！　ナノマシン制御も隔かく壁へき制御もできません！　被害が止められません！」と、半ばパニック状じよう態たいの中、トドメのように「機関部が！　熱暴走してる！」という悲鳴。

柳也：機関部って……沈ちん没ぼつするじゃねえか！（笑）

ミナリ：…………豪ごう華か客船って時点でそういうことになるかなーとは思ってましたが（笑）。

ＧＭ：まあ、狙ねらってたんだけどな（笑）。ナタリアはそれを半ば呆ぼう然ぜんと眺ながめつつ、引きつった顔で「なぜ……こんなことに……？」とつぶやくと───背はい後ごに〝銀目の鴉からす〟があらわれる。




　鴉の出現と同時に、部屋にいたすべての人間がピタリと動きを止める。ただひとり、ナタリアを残して。……だが恐怖に凍った彼女だけは、その事実に気づかない。

「お前があの子こ供どもたちに手間取っている間に仕し掛かけを施ほどこした。……証しよう拠こ隠いん滅めつのためにこの船を沈しずめる……すでに船には大量のジャームがあふれている。こうなればＵＧＮがこの船を放っておくはずはない」

　鴉は淡々と言葉をたたきつけ、監かん視し画が像ぞう用モニターを指す。




　そこには、誰だれかが叫んだとおりの地獄絵図が展てん開かいされていた。

　暴走したオーヴァードたちは人とも獣けものともつかぬ姿すがたとなり、船の客に襲おそいかかる。

　あふれんばかりに徘はい徊かいするジャームたちは獲え物ものを求めて歩き回る。上じよう層そうにも、下層にも。




ＧＭ：ここで鴉は見下ろすようにじっとナタリアを見る。そして───言う。




「なぜ、お前はこの場に立っていられる？　この……《ワーディング》の支配する空間に」

「…………え？」

　その言葉の意味はナタリアにはわからない。

　それでも、言葉の重さは感じ取れる。……その先に待つ、絶望も。

　だから彼女は鴉を止めようとした。聞きたくないから。聞いたら終わってしまうから。

　だが───。




「そうか……。やはり、お前はオーヴァードか」

「…………っ！」




　ナタリアの中で、怒りと、絶望と、悲しみが渦巻いていく。

　だが───魂の奥底では理解していた。目の前の男の言うことは正しいのだと。

　暴走する父親を……ジャームを前に、生き残れる人間などいないのだと。




　そして、理性と魂の相克は彼女にとって最悪の形で顕けん現げんする。

　深い絶望は……ゆっくりと、そして確実に彼女の体を変異させていく。

　ジャームという名の破滅へと───。







◆Middle 10◆揺ゆるがぬ決意


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　少しだけ時間は巻まき戻もどる。

　紫帆たちはジェラルドのナビゲートにより、下か層そうでもっともセキュリティの高い倉庫までたどり着いていた。




ＧＭ：では次のシーン。……今のマスターシーンの惨さん劇げきが起こるちょっと前。

紫帆：ああああああ、後であんなことになるのかー。

ＧＭ：それはもうちょい先だね（笑）。ともあれ、キミたちはジェラルドの案内で目的のデータがある倉庫までたどり着いた。

柳也：さすがにはええな。

ＧＭ：厳げん重じゆうに封ふう印いんされた倉庫の中、一番奥おく深ふかくのガラスケースに保ほ管かんしてある、わずかに蒼あおく光る手のひらほどの金きん属ぞくプレートを指し、「これ、だと思います」とジェラルドは言う。

ミナリ：これ……何かのメモリーなの？

ＧＭ：ジェラルドは首を振ふる。「わかりません。記録媒ばい体たいではあるようなのですが、どうやっても読み込こむことができないのです。それでナタリア様はここに封印を」

薫：たしか、博士の資し料りようには〝賢けん者じやの石〟の持ち主のみが読める、と書いてあったけどねえ。

紫帆：あ、じゃあ三郎を呼よび出してみよう。……ねえ、三郎コレに見覚えある？

ＧＭ：「こいつは……」ちょっと三郎が眉まゆをひそめる。「……確たしか、〝賢者の石〟の欠片かけらを媒体にしてできる金属だ。石の共鳴現げん象しようを利用して記録を読めるはずだ」

紫帆：あ、知ってるんだ。じゃ……、本物なのかな？

柳也：そんじゃ、これは持ってくか。なんか扱あつかいに注意しなきゃいけなかったりするか？

ＧＭ：三郎が言う。「いや、そう簡かん単たんに壊こわれるような物じゃなかったと思う」

柳也：よし。じゃあガラスケースをぶっ壊して持ってくぜ。

ＧＭ：了りよう解かい。ではその瞬しゆん間かんに船の警報が鳴り響き───。




「う……、ぐっ！」

　ジェラルドが胸むねを押おさえて膝ひざをつく。その身体からだは少しずつ薄うすれていく。




ミナリ：ジェラルド！

ＧＭ：ジェラルドは苦しみながらも、「今、コントロールがボクから外部へと移うつされました。……ただ、これは何かがおかしいです」

柳也：何が起きているかはわかるか？

ＧＭ：「正せい確かくにはわかりません。……でも、今セキュリティが暴ぼう走そうしていることはわかります。一体何が……」と言ったところで薫の携けい帯たい端たん末まつに連れん絡らくが来る。テレーズからだね。

薫：かるーく取るよー。……へい、お待た～。

ＧＭ：「今何やってんのよっ!!」とスゴイ怒ど鳴なり声が。

薫：おおっと。……いや、どうしたのさ。全部説明すると長くなるんですけど。

ＧＭ：「どーしたもこーしたも無いわよ！　薫と紫帆を助け出したら撤てつ退たいするって話だったのにいつまで経たっても帰ってこないじゃない！」

柳也：やべ、すっかり連絡忘わすれてた。

ＧＭ：「それに、さっきからレッドアラートなりっぱなしで！　部下からはジャームがあらわれたって報ほう告こくも来てるのよ！」

柳也：もう上層に来てるのかよ。早すぎだ！

薫：とりあえずテレーズに。……ま、詳しよう細さいは後ほど。目的は達成しつつあるので。

ＧＭ：「目的のものは手に入れたの？　なら後は撤退するだけね」

紫帆：あ、いや、それは……。

薫：もうちょっと、寄より道をするかも、……って感じです。

ＧＭ：「寄り道!?　今いま更さらどこに寄るのよ！　この船はもう終わりよ！　これだけのジャームが氾はん濫らんすれば、ＵＧＮとして陸に揚あげるわけにはいかないわ！」

薫：（他のＰＣに）……と、テレーズちゃんが言ってるんだけどさ。

ＧＭ：「ボクも……脱だつ出しゆつするべきだと思います」とジェラルドが言う。

ミナリ：ジェラルド？

ＧＭ：「ほとんど接せつ続ぞくの切れた知覚ですが、それでも分かります。……機関部の暴走により中央制せい御ぎよ室しつはまもなく炎ほのおに飲まれます。今からそこに行くなんて危き険けんすぎる」

柳也：危険すぎる、か。

ＧＭ：「あの場所に行っても意味は無い。……あなたがたの目的は果たされたのだから」

柳也：……だとよ。どうする？

紫帆：いや、どうするもこうするも……。

薫：答えなんて決まってるしねえ。……ミナリくん？

ミナリ：はい。……ジェラルド、その場所が危険なのだとしたら、なおさらそこに行かないと。そこにあなたの本体があるんでしょ？

ＧＭ：「そ、それは確たしかにそうですが……、そんなことのために！」

ミナリ：そんなこと、じゃないわ。

ＧＭ：「仮かりに本体を抜ぬき出しても、この船以外で実体化はできません！　自じ我がだって……」

紫帆：でも、可か能のう性せいはあるわけでしょ？

ＧＭ：「そ、それは確かに……。ですが、それだけのために……？」

ミナリ：ほんのわずかにでも助けられるものがあるなら、それはかけがえの無いものよ。

ＧＭ：…………絶ぜつ句くして何も言えなくなるジェラルド。

ミナリ：それにせっかくあなたを助けたのに、その後すぐに死に別れなんてのはイヤだしね。

柳也：ま、炎くらいならなんてことないさ。

紫帆：大だい丈じよう夫ぶ、ミナリは頼たよりになるからね。

ＧＭ：ジェラルドはぽかんとした顔でみんなの顔を見てから、何か吹ふっ切れたらしくうなずく。「……わかりました。では、ほんの少しでもサポートします」

ミナリ：ええ、お願い。

ＧＭ：……それはそれとして、テレーズは待ちっぱなしなんだが。

柳也：おわっ！（笑）

薫：じゃあ携帯端末に言います。……あー、とりあえず寄り道はしていきます。いざという時は我われ々われを待たずに脱出してください。

ＧＭ：「そんなことできるわけないじゃないの！」

紫帆：…………意外といい人だなあ。

ＧＭ：「それに！　こっちは全っ然事じ情じようわかんないのよ！」と叫さけぶ（笑）。

薫：事情は長くなるんで、後から説明しますってば（笑）。

ＧＭ：するとテレーズは「もおぉぉぉぉぉっ！」と叫んでから、「じゃ、勝手に待ってるからね！　どこに寄より道するかは知らないけど、さっさと帰ってきなさいよ！」。

ミナリ：あ！　テレーズさん、ちょっと待って！

ＧＭ：「……なに!?　忙いそがしいんだけど!?」

ミナリ：他の乗客はどうなってますか？　ジャームが出てきたんならフォローを……。

ＧＭ：「フォローならもうしてるわ！　ほとんどの連中は自分で対たい処しよしてるけどね！　さっさと脱だつ出しゆつしてる客も多いし。……さすがは裏うら組そ織しきの連中ってとこかしら」

ミナリ：じゃあ、助けられる人間だけはお願いします。もしかしたら捕つかまっているオーヴァードの中にも可能性がある人がいるかも。

ＧＭ：「わかったわ。見かけたら保ほ護ごしておくから。……あなたたちも早いところ寄り道すませなさいよ！」と叫んで、通信が切れる。

柳也：やれやれ、苦く労ろう性しような評ひよう議ぎ員さまだな。

薫：そこがいいんだけどねー。

紫帆：……とにかく、急いだ方がよさそうだね。

ミナリ：ええ、行きましょう！




　四人は向かう。任にん務むはもう果たされた。……ここから先は正せい義ぎはない。

　ただ───助けたい人がいるから。ただ、それだけのために。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆妄もう執しゆうの果て


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　下層は炎ほのおに包まれつつあった。

　熱はすでに肌はだを焼くレベル。あちこちから炎が噴ふき出し、瓦が礫れきが落ち、徘はい徊かいするジャームたちを殺していく。そしてその深しん奥おう───中央制せい御ぎよ室しつに〝ソレ〟はいた。




ＧＭ：ではクライマックスだ！　場面は下層、中央制御室にキミたちが駆かけ込むところから。

紫帆：下層はどんな感じですか？

ＧＭ：まず熱がひどい。息を吸すうだけで体力を消しよう耗もうするくらいに。……それからあちこちで爆ばく発はつ音おんと振しん動どうがあり、瓦礫が落ちてきたり、炎が噴き出したりしている。

柳也：……最悪だな。

ＧＭ：そしてあちこちにジャームの姿すがたが。それら全部をなんとか切り抜ぬけて、キミたちは中央制御室にやってきた、というところだ。

ミナリ：ジェラルドの様子は？

ＧＭ：苦しそうではあるが、なんとかついてきている。

薫：色んな意味で時間との勝負だねえ。

ＧＭ：で、中央制御室は巨大な大きなホールになっており、暗がりにモニターの監かん視し画面がいくつも浮うかんでいる。見渡せばいくつものコンソールがあるのがわかるよ。

ミナリ：中は？

ＧＭ：中は無人だ。ただし───ジャームの死体がたくさんある。どれも強大な力で引きちぎられたような、そんな死体ばかりだ。

薫：共食い……ってわけじゃなさそうだねえ。

ミナリ：と、ともあれメインフレームからジェラルドのコアを抜き出さないと……。

ＧＭ：するとジェラルドは「メインフレームは部屋の中央に、コアは───」と取り外し方を教えてくれる。

柳也：よし、それじゃあさっさと……。

ＧＭ：と、キミたちがメインフレームの方を向くと、のそりと何か〝巨大なモノ〟が動く。

ミナリ：…………え？　きょ、巨大？

ＧＭ：四～五メートルはある巨大な肉のかたまり。それに蜘蛛くものような脚あしがついている。

紫帆：う……（しかめっつらになる）。

ＧＭ：そして天井スレスレにある山の頂ちよう上じようから、「ほほほ、ほほほほほほ……」という笑い声が。

柳也：げ……、やっぱりアイツかよ……。




　小さな家ほどもある巨体の上には、黒くろ髪かみの美女の上半身が埋うまっていた。

　女の名はナタリア・カレスティア。

　その顔は奇き妙みようなほどの優ゆう越えつ感にあふれ、哄こう笑しようをあげつつ、ミナリたちを見下ろしていた。




ＧＭ：というわけで肉のかたまりのてっぺんにナタリアの上半身が埋まり、狂きよう気きの笑えみをうかべつつキミたちを見下ろしている。
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柳也：……なんつーか、すげえビジュアルだな、おい。

紫帆：（素すに戻もどって）……これ、イラスト描かくのかなあ（笑）




　是ぜ非ひがんばってください。




ＧＭ：まあイラストのことは後でおいておこう（笑）。

ミナリ：じゃあここでうめきます。……やっぱり、ナタリアはオーヴァードだった……？

柳也：む、お前気づいてたのか？

ミナリ：はい、ついさっき気づきました。ジャームの暴走で死ななかったことも、博士の研究データに書き残されていたことも、その事実を指すんじゃないかって。

紫帆：……確かに、娘がどうこうって……。

薫：なるほど。博士は娘のためにも研究を完成させたかったんだね。……でも、その技術は人身売買に使われた。悲しい話だねえ。

ミナリ：声をかけます！　……ナタリア！　やっぱりあなたはオーヴァードだったのね！

ＧＭ：「オーヴァード……？　なにを言ってるの？　私は人間よ」

紫帆：…………へ？

一同：ええええええええええええええぇぇぇっ!?

柳也：ちょ、ちょっと待て！　どこをどう見ても立りつ派ぱなオーヴァード……つーかジャームじゃねえかよ！　どの口で人間だって言うんだ、おい！（笑）

ＧＭ：いやあ、そう言ってもな。……彼女は人間だと思いこんでいるだけだからねえ。

紫帆：お、思いこみ……って（笑）。

ＧＭ：そしてナタリアは叫さけぶ。「オーヴァードは！　私直々に！　この私の！　人間の手でぇ！　掃そう除じしてあげるわあああああっ！」

ミナリ：耐たえられずに叫ぼう。……この期ごに及およんで何をバカなことを！　もうこの船は沈しずむわ！　あなたもおしまいなのよ！

ＧＭ：ナタリアは髪を振ふり乱みだしながら首を振ふる。「そぉんなことはないわ！　私の船が、人間の船が沈むはずはない！　この完かん璧ぺきな！　人間である私の船がっ！」

紫帆：こ、この人……。

ＧＭ：「それよりも掃除よ！　掃除！　掃除！　化け物を殺して掃除して世界を人間のものにいぃぃぃぃぃぃぃっ！」

ミナリ：もう、ダメ、か……。

ＧＭ：（頭をガクガクと振りながら）「人間が！　人間のために！　人間による！　人間のための！　人間人間人間人間！」

柳也：おおおおいっ！　人間人間じゃねえだろおおおおおおおおっ！（笑）

紫帆：（机つくえに突つっ伏ぷして）も、もう意味がわからない……。

ミナリ：なんか……、ＧＭノってますね（笑）。

ＧＭ：やー、久ひさしぶりにこういうキャラで楽しいよ（笑）。

柳也：はぁ、仕方がねえ。せめてもの情なさけだ。……ここで終わらせてやるよ。

ＧＭ：ではそんな柳也に「いえ、このままここで戦うのは危き険けんです」とジェラルドが言う。

ミナリ：……どういうこと？

ＧＭ：「船の崩ほう壊かいが進んでいます。……このままここで戦えば、皆みなさんは助かりません」

紫帆：じゃあ……？

ＧＭ：「本当は撤てつ退たいをおすすめしますが……」

ミナリ：（きっぱりと）ここまで来たのだもの。しないわ。

ＧＭ：「では、コアを抜ぬき出したらすぐに上じよう層そうへ脱だつ出しゆつを。……それしか手はありません」

ミナリ：……だまってうなずきつつ、ナイフを構かまえます。

ＧＭ：というわけで今回も戦闘には凝こってみましたよ。今回はこんな感じです。




▼バトルフィールドが三つ存そん在ざいする。

　上層、中層、下層の三つのバトルフィールドがあり、それぞれに敵てきが配置されている。階層が違ちがうキャラクターに対してはエフェクトや特とく殊しゆ能のう力りよくは使えない。

　中層、下層にいるキャラクターはクリンナップセグメントごとに実ダメージを受ける。中層は10点、下層は20点。このダメージはいかなる方法でも軽けい減げんできない。




柳也：20点!?　そりゃ確かにここで戦うのは無理だな。




▼バトルフィールドの移い動どうは階かい段だんを使う

　それぞれのバトルフィールドには階段が設せつ置ちされており、そこにたどり着くと次の階層に行ける。階段までたどり着いた時点でその移動は終しゆう了りようし、次の階層の初期位置に配置される。




薫：ああ、ダンジョン内で戦うようなものか。

ＧＭ：そうそう。もちろん敵もおっかけて来ます。




▼ジェラルドも参戦する

　ジェラルドもキャラクターとして参戦し、ＰＣの指し示じ通りに動く。




ＧＭ：ジェラルドができるのはＰＣにセカンドアクションをさせる《アクセル》のみね。それ以外の能力は使えなくなっている。後はこれを見て（シートを渡わたす）。

ミナリ：ＨＰ18、《リザレクト》は使えない、行動値ちは８、【肉体】は５か。

紫帆：でも、すごく助かると思う。




▼メインフレームからコアを抜ぬき出せる

　メインフレームにエンゲージしてメジャーアクションを消費するとコアを抜き出せる。




ＧＭ：これはそのまま。もしジェラルドが戦闘不能になってから蘇よみがえったら、コアを持っている人のエンゲージに出しゆつ現げんするんで。

柳也：なるほどな。あとは敵の配置次し第だいだが……。

ＧＭ：初期配置はこんな感じねー（紙に書き出す）。
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　のぞき込こむプレイヤーたち。読者の皆みなさんは左の図ず版はんの方を見ていただきたい。




柳也：うおー！　階段まで50メートル!?　俺おれ一回の移動で届とどかないじゃん！

ＧＭ：ふふふ、今回は移動がポイントとなる戦闘だよ。

薫：あれ、移動力ってどうやって算出するんだっけ。

紫帆：マイナーで【肉体】＋５メートル、メジャーで【肉体】×10メートル移い動どうできます。

ミナリ：ところで中ちゆう層そうと上層の状じよう況きようは？

ＧＭ：誰だれかがその階層に入ったら説明しますよ。それまでは秘ひ密みつということで。

紫帆：うう、いじわるな……。

ＧＭ：ふっふっふ。ではナタリアがもぞりと動いて「さあ！　人間の本当の力を味わいなさいぃぃぃぃぃぃぃっ！」と叫ぶ！

ミナリ：ここまで来て、死ぬわけにはいかない！

柳也：やったろうじゃねえか！

ＧＭ：同時に強い嫌けん悪お感を起こすような《ワーディング》を張はる！　衝しよう動どう判はん定ていをしてもらおう！　……さあ、戦せん闘とうだ！　敵てきはナタリアとジャームトループ２体！




◆第１ラウンド

ＧＭ：さて、セットアップからだ。ナタリア改め、メガ・ナタリアさんは《ヴァイタルアップ》。

一同：メガ!?

薫：なんか別のクリーチャーみたいだよ！（笑）

紫帆：いや、別のクリーチャーなんだけど（笑）。

ＧＭ：で、柳也は《灰はい色いろの庭》使うかい？　ナタリアのイニシアティブは12だけど。

柳也：おう、使うぜ。その巨きよ体たいをさらに重くして、イニシアティブを６まで下げる！

ミナリ：まあここまではいいとして……。

柳也：そうだな。まずはメインフレームからコアを抜き出さなきゃならんのだが……。




　ここでプレイヤーたちは戦せん術じゆつの相談をはじめる。

　何せ今までにないシチュエーションの戦闘である。彼らは真しん剣けんに相談をし続ける。




ＧＭ：さて……、基き本ほん方ほう針しんはまとまったかな？

柳也：おう。まず、なるべく早く上層に上がる。

紫帆：さすがにダメージを20点受けながら戦闘はできないからなあ……。

薫：で、最初は僕ぼくがジェラルドのコアを取りに行くよ。後は全員で逃げる。

ＧＭ：なるほど。……そうなると薫の手番までは全員待機かな？

一同：はーい。

薫：で、僕はマイナーアクションでナタリア、メインフレームにエンゲージ。イバラを天井に打ち込んで制御室の奥まで移動する。……で、メジャーでコアを抜ぬくよ。

ＧＭ：了解。では薫はジェラルドに教えられた通りにコアを抜き出した。

柳也：よし！　ここで待機しているジェラルドに《アクセル》を薫に使ってもらおう！　で、逃にげる準じゆん備びをするぞ。

ミナリ：そうですね。ジェラルドはこのラウンドできっと戦闘不能になってしまいますが……たぶんそれが最さい適てき解かいです。

薫：まあ、後で僕が特とつ権けん階級の能力で蘇よみがえらせるよ。

ＧＭ：ＯＫ。ではジェラルドはマイナーで薫に《アクセル》を使った。……薫はセカンドアクションが可能になったよ。

薫：助かるねえ。

柳也：よし！　全力で逃げろ！

紫帆：うん！　わたしはマイナーで《光の剣けん》、メジャーで全力移動して階かい段だんまで行く！

ＧＭ：では紫帆は中央制御室から飛び出して通路を走り、階段へ飛び込んだ。そこを上がると───（中層の配置を書き込む）。
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紫帆：敵てきも多いけど……この〝障しよう害がい物ぶつ〟というのは？

ＧＭ：階段の前に積み上がっている瓦が礫れきだね。一定のダメージを与あたえると撤てつ去きよできる。これが撤去できるまで、階段には入れないよ。

柳也：中層はそんなかよ。じゃあ俺は───。




　ここで柳也はマイナー、メジャーを使って38メートル後ろへ。ミナリはマイナーで９メートル後ろに行きつつ、トループを１グループ撃げき破はした。




ＧＭ：じゃあメガ・ナタリアさんの行動だ。ここは逃げ出した連中を追うか。……マイナーで《リアクティブダッシュ》！　この巨きよ体たいがふわりと浮うき上がる！

紫帆：と、飛んだっ!?

ＧＭ：そしてその勢いきおいで29メートル移動してミナリを追い越こして着地！

柳也：うお！　29!?【肉体】いくつあるんだよ！

ＧＭ：うむ、20あるぞ。そして口を開けると……「ん[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　人間ヒユーマンファイアァァァァァァッ！」

紫帆：ちょっと待って───っ！（笑）

柳也：人間は炎吐かねえ！（笑）

ＧＭ：人間やってやれないことはないですよ？

ミナリ：む、無理がある……（笑）。

ＧＭ：ということで《プラズマカノン》＋《斥せき力りよくの鎚つち》＋《氷の戒いましめ》その他で柳也に攻こう撃げき！　食らうと８メートル吹ふき飛ばされつつ、このラウンドは移い動どう不ふ可かだ！

紫帆：サラマンダー／バロール！

ＧＭ：攻撃の達成値ちは40！　ナタリアの口から炎ほのおのかたまりが射しや出しゆつされる！

柳也：回避は……失敗。

ＧＭ：ダメージは47点だ。炎の勢いで柳也は８メートル戻もどされて、移動不可。……これで階かい段だんまで後20メートルだね。

柳也：こっちは《リザレクト》を使用して……９か。これで侵しん蝕しよく率りつが[image: ]％超こえたな。

ＧＭ：よし、みんな行動したね？　じゃあトループが動くよ。




　船の中に捕とらわれていたオーヴァードのなれの果て。

　命令と本ほん能のうによって暴ぼう走そうしたジャームたちが四人を襲おそう。

　下層に残った一体は《飛ひ礫れき》によって薫を、中層の三体は紫帆を攻こう撃げきするも、出目がふるわずにほぼダメージを与あたえられない。




ＧＭ：ぐ……、普ふ通つうの攻撃力なんだが出目がひどかったな。

紫帆：助かったー。今やられたら目も当てられなかった。

薫：僕も残り12点ＨＰが残ったからね。だいぶマシだ。……じゃあセカンドアクションのマイナー、メジャー両方使って中ちゆう層そうに行くよ。イバラを使って一気に移動さ。

ＧＭ：了りよう解かい。それではクリンナップにそれぞれダメージだ。下層は20点、中層は10点ね。

柳也：ちっ、倒たおれるのでディエースをタイタスにして昇しよう華か。耐たえしのぐぜ。

ミナリ：私は《リザレクト》で。……10点。

紫帆：わたし、残り２点。

薫：僕も２点だよ。

ＧＭ：（無言で下層のトループを片かた付づける）

ミナリ：え？　このトループって……ＨＰ20？

ＧＭ：そうだよ。だからこれで死亡する。そしてナタリアとジェラルドにもダメージが。……これでジェラルドが倒れる。

ミナリ：大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと助けるから。

薫：キミのおかげで助かったよ。

ＧＭ：彼は一回うなずくと、自分の体を構こう築ちくできなくなって一旦消しよう滅めつするよ。




◆第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では次のセットアップだが。まず最初に……（トループのコマを増ふやす）。

一同：増えたああああああああっ!?

ＧＭ：船内にはまだまだジャームがいるからね。徘はい徊かいしている連中が、キミたちを見つけて集まってくるよ。ちなみにセットアップごとに増える。

柳也：ホントに下は厳しいんだな。とりあえず《灰はい色いろの庭》でナタリアのイニシアティブを３まで下げるぜ！

ＧＭ：他にセットアップは無いね？　では柳也から行動だ。

柳也：俺おれは下層から抜ぬけるぜ。マイナーとメジャーを使って中層へ。

紫帆：次はわたしなんだけど……。

柳也：待て。ここで俺が《時間凍とう結けつ》で動く！　紫帆には上に行ってもらった方がいい！

ミナリ：え、でも柳也さんの侵しん蝕しよく率りついくつになります？

柳也：攻こう撃げきするとたぶん[image: ]％超こえる。

ＧＭ：うおお！　まだ敵てきに攻撃してないのに！　柳也の侵蝕率がもうやばい！

柳也：いいんですよ！　俺は、ほら、……みんなの心のオアシスだから……。




　意味がわからない。




ミナリ：りゅ、柳也さん？

柳也：たわごとだ！　忘わすれてくれ！（笑）……というわけでマイナーで《リアクティブダッシュ》を使って10メートル前進！　攻撃は───全力で行くか？　装そう甲こう値ちとかあるのか？

薫：でもそれをすると今後ほとんど攻撃できないんじゃないかい？

柳也：うーむ。しかしここでがれきを壊こわせなきゃ《時間凍結》の意味も無いし。……よし、《ドッペルゲンガー》だけ抜いて攻撃！　命中の達成値は29！

ＧＭ：こっちは回かい避ひをしないので、ダメージをくれ。

柳也：……36点！　装甲無む視し！

ＧＭ：ちっ！　装甲無視が無ければ残ってたのに！　……装甲10点、ＨＰ30点でした。

一同：あっぶねえええええええっ！

ＧＭ：というわけで柳也の重力弾だんでがれきが吹ふき飛ばされる！

柳也：よし！　とりあえず紫帆行けっ！

紫帆：（コマを動かしながら）ありがとー、柳也さーん……。とりあえずメジャーアクションで上じよう層そうに行きます。

ＧＭ：じゃあ上層の状況を……（書き込こむ）。
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紫帆：ジャームは２体か……。

薫：それにテレーズちゃんがいるね。

ＧＭ：うん。上層ではテレーズがヘリの手前で待っていて、「早く！　こっちに！」と手を振ふっている。

紫帆：はい！

ＧＭ：ちなみにテレーズにもジャームが攻こう撃げきを仕し掛かけたりしているが、全部肩かたのフクロウがその攻撃をたたき落としている。

ミナリ：強いなあ（笑）。

ＧＭ：まあね（笑）。……では残りのＰＣの行動だ。




　ここでミナリが移い動どうして中層へ。

　薫が《緑の鞭むち》を作りつつ、柳也の開けた道を走り込んで上層へと移動した。




ＧＭ：で、ナタリアの行動。……中層への階段までは残り31メートルか。

ミナリ：マイナーで動けるのは29メートルだから、このラウンドは攻撃が来ない？

ＧＭ：いいや、甘あまいな。ナタリアはマイナーアクションで《ホットダッシュ》＋《氷の回かい廊ろう》のコンボを使用！　二回移動する！　一気に中層へ！

薫：……え？

紫帆：移動のエフェクト二回使用……なんて珍めずらしい！（笑）

ＧＭ：三段だんジャンプのように階段の下までやってきて、階段をぶち破やぶりつつ中層へ！

柳也：来たああああああっ！

ＧＭ：そして同時に胴どう体たい部分から、黒く粘ねばつく液えき体たいをミナリに噴ふき出す！　《悪あく魔まの影かげ》＋《死神の瞳ひとみ》その他！　食らうと次に受ける攻撃のリアクション不ふ可か＋ダメージ５Ｄ増ぞう加かだ！

柳也：これはこれでイヤな攻撃だな。

ＧＭ：「ほほほほほほっ！　呪のろわれなさい！　オーヴァード！」……命中の達成値ちは40！

ミナリ：だから人間はそんな液体吐はき出さないのに！（笑）……回かい避ひは失敗。

ＧＭ：ミナリの体に液体がへばりつく。この液体は次に攻撃を受けたら爆発するから。




　ここで中層、上層のトループが行動。

　ミナリは呪いの効果で最初の攻撃こそ受けて倒たおれるものの、ナタリアのタイタスを昇しよう華か。後の二発はその防ぼう御ぎよ能のう力りよくによってダメージを０に抑おさえる。

　柳也は二発攻撃を食らってＨＰが０に。ナタリアのタイタスで蘇よみがえる。

　上層では薫が二発攻撃され、両方とも《リザレクト》。ついに侵しん蝕しよく率りつが[image: ]％を超こす。




ＧＭ：よし、これで全員《リザレクト》できなくなったな。

ミナリ：まだまだここから！　……薫さん、ジェラルドにタイタスを。

薫：了りよう解かいだ。Ｄロイス：特とつ権けん階級の能力で、ナタリアのタイタスを昇華してジェラルドくんを蘇らせるよ。

ＧＭ：では、消え去ったはずのジェラルドが再ふたたびその体を取り戻もどす。「……まだ、動ける」

薫：そうさ、ジェラルドくん。もう少し足あ搔がいてみようじゃないか。

ＧＭ：「……薫、さん」

薫：そうそう、今日は聖せい夜やだからね。足搔いて足搔いて……奇き跡せきでも起こしてみようか。

ＧＭ：「……はい！」

ミナリ：ではジェラルドに中ちゆう層そうに来てもらい、《アクセル》を私に。

ＧＭ：了解。ではジェラルドは階段を降り、ミナリに《アクセル》を。「もう少しです！」

ミナリ：私は止まりかけていた足を強ごう引いんに動かして、ナタリアの攻撃圏けん内ないから逃のがれます。……メジャーアクションで40メートル移動！

ＧＭ：ではクリンナップのダメージだな。




　このダメージで中層に元からいたトループ３体が死し亡ぼう。

　柳也とミナリ、ジェラルド、ナタリアもそれぞれ10点のダメージを受けた。




◆第３ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では３ラウンド目のセットアップ。まずトループが増ふえます。

紫帆：うう、倒しても倒しても終わらないー。

柳也：だが、ナタリアを倒せば脱だつ出しゆつはできるだろ。……俺はいつものとおり《灰はい色いろの庭》でナタリアのイニシアティブを落とす！

ミナリ：私はこのラウンドから《フルインストール》を。そろそろ勝負かけないと。

柳也：んで俺からだな。マイナーの《リアクティブダッシュ》、メジャーの全力移動で上層に行く。……やっとダメージの受けないエリアまで来たー！

ＧＭ：ここまで一番柳也が苦労してるからなあ（笑）。

紫帆：……ね、このラウンドジェラルドくんの《アクセル》はわたしにもらえるかな？

柳也：いいんじゃないか？　正直俺とミナリはもう何回も攻こう撃げきできねえし。

薫：僕ぼくを動かすよりは紫帆くんの方が火力もあるしね。

紫帆：じゃあ、ここで《獣けものの魂たましい》を使っておきます。ちょっとでもダイス増ふやしたい。

ミナリ：私も移動して上層へ。……これでみんなを防御できる。

ＧＭ：了解。ではジェラルドはマイナーで上層へ、メジャーで《アクセル》を紫帆に。

薫：じゃあ僕は増えてきたトループを片付けるよ。マイナーで移動しつつ、《スプリットアタック》を使って４体まとめて攻撃する。右手からイバラがするするする～っと伸のびるよー。

ミナリ：これでザコを一掃できれば、態たい勢せいが整いますね。

柳也：……そう！　こうだよな！　やっと俺たちの戦法が機き能のうしはじめた感じだ！

ミナリ：長かったですね……。

薫：苦労がにじみでるねえ（笑）。……ところで命中の達成値ちは65だよ。

ＧＭ：65！　無理無理！　……回かい避ひできるわけないよ！　失敗だ！

薫：じゃあダメージは40点だ。瞬しゆん時じに広がったイバラがあたりのジャームを締しめ付けるよ。

ＧＭ：く～、全ぜん滅めつした！

ミナリ：よし！

ＧＭ：だがここでメガ・ナタリアの行動だ。さっきのように《ホットダッシュ》＋《氷の回かい廊ろう》で移い動どう！　三段だんジャンプで階段を突つき破やぶり、上じよう層そうに上がってくる！

一同：来たあああああああああっ！

ＧＭ：そしてメジャーアクションは……自分の周りにいる紫帆、ミナリ、柳也、ジェラルドに対して《黒星粉ふん砕さい》！　食らえ！　ヒューマン・ブラックホールキャノン！　「コレが人間の力よぉぉぉぉぉっ！」（笑）

紫帆：そんなこと人間できない!!（笑）

ＧＭ：「人間、やってやれないことは無いのよおおおおぉぉぉっ！」（笑）

ミナリ：こ、この今までのボスとは一線を画したようなこのバカさ加か減げん……（笑）。

柳也：……それはそれとしてやばいぞ。これ、判定が無いから《時の棺ひつぎ》じゃ止められねえ！

紫帆：あ、じゃあ《ミスディレクション》でそれを単体攻撃に変へん更こう！　……できますよね？

ＧＭ：おおっ！　……確たしかにそれはできる！　紫帆の生み出した幻げん影えいにだまされて、ナタリアは見けん当とう違ちがいの方向へブラックホールを発はつ射しやする。

ミナリ：そして紫帆に行った攻撃を私が《マグネットフォース》でカバーリング！

ＧＭ：む、いい展てん開かいだな。……ダメージは装そう甲こう無む視しの46点！

ミナリ：ここでディエースのロイスをタイタスに、昇しよう華かして蘇る。……ディエースではなく、ジェラルドとなったあの子のためにも、私が誰だれかを救うためにも倒たおれないっ！

ＧＭ：「…………しぶといゴミたちね……！」うめくナタリア。

紫帆：そしてわたしがセカンドアクションで行動！　《フルパワーアタック》を使って攻撃！　大きな相手だからそれ相そう応おうに光の剣けんを巨きよ大だい化かさせて……命中の達成値は56！

ＧＭ：回避に使えるエフェクトは無い！　ダイスは24個こだが……達成値19で回避は失敗！

薫：紫帆くんに《力の法ほう則そく》だ。動きを止めて打だ撃げき力りよくを増ふやすよ。ダメージ＋３Ｄだ。

紫帆：ありがとうございますー。……合わせてダメージ73点！　装甲無視！

ＧＭ：《斥力障しよう壁へき》を使ってダメージ軽減する！　……15点軽減。ちなみに装甲値は無い。

ミナリ：あ、無いんですか。

ＧＭ：安達くんが希望したからな（笑）。それはそれとしてＨＰは高いぞ。

柳也：そりゃあ、【肉体】20もあるんだからなあ（笑）。




◆第４ラウンド
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ＧＭ：では第４ラウンドだ。……このラウンドが勝負かな。

柳也：そうだな。みんなの侵しん蝕しよく率りつもそろそろいっぱいいっぱいだ。

紫帆：でも、まだ相手は一回も復ふつ活かつとかダメージキャンセルとか使ってないですよね……。

一同：…………。

ミナリ：でも、やるしかない。……私は《フルインストール》！

柳也：俺おれも《灰はい色いろの庭》。相手が行動する前に終わらせるぞ。……で、メインの行動は……。

ＧＭ：ちょっと待った、ナタリアもセットアップで行動するぞ。

一同：えっ!?

ＧＭ：《極きよく大だい消しよう滅めつ波は》を使用。巨きよ大だいな肉にく塊かいが両側に開き、業ごう炎えんを噴ふき出す！

一同：ギャ────ッ！

ＧＭ：対象は紫帆、ミナリ、柳也、ジェラルド！「これで、これでこれでオーヴァードは殲せん滅めつよおおおおおっ！」リアクションはできないぞ！

紫帆：も、もう一回《ミスディレクション》！

ミナリ：同じくカバーリング！　……ここはなんとかタイタス使用をしないでいきたい！

ＧＭ：……だがダメージの出目はいいぞ！　39点！

ミナリ：甘あまいっ！《氷雪の守しゆ護ご》とリアクティブアーマーを同時に使用！　……合計43点ダメージ軽けい減げんでダメージ０っ！

一同：おおおおおおおおおおっ！

柳也：相手の切り札を受けきった！

紫帆：すごい！　頼たよりになる！

ＧＭ：や、やるなあ……。では視し界かいが埋うまるほどの炎ほのおの中、ナタリアが哄こう笑しようを上げている。「アハハハ！　これでみんな死んだのよ！　オーヴァードは絶たえたのよ！　アハハ、ハハハッ！」

ミナリ：だが、もうもうとした煙けむりの向こうにナイフを構かまえ、紫帆をかばっている私が。……周りには薄うすい氷のバリアが張はられている！

ＧＭ：「ば、バカなっ！　私の……人間の力で！　消え去らないなんて……っ！」

ミナリ：前から思ってたけれど───あなた他人を見下しすぎよ。

ＧＭ：「くうっ！」

柳也：次は俺だが……待機させてもらうぜ。もう侵しん蝕しよく率りつがどうしようもない。

紫帆：うん、まかせて。……わたしは《フルパワーアタック》抜ぬきで攻こう撃げき！　コレで侵蝕率は[image: ]％。光の剣けんを横よこ薙なぎに……命中は29！

ＧＭ：回かい避ひは……おおっ、同じく29！　回避成功！

一同：えええええええええええっ!?

柳也：こ、ここでそんな出目を出すのかよ！

ＧＭ：紫帆の横薙ぎの攻撃に対して、ナタリアはその巨きよ体たいを揺ゆらし……、飛んでかわす！

紫帆：いや、まだ！　タイタスをひとつ昇しよう華か！　達成値ちを上げて強引に当てます！

ＧＭ：そこまでするか。……それに対たい抗こうできる策さくはないな。

紫帆：達成値が増ふえて……36になって命中！　振ふり抜く前に手首をひねって上方向に斬きる！

薫：さっきと同じく《力の法ほう則そく》を使うよー。

紫帆：ダメージが……64点！

ＧＭ：ちっ、《斥せき力りよく障しよう壁へき》！　14点軽減で……あっぶねえ、ぎりぎりで耐たえた！

紫帆：うう、倒たおせなかった……。

ミナリ：いや、でも押おしてる。

ＧＭ：まだまだ！　ナタリアは《時間凍とう結けつ》を使用！《リアクティブダッシュ》で25ｍ動きつつ、《プラズマカノン》＋《魔ま神じんの心しん臓ぞう》＋《氷の戒め》＋《因いん果が歪わい曲きよく》その他で攻撃！傷きずついた体で宙ちゆうに浮うき上がり、口から炎を吐はく！

紫帆：なんかいろいろ使ってきた！

ＧＭ：ダイスペナルティと移い動どう不ふ可かが付加された攻撃だ。

柳也：それは《時の棺》で止める！　いくつもの重力球を連発して、炎全体を吹ふき散らす！

ＧＭ：ぐ……、それはどうしようもない。柳也の最後の力で炎は消し飛ばされた。

薫：それなら僕が先に攻撃して向こうに切り札を使わせよう。いつもの攻撃。……命中は68。

ＧＭ：回避は14で失敗。というか薫は今日、命中で回りすぎです（笑）。

薫：はっはっは、それほどでもないさー。ダメージは36点だよ。

ＧＭ：ぐ……ここでナタリアのＨＰは０になる。だがここで《燃もえる魂たましい》を使用！　ナタリアの目が光り、動きを止まりかけた体を強引に動かす。「……まだ、まだよっ！」

ミナリ：……その執しゆう念ねんが、もっといい方向にむけられれば良かったのに。

ＧＭ：髪かみを振り乱みだし、目を血走らせ、引きつらせた顔に無む理り矢や理り凄せい絶ぜつな笑えみを浮うかべて彼女は言う。「オーヴァードを殲せん滅めつすることが優ゆう先せんでしょう！　あなたたちのような存そん在ざいがいて、どうして私たちが安心して暮くらせるのっ!?」

ミナリ：…………。

ＧＭ：「化け物ならば化け物らしく、人間に狩かられなさいっ！　自分が人間だと言うのならば、せめて自分で死になさいッッッ！」




　容よう赦しやない言葉をたたきつけてくるナタリアを、だがミナリは静かに見つめる。




ミナリ：……あなたの言うことはおそらく正しい。私たちオーヴァードは、普ふ通つうの人間から見れば恐きよう怖ふの対象だもの。誰も、〝いつ暴ぼう走そうするかわからない〟友達なんて持ちたくはないわ。

ＧＭ：「ならば死になさいっ！　今すぐ！　今すぐにぃぃぃっ！」

ミナリ：（黙って首を横に振る）

ＧＭ：「なぜっ!?」

ミナリ：それは───




「───私たちもまた、救われたい存在だから」




ＧＭ：「……すく、われ、たい？」

ミナリ：そう。だから私たちは死を選ばない。私たちはあきらめない。……立ち止まれば、そこで終わりだと知っているから。

ＧＭ：……ジェラルドもどこか呆ぼう然ぜんとミナリを見てる。

ミナリ：では、左手に仕し込こんでいるワイヤーウィップを抜きます。そして───。




　ミナリは静かに───冷れい徹てつにも、荘そう厳ごんにも聞こえる調子でその言葉を口にする。

「ナタリア・カレスティア。……あなたを倒たおします」




ミナリ：あなたがエゴで私たちを殺すように。私は私のエゴで、あの子を救いたいがためにあなたを倒す。

ＧＭ：ミナリの目線にナタリアは一いつ瞬しゆんひるんだ後、絶ぜつ叫きようにも似にた咆ほう哮こうをあげる。

ミナリ：これが最後の攻撃……！　ここで外せば犠ぎ牲せいが出る。

ＧＭ：そうだね。この後はこちらの行動だ。もう、キミたちに止める手しゆ段だんは無い。

ミナリ：（うなずいて）では───ワイヤーウィップを使って全力で攻こう撃げきを。

薫：勝負所なら僕ぼくもタイタスを回そう。……ヘラルド博士のタイタスを昇しよう華かして、ミナリくんの判はん定ていのクリティカル値ちを下げるよ。

ミナリ：はい。これで侵蝕率は[image: ]％。残りロイスは４個。……命中は57！




　ミナリの左ひだり腕うでがかすみ、鋼線の刃が飛ぶ。

　風を裂さき、炎ほのおを裂き、音もなく、ソレはナタリアの〝人の体〟に巻まき付いた。




ＧＭ：……回かい避ひは19で失敗。ナタリアはワイヤーウィップにまったく気づけない。

ミナリ：巻まき付いたのを見て、引きます。……よし、出目がいい！　67点！

紫帆：よしっ！

柳也：やったか？

ＧＭ：ここで《ショックアブソーブ》を使用！　ダメージを25点軽けい減げん！

紫帆：うわ！　まだそんなもの持ってるの!?

ミナリ：た、倒せない……？

ＧＭ：だが───。




　少しの抵てい抗こうの後、巨きよ大だいな肉にく塊かいからナタリアが切り離はなされた。

　断だん末まつ魔まの悲鳴も無く、狂きよう気きも妄もう執しゆうもそのままに刃は彼女の意い志しを断たち切っていた。




ＧＭ：ダメージ軽減しても42点ダメージ。……２点オーバーでナタリアは死んだ。

ミナリ：……よし。

一同：やったあああああああああああああっ！

ＧＭ：そしてテレーズがもう半ギレ状じよう態たいで叫さけんでます。「……早く！　時間無いわよ！　死にたいのっ!?」さらに言うと船全体に不ふ吉きつな振しん動どうが続いている。

紫帆：わ、わ、わ！

薫：おっと、それじゃあ逃にげましょうかねえ。……ひょいひょいとヘリに乗り込こみます。

ミナリ：ジェラルドは？

ＧＭ：悲しそうな顔でナタリアの体を見ているよ。

ミナリ：では近くによって。……黙だまって彼女の目だけは閉とじさせて行きます。

ＧＭ：ジェラルドはそれを見て、少しうなずく。……そしてテレーズが「ミナリ！　早く！　……ってあれ？　なんでその子が？」

柳也：ああ、後で説明するさ。……と、ヘリのシートに座すわりながら言う。

ＧＭ：「ま、まあいいわ！　とにかく早く！」

ミナリ：では私は立ち上がって───。




　疲つかれた顔で、でも精せい一いつ杯ぱい笑え顔がおを浮うかべて。ミナリは少年に手を差し出す。

「……さあ、行きましょう」

　少年にはその手を取る力は残っていなかったけれど、彼は幻げん影えいの手を重ねてうなずいた。

　───そして彼らは旅立った。

　長くこもっていた檻おりから。みずからを縛しばる鎖くさりから。その先に自由があると信じて。







《灰色の庭》　対象を重力場に取り込み、動きを遅くするバロールのエフェクト。

《アクセル》　他人を素早く行動させるソラリスのエフェクト。

セカンドアクション　そのラウンドで行動可能なキャラクターがいなくなった後にもう一度行動権を得ること。いくつかのエフェクトを使用することでそれが可能となる。

《光の剣》　その名の通り、光の剣を生み出すエンジェルハィロゥのエフェクト。

《リアクティブダッシュ》　斥力で勢いをつけて移動するバロールのエフェクト。

《プラズマカノン》　プラズマ球によって対象を燃やし尽くすサラマンダーのエフェクト。

《斥力の鎚》　攻撃と共に斥力で相手をはじき飛ばすバロールのエフェクト。

《氷の戒め》　氷によって相手の脚を縛り付けるサラマンダーのエフェクト。

《リザレクト》　自動的に傷を治すエフェクト。オーヴァードなら誰でも使えるが、侵蝕率が[image: ]％を超えると起動しなくなる。

《飛礫》　そこらにあるものを怪力で投げて攻撃するキュマイラのエフェクト。

《時間凍結》　瞬間だけ時間を止めて、その中で活動するバロールのエフェクト。

《ドッペルゲンガー》　自分の分身を生み出して攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《緑の鞭》　植物によって武器を作り出すオルクスのエフェクト。

《ホットダッシュ》　移動しながらエフェクトを使うサラマンダーのエフェクト。

《氷の回廊》　氷によって足場を作り、空中を移動するサラマンダーのエフェクト。

《悪魔の影》　重力場によって相手の動きを封じるバロールのエフェクト。

《死神の瞳》　力場によって次に対象を狙う攻撃の威力を上げるバロールのエフェクト。

《フルインストール》　電気的刺激によって、あらゆる能力を倍加させるブラックドッグのエフェクト。

《スプリットアタック》　武器を分裂させて攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《黒星粉砕》　ブラックホールを生み出して、あらゆるものを破壊するバロールのエフェクト。

《時の棺》　時間を停止させて対象の攻撃を失敗させるバロールのエフェクト。

《ミスディレクション》　幻影によって攻撃の対象を誤認させるエンジェルハィロゥのエフェクト。

《マグネットフォース》　磁力によって攻撃を自分に引きつけるブラックドッグのエフェクト。

《フルパワーアタック》　自分の力すべてを使って攻撃力を上げるキュマイラのエフェクト。

《力の法則》　〝領域〟を利用して、対象の攻撃を効果的に行なわせるオルクスのエフェクト。

《斥力障壁》　斥力による不可視の盾を張るバロールのエフェクト。

《極大消滅波》　超高熱、超低温による攻撃を行なうサラマンダーのエフェクト。

《氷雪の守護》　自分の周りに氷によるバリアを張るサラマンダーのエフェクト。

《魔神の心臓》　巨大な重力弾による攻撃を行なうバロールのエフェクト。

《因果歪曲》　重力によって攻撃を拡大させるバロールのエフェクト。

《ショックアブソーブ》　レネゲイドの力で瞬間だけ力場を作り、衝撃を軽減するエフェクト。











　　　ENDING PHASE




ＧＭ：ではエンディングフェイズに移りまーす。まずは自じ律りつ判はん定ていの結果から教えてください。

薫：はーい。

他の三人：…………。

ＧＭ：なんか───みんなの顔が暗いんだけど。

紫帆：あまりに、出目が悪くて結局三倍振ぶりでした……。

ミナリ：同じく、２点だけ足りなくて三倍振りでした……。

柳也：出目が悪すぎて三倍でもギリギリでした……。

ＧＭ：え!?　確たしかに柳也はキツそうだったけど、三人も三倍振りになるほどだったっけ!?

ミナリ：私は８Ｄ振って42出ればよかったんですが、40でした。

柳也：[image: ]％から三倍の12Ｄ振って50でした。

紫帆：[image: ]％で10Ｄ振って39でした。三倍振りで帰ってきました。

ＧＭ：ミナリはともかく……、紫帆と柳也は期待値のはるか下……？

柳也・紫帆：うう……、ダイス目悪すぎた……。

ＧＭ：それは……ご愁傷様です（笑）。とりあえずはエンディングへー。







◆Ending 01◆また、会う日まで


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　遠くで黒い煙けむりが立ち昇っている。

　ミナリたちが脱だつ出しゆつした直後、豪ごう華か客船〝オラシオン〟は最後の大だい爆ばく発はつを起こし、沈ちん没ぼつした。

　あの背はい徳とくの船はすべて炎ほのおに飲まれ、海の藻も屑くずとなったのだ。




　その残ざん骸がいを、ジェラルドは遠い目で見つめていた。




ＧＭ：ではエンディングです。……シーンは脱出したヘリコプターの中。

柳也：今回もスレスレで切り抜ぬけたな。

薫：僕はけっこう満足したけどね。好奇心はかなり満たされたよ。

紫帆：わたし疲つかれた……。

ミナリ：ハードなミッションだったことは確かね。

ＧＭ：そんな会話をしながらヘリに乗っていると、どんどんとジェラルドの体が薄うすれていく。

紫帆：えっ!?

薫：……ああ、もう時間切れだね。

柳也：そうか……。あの船から切り離はなしちまったからな。

ＧＭ：彼は爆発した船の方を、そしてそちらから昇ってくる朝日を見ている。

ミナリ：……隣となりに座すわります。

ＧＭ：ジェラルドは遠くを見ながら、「綺き麗れいですね」とつぶやく。

ミナリ：そうね……。

ＧＭ：「……こんな気持ちで空を見るのは初めてです。海から空を見る、なんて今まで何度もあったのに」

ミナリ：……それだけでも、あなたをあの船から連れ出した甲か斐いがあったわね。

ＧＭ：「はい」と笑え顔がおで答えるジェラルド。その声もかすれてノイズ混まじりになっている。

ミナリ：…………。

ＧＭ：そしてジェラルドはミナリに向き直って言う。「……そろそろ、形を保たもてなくなってきたようです」

ミナリ：…………。

ＧＭ：「ボクはこれからどうなるかわかりません。もしかしたら、もう元には戻もどらないかもしれません」

ミナリ：……そうね。

ＧＭ：「それでも───、それでもあなたのことは覚えています。……どうなっても」

ミナリ：私も───あなたのことは忘わすれない。絶ぜつ対たいに。

ＧＭ：「……ありがとう」

ミナリ：でも、ロイスを固定化する余よ裕ゆうは無いんだけど。……ごめんね（笑）。

柳也：オイ！（笑）

ＧＭ：「いえ、ミナリが三倍振りをしたことは知ってますから。いいですよ」

紫帆：ちょっとちょっと、どんな会話してんの（笑）。

ミナリ：いや、ちょっと思いついちゃって（笑）。

ＧＭ：おう、すまん（笑）。……で、ミナリたちが会話をしている隙すきにテレーズが薫の袖そでを引っぱる。「……ねえ、ねえ」と小声で。

薫：……なんですか？

ＧＭ：（ささやき声で）「話が見えないんだけど。一体どういうことなのよ？」

柳也：あー、まだ説明してなかったっけっか。

薫：じゃあ経けい緯いは全部説明します。……わかるように。

ＧＭ：了りよう解かい。薫の話を聞いている内に、テレーズはだんだんうつむき気味になり、肩かたが震ふるえて、たまに鼻をすする音が。

柳也：む……？

薫：あれ？　テレーズちゃん、この手の話弱かった？

ＧＭ：「泣いてないわよ！」とやっぱり小声でテレーズは言う。……ちょっと声は震えてるけど。

紫帆：あー……（笑）。

薫：ともあれ、こういう形になったのでジェラルドくんを復ふつ帰きさせるためにちょっとＵＧＮの協力が必要なんですよ。

ＧＭ：テレーズはハンカチで顔をぐしぐしとぬぐってうなずく。「わかったわ。正直、元のシステムがわからないから完全な復ふつ帰きができるかどうかわからないけど。最さい大だい限げんの努力はする。……私の名前で約束するわ」

薫：と、いうことらしいですよ。……ミナリくんたちに声を。

ＧＭ：するとジェラルドが笑って、「ちょっと、安心できそうです」と言う。

ミナリ：大船に乗ったつもりでいて。ＵＧＮの技ぎ術じゆつ力りよくだって、なかなかのものなんだから。

ＧＭ：「ええ」とうなずくジェラルド。「ありがとうございます、ミナリ。こうなったのはあなたと仲間たちのおかげだ」

ミナリ：どういたしまして。……そう言ってくれてうれしいわ。

ＧＭ：「本当に感かん謝しやしています。これで、ボクはこれから先も生きていける」

ミナリ：…………ジェラルド。




　そして、少年とミナリは最後にかすれた声でひとつの約束をした。




ＧＭ：「……また、会えますよね」




　朝日に照らされて、その姿すがたはもうほとんど見えない。

　だが、それでも。

　ミナリは彼をまっすぐに見て、答えを返す。




ミナリ：ええ、また会いましょう。




　約束の言葉と共に、少年は消え去った。

　後に残されたのは笑え顔がおの残ざん滓しと、もの言わぬ機械の体のみ。




　ミナリはそっとコアに手を触ふれる。

　……それは、少し暖あたたかかった。







◆Ending 02◆そして、悪あく夢むへと


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　十二月二十六日、晴。

　紫帆たちは四、五日ぶりにペリゴールへと戻もどってきていた。

　街はすでにクリスマスシーズンを過すぎ、どこか閑かん散さんとしたイメージになりつつある。




　だが、紫帆は帰ってきたことを実感していた。

　……やはり、ここが自分の居い場ば所しよなのだと。




ＧＭ：では次のシーン。やっぱり全員登場で、シーンはペリゴール。

柳也：あー、帰ってきたのか。

ＧＭ：そうそう。近くで体力の回かい復ふくを図はかってから、やっと日本へ。……今は十二月二十六日ってとこかな。

紫帆：あー、今年はクリスマス何もできなかったー。せっかく寮りように残ってる面子メンツで何かやろうと思ってたのにー。

ミナリ：紫帆はまだいいじゃない。オラシオンでパーティに参加できたんだから。私なんて給仕ばかりで、ろくに食事もできなかったのに。

ＧＭ：じゃあそんな会話を、いつものようにカウンター前でしている感じだね。……ちなみに今日は、オラシオンから持ってきた例のプレートを読み込こんでみようという話になっていると思ってくれ。

紫帆：あ、そっか。ある意味これからが本番なんだ。

ＧＭ：そうそう。だからまだテレーズがくっついてきている。テレーズはちょっと離はなれたところで、紫帆とミナリの会話をどこか冷めた目で見ているよ。

薫：お、ちょっとつついてみよう。……どうしたんだい？　テレーズちゃん。変な顔して。

ＧＭ：「変な顔、じゃないわよ。……まあ、気になることがあるんだけどね」とつぶやく。

薫：ほうほう？　それは……〝銀目の鴉からす〟の件けんかな？

ＧＭ：「それもあるけど。むしろ心配なのは〝感知器〟の件ね」

薫：感知器？

ＧＭ：「実はこっそり他の〝賢けん者じやの石〟を持ってきてたの。ＵＧＮが保ほ管かんしているヤツ……銀の目になるヤツとは別のものをオラシオンにね」

薫：ほう？

ＧＭ：テレーズはここで眉まゆをしかめる。「やっぱり大きな反はん応のうがあったわ。紫帆が戦い始めたタイミングから」

薫：ということは、やっぱり紫帆くんの〝賢者の石〟は他の石と連動している？

ＧＭ：「連動、というよりは一方的な干かん渉しように近いかな。……まあ、どちらにせよあの子が暴ぼう走そうしたらろくなことにはならないわ」

薫：やれやれ。……柳也くんじゃないけど、面おも白しろくなってきたことで。

ＧＭ：「私は心配だけどねー」とぼんやり言ってから、紫帆たちに言う。「さーて、そろそろ始めましょうか」

紫帆：あ、はい。

ミナリ：始めるって……、ここでいいんですか？

ＧＭ：「まあ、準じゆん備びとか必要なわけじゃないし」と彼女は部下にプレートを持ってこさせつつ言う。「やり方は紫帆に取り憑ついている子が教えてくれるんでしょ？」

紫帆：う……、た、たぶん。……さ、三郎？

ＧＭ：呼よびかけると、三郎が出てくる。「おう、話は聞いてたぞ」

紫帆：じゃあやり方を……。

ＧＭ：「プレートを手のひらにでも置いて、後は石を吸きゆう収しゆうする要よう領りようで力を込めりゃいい。プレートと共鳴して、中身が読めるはずだ」

ミナリ：危き険けんは無いんですか？

ＧＭ：「多分な」

紫帆：そ、そんな曖あい昧まいな。

ＧＭ：「ただのメモリのはずだから、危き険けんはない……と思う。だが、俺おれの記き憶おくが当てにならないことはよく知ってるだろうが」

紫帆：……自信がないのを偉えらそうに言われても。

柳也：まあ、手がかりがこれしかないからな。他に読み込める手しゆ段だんでもありゃいいが。

薫：そう簡かん単たんには見つからないだろうねえ。簡単に見つかったらナタリアちゃんがそうそうに売ってただろう。

ミナリ：やるかどうかは紫帆次し第だいよ。

薫：僕としては是ぜ非ひやってほしいけどねえ～。

柳也：お前は余よ計けいなことを言うなっての。

ＧＭ：三郎が紫帆を見て、「……で、どーすんだ？」

紫帆：ちょっと……不安もあるけど……。

ＧＭ：「おう」

紫帆：でも、やってみようと思う。わたしも、石のことは知りたいから。

ＧＭ：「わかった」と三郎が答え、テレーズがプレートを紫帆に渡わたしてくれます。

紫帆：…………では、深しん呼こ吸きゆうをしてから。───えい！

ＧＭ：紫帆が意い識しきを集中すると───。




　まず起きたのは、プレートの変化だった。

　表面に光の文様が浮うかび上がり、それがふわりと空中に流れ出す。

　文様はそのまま紫帆の胸むねへと吸きゆう収しゆうされ……。




ＧＭ：その瞬しゆん間かん、体がバラバラになるような激げき痛つうが紫帆を襲おそう。三郎が何かを言おうとしてかき消え、視し界かいすべてがまざったようにゆがむ。

紫帆：えっ……!?

ミナリ：紫帆！




　目の前の風景が変わる。

　学校の教室が、荒あれ果てた荒こう野やが、寮の自室が、水すい槽そうの立ち並ならぶ薄うす暗ぐらい部屋が。

　見知った景色、見知らぬ景色が一いつ瞬しゆんに数百の単位で入れ替かわる。

　激痛は体を千に分け、千の体は万の世界へと散らばっていく。

　そうして紫帆の意識は闇やみへと消えた。

　───どこかで、誰だれかが自分を呼よぶ声がした。





To be continued


















　　　PREPLAY




　実のところ。

　一話目が終わった時点で、二話目のシナリオはほぼ出来上がっていた。

　それこそ、プレイしようと思えばすぐにでもプレイはできたくらいだ。

　だが、少し気になるところがあった。




　───ギミックが足りない気がする。




　これが私の心配だった。

　シナリオのシチュエーションは決まっている。……紫し帆ほの精せい神しん世界（ちょっと違ちがうが）に入ってもらおうというネタだ。そのために前のシナリオのエンディングで引きを作った。

　だが……その時点でのシナリオは比ひ較かく的ストレートなものだったのだ。




　とりあえず、私はプレイ日までに、シナリオの構こう想そうを他の人にぶつけて意見を聞いてみることにした。……そして数日後。たくさんの人の協力を経へて、私の中にはひとつの画期的なシナリオアイデアができあがっていた。




　───だが、正直、私はこのアイデアを使うかどうか迷まよっていた。

　目の前にあるアイデアは、確たしかにこのシチュエーションにぴったりのものだ。

　だが今までのシナリオとはまったく違う展てん開かいになるために、先の予想がしにくい。




　不安はある。……しかし、プレイヤーは百ひやく戦せん錬れん磨まの強者である。彼らと協力していけば進行はできるだろう。そしてなによりも───そのアイデアは確かく実じつに面白いセッションをもたらすという確信が私にはあった。




　こうして私はそのアイデアを使う決意をし……、そして次のセッション当日を迎むかえた。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：それでは、アライブ三巻かん二回目のセッションを開始したいと思いまーす。

一同：はーい。

ＧＭ：なんと前回の自じ律りつ判はん定ていの結果、今回成長できるのは薫かおるしかいませーん。

一同：（やけのように）いぇーい！

紫帆：あの時、もうちょっと出目がよければ……！

柳りゆう也や：まあ、もうあんな出目はでないだろ。

ミナリ：今回は成長できるようにがんばりましょうよ。

ＧＭ：……では、今回のハンドアウトを。今回はふたつしかありません。

一同：ふたつ!?

ＧＭ：そう、ふたつ。……ひとつめは紫帆用のハンドアウトです。

紫帆：……は、はい。




▼紫帆用ハンドアウト

ロイス：三さぶ郎ろう　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：連帯感／ネガティブ：不安

　いつの間にやら、キミは見知らぬ空間を歩いていた。

　どんよりとした灰はい色いろの空の下、ゆらりとした光の下、どこまでも広がるこの世界は自身の〝賢けん者じやの石〟の中なのだとキミは理り解かいしていた。

　その世界は謎なぞの〝影かげ〟によって崩ほう壊かいしかかっていた。崩壊を食い止めているのはわずかに三郎の力のみ。

　なんとかしなければならない。……この世界の崩壊は、キミ自身の滅めつ亡ぼうに繫つながるのだから。




紫帆：なんかひどいことになってる───っ!?

ＧＭ：今回は紫帆の〝賢者の石〟の中に行ってもらいます。

ミナリ：け、〝賢者の石〟？

ＧＭ：まあ、紫帆の精神世界と思ってもらえればいい。……少しだけ違うけど、その辺はプレイ中に説明するし。

柳也：…………なんか意表をつくハンドアウトが来たなあ。

ＧＭ：ふふふ、今回は実験的な試みをかなりしてるからね。

薫：しかしこのハンドアウトはアレだね。こう、三郎が巨きよ大だいなものを支ささえて……「俺おれがここを押おさえるから先に行けー！」と言いそうだね！（笑）

紫帆：えええええええっ!?（笑）

ＧＭ：いや、言ってませんから（笑）。……シチュエーションは間ま違ちがってないですけど。




▼ミナリ、柳也、薫用ハンドアウト

Ｄロイス：疑ぎ似じ〝賢者の石〟　　　ポジティブ：－／ネガティブ：－

　例のプレートを紫帆が読み取り、昏こん倒とうしてからすでに三日が経たった。

　彼女が目覚める気配はまるで無く、その〝賢者の石〟は暴ぼう走そうの度合いを強めている。石の力は日に日に増ましており、ついには他の石への強きよう制せい的な共鳴現げん象しようが発生し始めた。

　テレーズはこの事じ態たいを憂ゆう慮りよし、キミたちに〝賢者の石〟への接せつ触しよくを命令してきた。

　疑似〝賢者の石〟を埋うめ込こみ、強ごう引いんに意い識しきを共鳴させる危き険けんな方法。だが、成功させなければならない。紫帆を無事に助けるには、もうこの方法しか無いのだから。




ミナリ：でぃ、Ｄロイス!?　ハンドアウトでＤロイス!?

薫：これはまた珍めずらしいねえ。

柳也：ちょ、ちょっと待ってください！　Ｄロイスってことはもしかして……？

ＧＭ：うん、自律判定には使えないよ。

ミナリ：じゃ、じゃあ何か能のう力りよくは？　一いち応おう疑似〝賢者の石〟ってことになってますけど……。

ＧＭ：無いよ。

ミナリ：無し!?

ＧＭ：その代わりに無害なんだけどね。このセッション終わったら自動的に昇しよう華かされるし。

柳也：…………ま、まあそれなら。

薫：ところで、この石ってテレーズちゃんが持ってきたもの？

ＧＭ：そうですよ。

薫：ひょっとしてひょっとすると、この石ってオリジンシリーズに登場した───。

ＧＭ：そのとおり、アレです。……正せい確かくにはそれを無害化したものだけど。




　そういうものが出てきたのである。

　詳くわしくはダブルクロス・リプレイ・オリジン４『未来の絆きずな』を参照していただきたい。




ＧＭ：本当はＵＧＮの中で封ふう印いんしておかなきゃならない代しろ物ものなんだけどね。テレーズがそこを押して持ってきたということで。

ミナリ：つまり、それだけ紫帆が危険な状じよう態たいにあるってこと？

ＧＭ：そう。このままだと紫帆は死ぬか暴走するか。それを止める最後の手しゆ段だんってわけだ。

薫：（ハンドアウトを見て）この疑似〝賢者の石〟を使って、紫帆くんの〝賢者の石〟に接せつ続ぞくして、内部の問題を強引に解かい決けつか。なかなかすごい展開だねえ。

ＧＭ：そうそう。ただし紫帆の石は半はん暴ぼう走そう状態だからね。接続はできるけど、切せつ断だんはできない。片かた道みち切きつ符ぷだよ。

柳也：き、きついぜ。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では、今回のテーマを。……今回のテーマは〝ロイス〟です。

ミナリ：おお、ストレートに重いところが来ましたね。

ＧＭ：ちょっと変わったことをやるからね。今日はいつにもましてロイスの取り方が重要になるんで、みんな気をつけて。

紫帆：変わったこと？

ミナリ：なんとダブルクロスでダンジョンが！

ＧＭ：……ある意味近いかな……。

一同：えっ!?

ＧＭ：まあ、始まってみればわかるから。……じゃあ薫だけ成長を聞いておきましょうか。

薫：考えた結果、《束そく縛ばくの領りよう域いき》と《絶ぜつ対たいの空間》を取ったよー。

ミナリ：《束縛の領域》ってどんなエフェクトでしたっけ？

紫帆：判はん定ていに勝てば、相手の攻こう撃げきを失敗させるエフェクトだったはず。

薫：うん、攻撃よりはこういう方が今の僕ぼくたちには必要かなあと思って。

紫帆：確たしかに、防御は数多い方がいいですね。

ＧＭ：……よし、じゃあ次にＰＣ間ロイスを取ろう。今回はこれも特別で。

薫：おお？

ＧＭ：ミナリ、柳也、薫は紫帆に取ってください。紫帆はＰＣ間ロイスは無しで。

紫帆：はっ！　さ、寂さびしい！

ＧＭ：まあ、これもシナリオギミックのひとつなので（笑）。

紫帆：わかりました（笑）。

ミナリ：じゃあ、私から紫帆は……。




　と、それぞれに紫帆へロイスを結ぶ三人。

　ほどなくしてそれも終わり、無事にプリプレイが終しゆう了りようした。




ＧＭ：では、改めてオープニングを始めたいと思いまーす。

一同：はーい。







Ｄロイス　ディスクリプト・ロイスの略。ロイス枠を使ってＰＣに特殊設定をつけるルールのこと。普通ハンドアウトにはＤロイスを指定しない。

《束縛の領域》　〝領域〟内にあるものを利用して、敵の攻撃を妨害するオルクスのエフェクト。

《絶対の空間》　〝領域〟内の支配力を上げるオルクスのエフェクト。











　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆薄うす暗くら闇やみの世界


ScenePlayer ─── 七なな村むら紫帆






　いつからか、紫帆はこの世界を歩いていた。

　現げん実じつ味みの無い世界だ。どこまでもどこまでも同じ石いし畳だたみの世界。歩いても歩いても、同じ風景。

　空は灰はい色いろにぼんやりと光り、床ゆかには一定の間かん隔かくで奇き妙みような街灯が立っている。

　その世界で───紫帆は、ひとりきりだった。




ＧＭ：では最初は紫帆のオープニング。

紫帆：あ、はい。……わたし、どうなってるんでしょう？

ＧＭ：うん、今キミは広い広い石畳の空間を歩いている。

紫帆：…………え？

ＧＭ：空は曇くもったように灰色で、奇妙な形の街灯があちこちに立っている。……地平線のかなたにはなにやら黒いもやのようなものが見え隠かくれしている。

紫帆：えーと……方向も方角もわからない？

ＧＭ：そう。そんな空間を何日間、何週間も歩いている……気がする。

紫帆：うう、時間感覚も無いのかなあ？

ＧＭ：その通り。ただわかるのは、自分の疲ひ労ろうがじわじわたまっていくことと……疲つかれていくに従したがって地平線の黒いもやがじわじわこっちに近づいて来るということ。

紫帆：ぎゃ──────っ!?　な、なんか怖こわいものが───っ！

ＧＭ：と、よく見ているとそのもやの一部が切り離はなされて、黒い幽ゆう霊れいのようなものがこっちに向かってくる。音も立てずに、するすると。

紫帆：ちょ、ちょっと逃にげます！

ＧＭ：ＯＫ。……すると、その黒い幽霊は紫帆の近くにある街灯にまとわりつく。

ミナリ：おや？

ＧＭ：ぐるぐるぐるっとソイツが街灯に巻き付くと、ランプの光がふっと消えて───。

紫帆：き、消えて？

ＧＭ：その瞬しゆん間かん、紫帆の体からカクンと力が抜ぬける。……ちょっとここで〈意い志し〉の判はん定ていをしてみましょうか。目もく標ひよう値ちは７。

紫帆：い、〈意志〉!?　あー……。

薫：……どうしたの？

紫帆：あのー、〈意志〉はですねー、そのー……〈意志〉なんですよー。




　困こまったような笑え顔がおで言うしのさん。だが意味はさっぱりだ。




ＧＭ：えーと……？　ど、どういうことなんでしょう？（笑）

ミナリ：〈意志〉は苦手だってことじゃない？（笑）

紫帆：要約するとそんな感じ（笑）。……あ、でも達成値８で成功。

ＧＭ：おお。では、力が抜けると同時に紫帆の意い識しきは遠くなっていくが───。




　あたりの風景がかすんでいく。

　何もかもがぼやけたまま、紫帆の意識は闇やみに落ちかけ───。




　べしっ。

　不意にほほを軽く殴なぐられ、落ちかけた意識が回かい復ふくする。




ＧＭ：というわけで誰だれかに殴られます。ごくごく軽く。

紫帆：あいた！

ＧＭ：「しっかりしろ！　今ここで気を失ったら奴やつらに食われるぞ！」と目の前には三郎が。

紫帆：あ、さ、三郎……？　……奴らって？

ＧＭ：「奴らだ」三郎は周りを指す。……すると、さっき街灯を消した化け物が遠くから一いつ斉せいに紫帆の様子を見ている。

紫帆：うう……。

ＧＭ：彼らから紫帆が倒たおれたら、その身を喰くらおうという意志が見て取れる。ハゲワシとかハイエナが獲え物ものを見る感じだね。

紫帆：う～、わたしはおいしくないよぅ……。

ＧＭ：しばらくすると奴らは遠くへと去る。すると三郎が「……今回はどうにかなったか」。

紫帆：さ、三郎！　今のなに!?　っていうかここはどこ!?

ＧＭ：「オイ、落ち着け……」

紫帆：落ち着けないよ！　わたしどうなっちゃったの!?　それにどうして三郎が───。

ＧＭ：じゃあそれにかぶせて三郎が紫帆のほっぺたを引っ張ぱる。「だから落ち着けよ」

紫帆：（自分でほほを引っ張って）……いひゃい。

柳也：芸が細かいな（笑）。

ＧＭ：「ったく、……そんないっぺんに答えられるわけねえだろ」と手を離はなす。

紫帆：あれ？　そう言えば、三郎がわたしに触さわってる……？

ＧＭ：「そりゃそうだ。ここは現げん実じつ世界じゃないからな」

紫帆：うん……それはわかるけど。

ＧＭ：「ここはお前の〝賢けん者じやの石〟の中だ。……前にも一回来たことあるだろ」

紫帆：あー……。でも、前とはずいぶん違ちがうみたいなんだけど。

ＧＭ：三郎はうなずく。「ああ、今ここは崩ほう壊かい寸すん前ぜんだからな」

紫帆：ほ、崩壊!?

ＧＭ：「街灯、あるだろ」と、三郎はあちこちにある奇き妙みような形の街灯を指す。「あれがこの世界における七村紫帆の意識の象しよう徴ちようだ」

紫帆：え……？

[image: ]

ＧＭ：「それを消して回っているのが黒い幽ゆう霊れいのような連中。……侵しん入にゆう者しやだ」

紫帆：アレってやっぱり、あのプレートを読み込こんだ時に取り込んじゃったのかな？

ＧＭ：三郎は苦い顔になる。「それしか考えられん。トラップに引っかかったってわけだ」

紫帆：……あんまり聞きたくないけど、あの街灯が全部消えたらどうなるの？

ＧＭ：「〝賢者の石〟は暴ぼう走そうし、お前はジャーム化するだろう」

紫帆：やっぱり……。

ＧＭ：「奴らはじわじわとお前の領りよう域いきを削けずっている。……そうあまり長くは保もたないな」

紫帆：って、どうすればいいの!?

ＧＭ：「どうするもこうするも……まあ、あの化け物どもを止めなきゃならんのだが……」

紫帆：え……、あ、あんなにいるのに？

ＧＭ：「本体を止めるしかないだろ。あの数は相手にできねえ」

紫帆：……そっか、本体がいるんだ。

ＧＭ：「だが俺おれたちじゃ本体の場所を探さがすのはほぼ不ふ可か能のうだ。なんとかしなきゃな……」

紫帆：…………。




　自分を狙ねらう黒い影かげたちを、どこまでも続く石いし畳だたみの世界を見て、紫帆は身を震ふるわせた。




　自分がジャーム化する恐きよう怖ふではない。途と方ほうもなく広いこの世界を探す不安でもない。

　ただ、自分の〝賢者の石〟のルーツがここにあるというその事実が、なぜか紫帆の身を震ふるわせていた───。







◆Opening 02◆心の中へ


ScenePlayer ─── 八や重え垣がきミナリ






　紫帆が倒たおれて三日目。

　その日、テレーズは厳きびしい顔でペリゴールに現あらわれ、こう言った。

「……悪い知らせがあるわ」




ＧＭ：では次のシーン。紫帆以外の三人は登場してください。舞台はペリゴール。前のエンディングから、紫帆はここの二階に寝ねかしてあると思ってくれ。

ミナリ：あ、じゃあ私は紫帆の看かん病びようしてたことにします。目の下に隈くまとか作って。

ＧＭ：おお、了りよう解かい。……そうすると、ミナリは昨日くらいからちょっと体調悪い感じ。

ミナリ：え？

ＧＭ：（キャラクターシートを見て）たまに意味もなく恐きよう怖ふを感じたりする。

ミナリ：（イヤな顔で）それって、もしかして衝しよう動どうですか？

ＧＭ：ごくごく軽い衝動かな。……理由もないのに冷や汗あせが出たりする。紫帆の側にいると。

ミナリ：…………。

ＧＭ：まあ、それはともあれシーンはペリゴールにテレーズがやってくるところからだ。いつもの通り、数人の部下を引き連れてやってくる。そしてキミたちを前にして、「……悪い知らせがあるわ」と。

柳也：……とりあえず聞こうか。

ＧＭ：「紫帆の〝賢者の石〟は保もってあと十二時間という結けつ論ろんが出たわ。それまでに今の症しよう状じようを治さないと、彼女は暴ぼう走そうしてジャーム化する」

柳也：…………。

ＧＭ：「加えて彼女の石から他の〝賢者の石〟への影えい響きようがまた強くなったわ。石の暴走が始まったら、連れん鎖さ的にジャームが生み出される。……彼女の近くにいれば石の持ち主以外も影響を受けるかもしれない」とミナリを見る。

ミナリ：じゃあその言葉を聞いて叫さけび出します。……それじゃあ私たちでなんとかしないと！　私たちが、私たちがあんなものに触さわらせたから紫帆は！

柳也：おい、ミナリ……。

ＧＭ：テレーズが「落ち着きなさい！」と一いつ喝かつ。───言葉と目線だけで、その場にいる全員を圧あつ倒とうするくらいの迫はく力りよくを秘ひめて。

ミナリ：う……。……さすがに押おされて黙だまります。

薫：ん～、こう見えてもさすがに中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ員いんだねえ。

ＧＭ：彼女はため息をつく。「時間がないのよ。……これ以上、無む駄だな時間はかけさせないで」

柳也：ミナリのことは謝あやまろう。話を進めてくれ。

ミナリ：…………。

ＧＭ：「現げん状じよう、石の暴走を止める確かく実じつな方法はひとつだけ。───紫帆を殺すこと」

薫：（真ま面じ目めな声で）……後はタックルくらい、か……。




　タックル。日本語で組み付く、捕つかまえる、という意味。




ＧＭ：「なぁんでタックルで止められるのよっ!?」（笑）

薫：いやあ、暴走してるっていうからさあ。

ＧＭ：「走ってるわけじゃなくて！」（笑）

柳也：まあまあ、薫につきあってると話進まないぞ（笑）。

ＧＭ：「そ、そうね……」と息いきを荒あらげながら言うテレーズ。

紫帆：……さっきプレッシャー発してた人と同じ人間とは思えないなあ（笑）。

ミナリ：とりあえず話を戻もどします。……もちろん、殺す以外に止める手しゆ段だんがあるんですよね？

ＧＭ：「……最後の手段がね」

ミナリ：教えてください。

ＧＭ：「外部から紫帆の〝賢けん者じやの石〟内に意い識しきを接せつ続ぞくして、内部の問題を解かい決けつする方法よ」

ミナリ：チンプンカンプンなので、いぶかしげな顔をしてます。

薫：ではここで僕が自じ慢まんげな顔で言いますよ。……それはつまり、前に僕が紫帆くんに《サイコメトリー》をしたときのデータを元にしたってことだね！

一同：………………。

薫：いや……、そんな冷たい目で見られるとホントに辛つらいんですけど（笑）。

ＧＭ：改めてテレーズは言う。「……その方法はここにあるわ」そう言うと彼女の部下が厳げん重じゆうに封ふうをしたアタッシュケースを持ってくる。その中には、緑色に光る小石くらいの物体が。

柳也：〝賢者の石〟に似にてるってのは見てわかるのか？

ＧＭ：わかるよ。光の色は違うけどね。「疑ぎ似じ〝賢者の石〟。……まあ、偽にせでも劣れつ化かでもなんでもいいんだけど。とある人間が作った無害で無利益な〝賢者の石〟よ」

紫帆：えーと……、賢かしこくない人の石、とか？

ミナリ：普ふ通つうの人の石、とか偏へん差さ値ち52の石とかかしら？

ＧＭ：そういう意味じゃねえやい（笑）。「通つう常じよう、〝賢者の石〟はオーヴァードの中でも適てき合ごう者と呼よばれるものしか吸きゆう収しゆうできない。でも、コレは一いつ般ぱん人じんにも着けられるように考えられたもの。その代だい償しように能のう力りよくはほとんど無い」

薫：よくもまあこんなものを作ったものだねえ。

ＧＭ：テレーズは肩をすくめる。「これはとある事じ件けんで回かい収しゆうしたもので、本来は封ふう印いん指定を受けてるものなんだけど。……ちょっと黙って持ち出してきたの」

薫：さすがだねえ。大だい胆たんで、そんなところはとても大好きさ。

ＧＭ：「時間がないから、正当な手順を取ってる暇ひまはないのよ」

柳也：で、これが三つあるってことは……？

ＧＭ：「その通り。あなたたちにこれを使って、紫帆の石に接続して欲ほしいの。……今、紫帆の石は放っておいても他の石に接続する。接続するのは難むずかしいことじゃない」

ミナリ：接続は……？

ＧＭ：「切せつ断だんは無理ってことよ」テレーズはため息をついて言う。「今の石に接続するのは、大おお渦うずの中に小こ舟ぶねでつっこむようなもの。こっちから切断することはほぼ無理よ」

柳也：なるほどな。最後の手段ってのはよくわかった。

ＧＭ：テレーズはうなずいて、「で、どうする？　最後の選せん択たく肢しはあなたたちに任まかせるけど」

ミナリ：他に手段は無いんですよね？

ＧＭ：「無いわね。……なによりも時間が無いから」

ミナリ：わかりました。……それなら私は行きます。

柳也：ま、俺も行くさ。紫帆がこうなったのには俺にも責せき任にんの一いつ端たんがあるしな。

ＧＭ：「柳也とミナリは決まりね。……薫は？」

薫：もちろん、行くよ。こんな機会を逃のがせるわけないでしょう。

ＧＭ：「ま、あなたはそうよね」と、半ば呆れた感じで。

薫：ちなみにこれだけは確かく認にんしておきたいんだけど。……この件けんは実は世界的な危き機きを内包しているよねえ？

ＧＭ：「…………」テレーズは黙だまって肯こう定ていする。

薫：紫帆くんの石が暴ぼう走そうすれば、他の石も暴走する。もしかしたら石を持っていないオーヴァードにも影えい響きようが出るかもしれない。……となると、潜もぐった我われ々われにはそれ相そう応おうの責任というものが発生するよねえ？

ミナリ：……無言でうなずきます。

薫：つまり、もしどうしようもなくなったら我々は紫帆くんをどうするか、世界をどうするか決めなければならない。……そういう時になったらミナリくんはどうする？

ミナリ：う……。それは───。

薫：（即そく座ざに）ちなみに僕は面おも白しろい方にいくけどね？（笑）

柳也：お前は最初に面白い答えを出すなよ！　一気に空気がグデグデになるだろうが！（笑）

薫：はっはっは、正直に答えを言ってるだけなんだけどねえ（笑）。

ミナリ：じゃあ薫の方をちょっと睨にらみます。

薫：睨んで睨んでー。そして景気よく啖たん呵かを切ってー。……なんか僕、ＮＰＣみたい（笑）。

ＧＭ：そういうＰＣを目指してたんじゃないんですか（笑）。

薫：いや、そうなんだけど（笑）。

ミナリ：で、薫に言います。……私は紫帆を必ず助けますから。

ＧＭ：「意い気き込ごみとしては十分ね」とテレーズが口を出す。「……ただ、どうしようもなくなったらこちら側からもアクションを起こすわ。───手て遅おくれになる前に紫帆を殺す」

ミナリ：…………。

ＧＭ：「勘かん違ちがいして欲ほしくないから言うけど、私はあなたたちが能のう力りよくのある、信しん頼らいできるオーヴァードだと思ってる。だから、紫帆を助けて欲しいとも思ってる。……でも、ＵＧＮの長のひとりとして、最後の撤てつ退たい線せんは譲ゆずれないの」

柳也：わかってるさ。そうでなければ、アンタはさっさと紫帆を連れて行っているだろう。

ＧＭ：「そういうことね」と言ってから、テレーズは全員を見て、「作戦開始は一時間後。それからはあなたたち次し第だいよ。……健けん闘とうを祈いのるわ」

一同：……了りよう解かい。




　緑の石に導みちびかれ、三人は紫帆の〝賢者の石〟へと潜もぐる。

　……まったく先の見えない、やり直しもできない道だが。

　仲間を、助けるために。







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆想おもいの扉とびら


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　三郎と紫帆が出会ってからしばらく、紫帆は再ふたたび灰はい色いろの世界を歩き回っていた。

　一箇所に留とどまっていては、例の幽ゆう霊れいどもがまた襲おそってくる可か能のう性せいがあるからだ。




　だが───じわじわと疲労はたまっていく。

　気がつけば幽霊たちもだいぶ近づいている。

　……紫帆はゆっくりと焦りはじめていた。




ＧＭ：では次のシーン。まず登場するのは紫帆。オープニングの続きだね。三郎とふたりでやっぱり灰色の世界を歩き回っている。

紫帆：うー……、いつまでこんなことをしてなきゃいけないのー……。

ＧＭ：「本体を見つけるまでだぞ」

紫帆：本体って言っても。……わたしどうすればいいの？

ＧＭ：「まずはソイツのいる場所を探さがさなきゃならん」

紫帆：だから、こうやって歩き回ってるの？

ＧＭ：「いや、これはお前を守るためだ。一箇か所しよでじっとしてたらまた黒い幽霊がくるからな。……だが正直な話、手が足りん。このままじゃ時間だけが過すぎて手て遅おくれに……」

紫帆：そんなこと言わないでよー……。

ＧＭ：「だがな……」とその時。あたりから気味の悪いうめき声が聞こえてくる。

薫：おろろろろーん（突とつ然ぜんうめき声）。

ＧＭ：まあそんな感じ（笑）。……で、それと同時に黒い幽霊のような連中が何体か飛び出してきて街灯を包み込み───。

紫帆：あっ！　ちょ、ちょっと！

ＧＭ：そのまま街灯の光を消してしまう。……紫帆の体を再び脱だつ力りよく感が襲おそう。

紫帆：ひいいいいいいいいっ！

ＧＭ：「倒たおれるなよ！」と三郎が幽霊を睨にらみながら言う。「こいつら、そのままお前を襲ってくるつもりだぞ！」

紫帆：え、えっ!?

ＧＭ：三郎の言葉と同時に、三体の幽霊がその口を開けて紫帆に襲いかかってくる！

紫帆：さっきはおとなしく帰ったのに！　……って、これもしかして戦せん闘とうっ!?

ＧＭ：そう、戦闘。

ミナリ：（即そく座ざに）登場できますか!?

ＧＭ：できるよ。……柳也も、薫もね。

柳也：なら、駆かけつけるか。

薫：はいは～い。

ミナリ：（真ま面じ目めな顔で）……何か、何か面白い登場をしなければならないような気がする！

ＧＭ：と、突然どうしたんだ？

ミナリ：だって精せい神しん世界へのダイブですよ！　どんな演えん出しゆつだってできそうじゃないですか！

薫：あー、それならさ。「ＵＧＮ仮か面めん！」って登場すればいいんじゃない？

ミナリ：え……？

薫：ほら、前に言ってた通りに……。

ミナリ：（笑顔で）はっはっは、ご冗談を。私のキャラはそんなことしませんのであしからず。

一同：おおおおおおおおおおおいっ！

柳也：ったく、二巻であんなこと言ってたクセによ！（笑）




　アライブ２、『追つい憶おくの宴うたげ』第二話を参照していただきたい。




ＧＭ：まったく……（笑）。で、ミナリはどういう演出にしたいの？

ミナリ：えーっと……？

柳也：おい、考えてねえのか！（笑）

ＧＭ：それならこっちで想定してる演出にするぞ。……突然空中に三つの扉が現あらわれる。扉が開くとミナリたち三人が。

柳也：了りよう解かい。じゃあ俺おれは普ふ通つうに飛び降おりて紫帆の横に立つぞ。……よっ、紫帆（片かた手てを上げる）。

紫帆：柳也さん！

薫：僕ぼくは降り立つと早さつ速そく街灯とか調べるよ。なでたりさすったり。

紫帆：うう……なんとなくイヤだなあ（笑）。

ミナリ：で、私は襲いかかってくる幽霊をナイフで振ふり払はらって。……大だい丈じよう夫ぶ？

紫帆：う、うん。

ＧＭ：では戦闘を行なおう！　敵てきは黒い幽霊が三体！

一同：おう！




　紫帆の〝賢けん者じやの石〟内での戦闘が始まった。

　幽霊の強さはそれなり。とはいえ、今のＰＣ四人の敵ではない。

　どうせあっという間に倒たおされるだろう……と思っていたのだが。




ＧＭ：……あ、回かい避ひした。

紫帆：うそ！




　と、紫帆が攻こう撃げき失敗。




柳也：うおおおおおおおっ！　馬ば鹿かな！　攻撃に一個こもクリティカルしねえええええっ！

ＧＭ：……そりゃ回避するわ。回避成功。




　と、柳也も攻撃失敗。

　なんと絶ぜつ不ふ調ちようのＰＣを相手に第２ラウンドの半ばまで持ちこたえたのだ。

　そして───。




ＧＭ：これで最後の幽ゆう霊れいも倒たおれたな。では戦闘終しゆう了りようだ。

一同：は[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

柳也：ちょっと……苦戦しすぎだろ、俺たち。

紫帆：なんか全然ダメだったー……。

ミナリ：侵しん蝕しよく率りつがだいぶ上がりました。《リザレクト》の出目も大きかった……。

薫：予想外に消しよう耗もうしちゃったねえ。

紫帆：ところで……みんななんでここに？

ミナリ：あなたを助けに来たのよ。

柳也：まあ、こっちでもかなりヤバイ事じ態たいになっててな───。と言って経けい緯いを説明するぜ。

紫帆：……黙だまって聞いてます。

薫：で、紫帆くんの状じよう況きようはどうなんだい？　……と、これは三郎くんに聞いた方がいいかな？

ＧＭ：では三郎が、「こっちもかなりヤバイんだよ」と言いつつ、さっき紫帆にした説明をもう一度します。

紫帆：わたしの意い識しきがなんだかまずいらしいです。

薫：で、あの黒い幽霊の親玉を捜さがさなきゃならない、というわけだね。

ＧＭ：「そういうことだ。……こんだけあの黒い幽霊を生み出して、この世界を侵蝕してるんだ。本体はどこかに潜ひそんでいるはずだろう」

紫帆：う～ん、だんだんわたしの心が狭せまくなっていくのかー。

ミナリ：ああ、細かいことでイライラしたり。

柳也：そういう意味じゃないだろ（笑）。

薫：でも、僕たち四人だけでこの広大な世界を探さがすのは無理じゃないかなあ？　……とあたりを見て言う。果てが見えないほど広いんだよねえ。

ＧＭ：「いや、そうでもない」

ミナリ：……何か方法があるの？

ＧＭ：三郎はうなずく。「人数がいればな。……この空間は〝賢けん者じやの石〟の中。正せい確かくに言えば、石が収しゆう集しゆうしてきた情じよう報ほうで構こう成せいされた世界だ」

ミナリ：情報……？

ＧＭ：「そうだ。〝賢者の石〟は人物に宿って情報を集める。だから集めた情報は人物ごとに分類されている。そして、該がい当とうする人物を強く念じればその情報にアクセスできる。だから、多人数でなるべく多くの情報を調べれば本体の場所もわかるかも……」

紫帆：それってもしかして……。

薫：ロイスのことかな。

ＧＭ：ルール的に言うとそういうことになります。

ミナリ：えーと、手順をまとめてもらえますか？

ＧＭ：了りよう解かい了解。こっから先の進行はこんな感じになります。




▼シーンプレイヤーの指定

　ＰＣで相談してシーンプレイヤーを設せつ定ていする。




ＧＭ：これはほぼ通つう常じようどおり。ＰＣで相談するところがちょっと違ちがうかな。




▼ロイスの取得

　シーンプレイヤーが誰だれかにロイスを結ぶ。




ＧＭ：誰にロイスを取るかはシーンプレイヤーが設定してください。




▼シーンの演えん出しゆつ

　シーンプレイヤーが取得したロイスに合わせてシーンが演出される。




ＧＭ：ロイスの対象によってシーンが演出されます。適てき切せつな対象にロイスを取得したときには特別なイベントが発生したり、情報が取得できたりする。

薫：やっぱり〝賢者の石〟がらみのロイスの方がいいんだろうね。

ＧＭ：そんな感じ。で、最終目的は黒い幽霊の本体がいるロイスを探し当てること。……ただし、全員のロイス枠わくが無くなってしまったらそこでゲームオーバーだ。

ミナリ：ゲームオーバーっていうのは……？

ＧＭ：〝賢者の石〟の暴ぼう走そうを止められなくなり、紫帆を殺す以外の選せん択たく肢しで世界を守ることはできなくなる。

一同：…………。

薫：な～るほど。これは確たしかにロイスが重要なセッションだ。

ＧＭ：そういうこと。ちなみにロイスによって構成されるシーン以外にもイベントが起きたりすることもあるから。……この形式を俺は勝手にロイスダンジョンと呼んでる（笑）。

紫帆：は～、ロイスダンジョン……。

柳也：ロイスによって部屋の扉とびらを開いて、情報を得つつボスの居い場ば所しよを探す……確かにダンジョンっぽいちゃあダンジョンっぽいかな。

ＧＭ：そのためにみんなが考えつきそうなロイスのイベントを全部用意して来たんだよ。はずれイベントも含ふくめて（笑）。

ミナリ：あー、なんかシナリオが分ぶ厚あついと思ったらそういうことか（笑）。

ＧＭ：おう（笑）。で、三郎が言うよ。「人物を強く念じれば扉が現あらわれる。その扉を開けば、この〝賢者の石〟が集めた情報───要は石の持ち主が見た光景を見たり、その人物そのものと会えたりする。その中から破は壊かいされた、もしくは書き換かえられた情報を探さぐるんだ」

薫：被ひ害がい状じよう況きようを見て、本体の場所を推すい測そくするのかな？

ＧＭ：「そうだ。もっとも書き換えられた、もしくは破壊された人物の扉の向こうにおそらく黒い幽霊の本体がいる」

柳也：よし、とりあえずやることはわかったぜ。

ミナリ：同じく。

ＧＭ：で、三郎が紫帆に。「とりあえず例として扉を出すぞ」と言う。

紫帆：……え？

ＧＭ：三郎が両手を上げると、紫帆の両側に扉がふたつ現われる。紫帆にはわかるけど、片かた方ほうはキミの幼おさななじみに、もう片方はキミのクラスメイトに繫つながっている。

柳也：幼なじみとクラスメイト？

紫帆：（キャラクターシートを見て）あ！　わたしの初期ロイス！

ＧＭ：そういうこと。「ここに手がかりがあるかどうかはわからないが、やり方としてはこんな感じだ」と三郎が言う。

ミナリ：あれ……？　でも、クラスメイトはまだしも幼なじみと会っているころ、紫帆は石を持ってなかったんじゃ……？

ＧＭ：石は持ち主の記き憶おく、人じん格かくそのものを読み込こむからね。過か去このことは出てくるよ。

ミナリ：ああ、なるほど。

薫：ううむ、面おも白しろい！　つまり扉の向こうは紫帆くんの心象風景というわけだね！

ミナリ：じゃあ私の扉を開けると、いつも紫帆が私のことをどう思っているのかが……。

ＧＭ：鬼おにのような形相でトレーニングを押おしつけてくるミナリがいたりな（笑）。

紫帆：わたしの心理を勝手にいじらないでー！（笑）

ミナリ：はっ！　そう言えば今立ってる場所も紫帆の精せい神しん……？

ＧＭ：正確には〝賢けん者じやの石〟の内部だけど。紫帆と密みつ接せつに繫がっているから、紫帆の精神世界と言えないこともない。

ミナリ：……三郎はいつもここに？

ＧＭ：「ま、まあ一いち応おうな」

紫帆：あ、そうなんだ。……わたし、〝賢者の石〟の中には三郎ハウスとかあると思ってた。

一同：…………。




　三郎ハウス……？




ＧＭ：……今のは聞かなかったことにしましょう（笑）。

紫帆：は、はい。そうしてください（笑）。

ミナリ：（周りを見回して）しかし、ここは寂さびしい世界ですね。そうだ！　花を植えましょう（何かを掘ほり返す仕草をする）。

紫帆：って何やってんの！　おもむろに花を取り出さないで！　ここ、わたしの精神世界なんだから！（笑）

ＧＭ：あー、まあ説明も終わったからとりあえず一回シーン切るよ。……このままだと、ずっと益やく体たいもない話をしてそうだ（笑）。

柳也：まあ、こんな面白いシチュエーションだからなあ（笑）。





＊　　　＊　　　＊






柳也：よし、じゃあ次のシーンに行く前に情じよう報ほう持ってそうなロイスを整理しておこうぜ。

一同：はーい。

薫：やっぱり、代々の石の持ち主が何かありそうだよねえ？

ＧＭ：忘わすれてるかもしれないから確かく認にんしておくけど、紫帆の石は他のいくつかの〝賢者の石〟を吸きゆう収しゆうしているので。その持ち主の情報も記録されてるよ。

紫帆：あ、そうか。じゃあ───まひろさんとか。

薫：シュバシュバシュバ～……の、〝シュヴァリエ〟くんもそうだったねえ。

柳也：ああ、鳶永拓真とびなが・たくまな。

紫帆：あと知ち冬ふゆさんもそうかな。……なんかわたしのこと知ってたし。

ミナリ：彼女は是ぜ非ひ行くべきでしょうね。

柳也：後は───槙まき絵えというか、スティング、か。

薫：そして本命の〝銀目の鴉からす〟だね。

ミナリ：……私は是非鴉には会いに行きたいですね。

紫帆：結けつ構こう持ち主いるなあ。

柳也：他に何かあるとするとアキューズとかか。……アイツ、それなりに知ち識しきは持ってそうだからな。

薫：そう言えば、全員の残りロイス枠わくってどれくらいあるんだい？

ＧＭ：九個こだね。紫帆が三つ、他の三人がふたつずつで全部で九個。

ミナリ：この九回で本体のところまで行かないといけないのか……。

ＧＭ：それに加えて最初の扉とびらふたつだね。……ま、うまく進行すれば侵しん蝕しよく率りつを稼かせげるというメリットもある。

柳也：まあ、最初はみんな好きなところに行くといいだろ。焦あせるのはその後でいい。

紫帆：（他のＰＣに）せっかくなんで、出てきた扉の片かた方ほうに行こうと思うんだけどいいかな？

ミナリ：いいんじゃない？　ロイス枠も使わないし、お試ためしということで。

柳也：そうだな、俺たちも様子見がしたい。

紫帆：うん。……じゃあ、幼おさななじみの扉に行きます。

ＧＭ：了りよう解かい。







◆Middle 02◆変わる世界


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　それは、懐なつかしい光景だった。

　太陽が強く照らす中、たくさんの子こ供どもたちがはしゃぐ声が聞こえる。

　フェンスの向こうには小さな校庭。その向こうには汚よごれた校こう舎しや。

　紫帆の記き憶おくにある、小学校がそのままそこにあった。




ＧＭ：では幼なじみの扉。……ところで幼なじみってどんなキャラかは決めてます？

紫帆：いや、特には。……中学校からは今の学校なんで小学校の時から会ってないくらいで。

ＧＭ：名前はどうします？

紫帆：ん～、じゃあちーちゃんと呼よんでたことに。……本名は後で考えます。

ＧＭ：了解。……では、紫帆がその扉を開くと目の前に小学校が現あらわれる。

紫帆：わたしの行ってた小学校？

ＧＭ：そう。そこに今の姿すがたのまま紫帆がやってくる感じかな。フェンスの向こうでは子供たちが遊んでいる。

紫帆：じゃあちょっと懐かしく見てます。

ＧＭ：すると三郎が現われて、「これがお前の子供のころに行ってたところか？」と聞く。

紫帆：うん。……なんかあっという間に過すぎちゃった気がするけどね。

ＧＭ：「ふうん……」と、珍めずらしいものを眺ながめる目で三郎は言う。

紫帆：三郎は子供の頃ころ───って、覚えてないか。

ＧＭ：「まあな。……相変わらず前がどうだったのかははっきりしねえよ」

紫帆：ホントに……三郎は〝銀目の鴉〟の分身なのかなあ？

ＧＭ：「…………さあな」

紫帆：鴉が石をくれたから三郎がいるんだと思ってたけど、もう、何かよくわからないことになっちゃったね。

ＧＭ：三郎はその言葉には何も言わない。ただ黙だまって小学校を見ている。

紫帆：…………。

ＧＭ：と、そのちーちゃんが……ってそういやちーちゃんは男、女、どっち？

紫帆：うーん、今まで女の子の友達ばかりだったんで男に。

ＧＭ：了解了解。じゃあ、髪かみの毛を刈かり上げた半ズボンの男の子が紫帆の前に現われる。で、「やあ、紫帆」と声をかける。

紫帆：あ……、ちーちゃん。

ＧＭ：「悪いなあ、紫帆」……突とつ然ぜんにちーちゃんはそんなことを言い始める。

紫帆：……え？

ＧＭ：「俺おれ、ず[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っとお前をだましてたんだよ」

紫帆：…………え？

柳也：もしかして……いきなり当たりか？

紫帆：ど、どういうこと？

ＧＭ：「お前が忘れていることを思い出させないように、頼まれてたんだよ」

紫帆：え……っ!?

薫：……これはまた。

ＧＭ：彼は子供特有の輝かがやくような笑え顔がおのまま言う。「紫帆が週の半分、どこかに連れて行かれていたことを話さないでくれって、お前のお父さんとお母さんに頼まれてたんだ」

紫帆：う……っ、噓うそでしょ!?　そんなことあるはずない！

ＧＭ：「噓じゃないよ。……どうして噓だって言うのさ」

紫帆：だって、わたしはあの時まで普ふ通つうの人間で───。

ＧＭ：「それは記憶が失われていたからだよ。普通の人間が〝賢けん者じやの石〟なんて扱あつかえるはずがない」

紫帆：き、記憶……？

ＧＭ：「そうさ。紫帆には覚えていない記憶がある。だから俺たちはお前にそのことを思い出させないようにしてたんだ。……頼まれてね」

紫帆：え……？

ＧＭ：ちーちゃんの言葉によって、世界そのものが揺ゆらいでいく。紫帆が記憶している小学校が歪ゆがみ、ねじれ、真っ黒い何かが噴ふん出しゆつする。

柳也：げ！

ＧＭ：三郎が舌した打うちをしつつ、「オイ！　気をしっかり持て！」と叫さけぶが……。さて！　ここで紫帆に〈意い志し〉の判はん定ていをしてもらおう！　目もく標ひよう値ちは８！　失敗するとすごいことになるぞ。

紫帆：い、〈意志〉！

ミナリ：また紫帆の弱いところを……。

紫帆：えーと、ボーナス足してダイス２個こ。……あ、クリティカル。成功。

ＧＭ：では黒い何かは紫帆自身にまで手が届とどかなかった。……良かったねえ。

紫帆：抵てい抗こうに失敗してたら街灯が一個消えるとか？

ＧＭ：いや、この幼おさななじみのロイスがタイタスになってた。

紫帆：ええええええええええええええっ!?

ミナリ：あ、危あぶなかった……。

ＧＭ：そしてもうひとつ、〈知覚〉判定をしてもらおう。目標値は12。

紫帆：そっちはなんとか……うん、成功。

ＧＭ：では、紫帆はちーちゃんの言葉のとある部分にノイズが入っているように聞こえた。

紫帆：ノ、ノイズ？

ＧＭ：具体的には「紫帆には覚えていない記憶がある」という部分ね。

紫帆：…………？

ミナリ：手がかり……なのかな。

柳也：多分そうだろうな。

ＧＭ：そして気がつけば、あたりは完全な闇やみに包まれている。紫帆の背はい後ごには例の扉とびらがあり、その他には何もない。

紫帆：ちょっと……肩かたを落としてます。

ＧＭ：それを見て三郎が、「……今の話、どこかおかしかったな」と言う。

紫帆：どこ……って？　わたしには全部おかしいように聞こえたよ。

ＧＭ：「うまくは言えないが、記録されている情じよう報ほうの一部が書き換かえられているような感じがした」三郎は厳しい顔でそう言う。

紫帆：書き換えって……つまり、今の話はやっぱり噓だってこと？

ＧＭ：「全部が噓かどうかはわからん。どうやら敵てきは石の情報を壊こわしたいのではなく、何か違ちがう目的があるようだな」

紫帆：…………。

ＧＭ：「どちらにせよ───」




　三郎は苦い声でつぶやく。

「いやな感じがしてきたな……」

　その声に、紫帆は何も応こたえられなかった。

　ただ今聞いた幼なじみの言葉が頭の中を駆かけめぐっていた───。





＊　　　＊　　　＊






柳也：なんか思わぬところから情報が出てきたな。

紫帆：う、うう。予想してなかっただけにショックが大きいよ……。

ミナリ：次、私が鴉からすのところに行っていいですか？　紫帆の様子を見てて、なるべく早く本命を叩たたいておいた方がいい感じがして。

薫：それは確たしかに。なるべく情報は出しておいた方が良さそうだ。

ＧＭ：了りよう解かい了解。じゃあ次は鴉だね。







◆Middle 03◆彼の生まれし地


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　ミナリは扉を睨にらむ。

　その扉は〝銀目の鴉〟……すべてのきっかけとなった存在に繫がる扉。

　彼についての情報は必ず事じ態たいの解かい決けつの役に立つはず。

　決意と共にミナリは扉を開くとそこには───風が吹ふきすさぶ荒こう野やがあった。




ＧＭ：では次のシーン。ミナリが鴉のことを考えると、音もなく虚こ空くうに扉が現あらわれる。

ミナリ：……深しん呼こ吸きゆうしてからそこに入ります。

ＧＭ：扉をくぐると、そこは一面の荒野。びゅうびゅうと風が吹ふき、砂すな埃ぼこりをまき散らしている。

ミナリ：…………鴉は？

ＧＭ：首を巡めぐらせるとすぐに見付かるよ。場ば違ちがいのように建っている白い建物の前にひとりでたたずんでいる。……紫帆ならこの建物を見たことがあったかもね。

紫帆：え？　……あ、もしかしてまひろさんの時に夢ゆめで見た研究所？

ミナリ：ああ、あの〝賢けん者じやの石〟保ほ持じ者しやがたくさんいた……。

ＧＭ：その通り。それをじっと見ている鴉がいる。

ミナリ：声をかけます。……〝銀目の鴉〟！　なんでこんな危き険けんなプレートを紫帆と接せつ触しよくさせたんですか！　あなたは命を懸かけて紫帆を助けたはずじゃなかったんですか！

ＧＭ：彼はしばらく黙だまってから言う。「……プレート？　覚えがないが」

柳也：ま、言うはずねえか。

ＧＭ：いや、隠かくしてる感じでもない。本当にわからないようだ。

紫帆：あれ……？

薫：もしかしてさ。この鴉は〝紫帆くんに石を渡わたす直前までの〟鴉なんじゃないかな？

ミナリ：あ！　そうか、ここは〝賢者の石〟に収集された情報で構こう築ちくされているから……。

ＧＭ：その通り。現げん在ざいの鴉からすのことはわからんのさ。わかるのは石を手放すまでのことだけ。

ミナリ：…………いや、それでも紫帆に石を渡した時のことは覚えているはず。

ＧＭ：そうだね。

ミナリ：言葉を変えます。……あなたは紫帆に〝賢者の石〟を渡した。それは彼女を助けるためだったんじゃないんですか？　私のように。

ＧＭ：そう聞くと、彼は静かにこう言う。「彼女を助けたことには意味がある」

薫：ほお？

ＧＭ：そしてすっ、と研究所を指さす。

ミナリ：顔をそちらに向けますが……。

ＧＭ：と、気がつくと風景が研究所の中らしきものに変わっている。大きめの部屋にはいくつもの端たん末まつに、同じだけの研究者、そして中央には巨きよ大だいな透とう明めいのケース。……ちなみにミナリと鴉はその場にいる連中に知覚されてない。

柳也：立体映えい像ぞうみたいなもんか。

ＧＭ：まあ、そんな感じだね。そして中央のケースの中には───。

ミナリ：〝賢者の石〟が？

ＧＭ：いや───鴉本人が浮かんでいる。

ミナリ：鴉!?　か、彼本人が浮かんでいる!?　何かの実験台みたいに!?

ＧＭ：そうだね。まさに実験台のように、あちこちをコードでつながれている。……そして、その胸むねには七つの〝賢者の石〟が。

一同：なにいいいいいいいいいいっ!?

紫帆：それって───あの、銀目になる石が七つ？

ＧＭ：そう。その石。

柳也：鴉が七つって……Ｄロイスだとしたら限げん界かいいっぱいじゃねえかよ！

ミナリ：も、もしかして紫帆に渡したのもその内のひとつ……？

ＧＭ：それはここではわからないね。

薫：（さらっと）ところで、〝胸に七つの石を持つ男〟って『北ほく斗との拳けん』みたいだね。




　北斗七しち星せいではありません。




柳也：って薫！　いきなり空気ぶちこわしにするなよ！（笑）

薫：いやあ、ど[image: ][image: ][image: ]しても我が慢まんできなくてさあ（笑）。

ＧＭ：まあそういう連想するのはわかりますけどね（笑）。

ミナリ：とりあえず気を取り直して鴉に聞きます（笑）。……ここは〝賢者の石〟の研究施し設せつ？　なぜ、ここにあなた自身が……？

ＧＭ：「なぜならば、自分もまたここの実験体だったからだ」と鴉は言い、再ふたたびケースを指す。

ミナリ：……？

ＧＭ：見ると、研究者たちは鴉の胸にある〝賢者の石〟をひとつずつ摘てき出しゆつしている。……そして最後にひとつを残して石はすべて取り出されていった。

ミナリ：これを……まひろさんや他の人に埋うめ込こんだ？

ＧＭ：鴉はうなずく。

ミナリ：ちょ、ちょっと混こん乱らんしてきた。……もともとはすべてが鴉の石だった？　では鴉はどこで〝賢者の石〟を？　この研究所はその石で何を？

ＧＭ：鴉は何も答えない。ただ、研究室の別の一点を指さす。

ミナリ：……思わずそっちを見ます。

ＧＭ：中央のケースの対角線上に位置する一回り小さいケース。その中にはひとりの子こ供どもが目をつぶって浮うかんでいる。

紫帆：う……。

ミナリ：それは───誰だれかの面おも影かげがあったりしますか？

ＧＭ：キミの予想通り。子供は紫帆の面影がある。……というかそっくりだ。

ミナリ：やっぱり……！

ＧＭ：そして重々しく鴉が言う。




「この研究はすべて彼女のためにあった」

　銀目の男は静かに語る。その目に紫帆らしき子供を映しながら。

「すべてのきっかけは、彼女にあった」




ミナリ：…………これは、絶ぜつ句くするしかない。

ＧＭ：───その瞬しゆん間かん、世界が大きく歪ひずみ、あたりから黒いものが噴ふき出す。

柳也：来た！

ＧＭ：さてミナリ、〈意い志し〉と〈知覚〉の判はん定ていを。

ミナリ：まず〈意志〉から。目標値ちは８か。……よし、成功！

紫帆：よかった！

ＧＭ：お、乗り切ったか。失敗したら紫帆へのロイスがタイタスになってたんだがな。

紫帆：ホントによかった───っ！

ミナリ：もしかして……そのためのＰＣ間ロイス？

ＧＭ：（にやりと笑って）さあねえ？

ミナリ：…………。ともあれ〈知覚〉を振ふります。……クリティカル。達成値は17。

柳也：よし、さすがだ。

ＧＭ：では、「この研究は～」というくだりにノイズが走った気がした。

薫：ふむ、またノイズか……。

紫帆：うーん……？

ＧＭ：そしてミナリは闇やみの中に放ほうり出される。背はい後ごには石いし畳だたみの空間にもどるための扉がある。

ミナリ：では、一言つぶやいてから戻もどります。……紫帆は、ただあの時偶ぐう然ぜんに居い合あわせただけではない、ということ？

ＧＭ：それに答えるものはもうどこにもいない。鴉もまた、闇の中へと消えてしまった。……では、シーンを切ろう。





＊　　　＊　　　＊






柳也：……なんか、もう紫帆の周りは陰いん謀ぼうだらけだな。

紫帆：うー、もう何も信じられない（笑）。

薫：（テーブルを見回して）次は順番的には僕ぼくかな？

ミナリ：そうですね。

薫：さて、どうしよう？　僕は比ひ較かく的誰でもいいんだけど。

紫帆：そうなると槙絵ちゃんとか拓真くんとか、知冬さんとか？

ミナリ：この間名前だけ出てきたヘラルド博士っていう手もあるわね。

柳也：うーん……、なるべく何か知ってるヤツを早めに当たった方がいいと思う。

薫：個こ人じん的にはシュヴァリエくんに会いたい気もするけど……。

ＧＭ：するけど？

薫：でも、彼はシュバシュバシュバ～……って言ってくれないんだよね（笑）。

紫帆：そんな理由ですか！（笑）

柳也：まあ、どうでもいいってことだな（笑）。

薫：そうそう（笑）。……とりあえず一番情報がありそうなのは知冬くんかな？

紫帆：そうだね。なぜかわたしのこと知ってたし。

薫：よし、じゃあ知冬くんのところに行ってみよう～。







◆Middle 04◆薫かおるの城しろ


ScenePlayer ─── 千せん城じよう寺じ薫






　外見はいつもとあまり変わらないものの、薫はかつてないほど盛もり上がっていた。

　何せ、求めてやまなかった〝賢けん者じやの石〟の中にいるのである。

　薫の力だけでは入れなかった世界に、生身のまま！

　さて、どこに行くのが一番面おも白しろいかな……？




ＧＭ：じゃあ次のシーンに行きましょうか。

薫：僕が知冬くんのところに行くシーンだね。…………ところで、僕と知冬くんだけで会話になるのかにゃー？（笑）

柳也：知らねえよ、そんなこと！（笑）

紫帆：じゃ、じゃあわたし一いつ緒しよに行きます。薫さんひとりじゃ心配だし（笑）。

ＧＭ：三郎も紫帆について行きつつ、「あー、そりゃそういう心配するだろう」と言う。

薫：やあやあキミたちが来てくれて助かるよ。実は話の間が持つかどうか心配でねえ（笑）。

紫帆：話の間とか気にするんですか、薫さんが！（笑）

薫：まあとりあえず行こうよ。……と言って扉を開きます。

ＧＭ：了りよう解かい。では扉をくぐるとさっきの研究所。鴉からすがいた部屋とは別の場所だけどね。……薄うす暗ぐらい部屋に何人もの研究者が詰つめており、〝何か〟をモニターしている。

薫：こ、これはっ！　……と、僕はモニターに映うつし出されているものを見て驚おどろいている。

ＧＭ：あー、いや、石の情じよう報ほうによって構こう築ちくされているだけなので細かいデータまでは映ってないんだけど……。

薫：（無む視しして）画期的だ……！　こんなところまで研究が進んでいるとは。

紫帆：え、えーと……、薫さん？　目的変わってない？

薫：ふふふ、ここにあるものの価か値ちがわかるということは罪つみということなのだね……？

紫帆：いや、「なのだね」じゃなくて。むしろ、モニターには何の文字も浮うかんでないよ。

薫：ふふふ、つまり話を進めろというのだね……？（笑）




　意味がわからない。




柳也：そんなメタなつぶやきするなよ───っ！（笑）

紫帆：もう、もうなんでもいいからとりあえず知冬さんを捜さがしてください……（笑）。

ＧＭ：ちなみに紫帆と薫がそんな会話をしていると、「じゃあねー、ばいばーい」という声と共に隣となりの部屋から子こ供どものころの知冬がでてくる。病院服のようなものを着ているね。

紫帆：あ。

ＧＭ：知冬が出てきた部屋の扉は、なんだが妙みように厳げん重じゆうになっており、いくつもの鍵かぎがかかって閉しまる。で、知冬はキミたちに気づかずに通路の方へ出て行くけど。

紫帆：あ、待って。ちょっと待ってー！

薫：おっと、追いかけるならこういう演えん出しゆつでいいかい？

ＧＭ：お、何か演出が？

薫：僕が紫帆くんを抱かかえると、あたりの風景が逆ぎやく回まわしに戻もどっていく。そしてピタリと止まると知冬くんが部屋を出て行く前の状じよう態たいに。

紫帆：お……？　な、なにが？

柳也：巻まき戻った───っ！（笑）

ミナリ：むしろ薫さんが巻き戻した（笑）。

薫：はっはっは、精せい神しん世界だからねえ。こういう演出もやってみたかったんだよ。

ＧＭ：まあＯＫです（笑）。知冬は薫と紫帆の顔を見て、「あれ？」と言って首をかしげる。

紫帆：あ、あのね？　あなた、初はつ島しま知冬さん……？

ＧＭ：「あ、紫帆ちゃん」

紫帆：わ！　こっちのこと知ってるの？

ＧＭ：「うん。……でも、あっちのおじちゃんは知らない」と薫を指さす（笑）。

紫帆：あー、まあこっちは……。

薫：はっはっは、僕はキミと直ちよく接せつ顔を合わせたことはないからねえ。……じゃあ挨あい拶さつ代わりに実家に招しよう待たいしようかね。

ミナリ：…………え？

紫帆：実家って……？

薫：実は───僕の実家はヨーロッパの小国ということになりまして。

柳也：待て待て待て！　お前、千城寺って名前じゃねえか！（笑）

ＧＭ：俺おれも聞いてないですよ！　思いっきり日本っぽいじゃないですか！（笑）

薫：ほら、イラスト金きん髪ぱつだし。

紫帆：いや、それは確たしかにそうなんですが（[image: ]イラスト描いた人）。

薫：それに千城寺だから……えーと、せんじょうじ、せんじょう、じ……（ぶつぶつ）。

一同：…………。

薫：せん、じょうじ……、あ！　そう！　せん、ジョージ！　セント・ジョージ！　僕の家はセント・ジョージの末まつ裔えいなんだよ！　だから千城寺！（笑）

一同：それは名字じゃなくて名前だあああああああああああっ！（笑）




　セント・ジョージ・薫。

　ファミリーネームが無くてファーストネームがふたつ、という画期的な名前である。




薫：（無む視しして）というわけで、僕の城しろに招待するよー。……と言うが早いか、僕が周りの風景を書き換かえて実家の城のホール……晩ばん餐さん会かいの最中の風景とかにします。

紫帆：か、書き換えた───っ！（笑）

柳也：おい、風景ごと移い動どうしたぞ！（笑）

薫：そりゃあもう、楽がく団だんがいれば料理も出てきますよ。前回のオラシオン並なみに。……は～はっはっはっは！　さあ、我わがセント・ジョージ城へようこそ！（笑）




　ヨーロッパ奥おく地ちにある不思議城、セント・ジョージ城、ここに出しゆつ現げん。




ＧＭ：…………。

紫帆：あの……、ＧＭ？　大だい丈じよう夫ぶですか？（笑）

ＧＭ：…………え、えーと、ここはどこ？

ミナリ：ああっ！　ＧＭが場所を見失っている！（笑）

柳也：突然薫の妄もう想そうが発動して、研究所が城の中に変わったわけだからなあ（笑）。

紫帆：時空を超ちよう越えつしてパーティが始まってる（笑）。

ミナリ：知冬はどうしてます？

ＧＭ：おびえてる（笑）。むしろ泣きそう。

紫帆：ああ、わたしも知冬さんに抱だきついてよう。あまりにも怖こわい（笑）。

薫：はっはっは、じゃあ紫帆くん。僕は彼女を怯おびえさせてしまったので後はキミが話を聞き出してくれたまえ。

柳也：ちょっと待て───っ！　お前、何しにこの城出したんだよ───っ！（笑）

薫：いやあ、楽しそうだったから。……怯えさせるつもりはなかったんだけどねえ（笑）。

ＧＭ：「怖いよ、紫帆ちゃ[image: ][image: ][image: ]ん」と必死にすがりつく知冬。

紫帆：うん、わたしも怖いよ（笑）。

薫：こんなにも優やさしいお兄さんを捕つかまえて怖いとは。僕は大変傷きずついたよ。……ところでＧＭ、ホントに困こまるようだったらいつでもこの城を消してくれて構かまわないから（笑）。

ＧＭ：まあ、このシーンは場所関係ないんでいいですが。……それはそれとして紫帆の心がどんどん削けずり取られていくようなイメージがありますな（笑）。

紫帆：うう……。

ＧＭ：ともあれ、ちょっと立ち直った知冬は紫帆に言う。「……ところで紫帆ちゃん、どうしてこんなところにいるの？」

紫帆：え……？　あ、その……、わたしのことわかるんだ。

ＧＭ：「うん」と頷うなずいて。「だって私たち仲良しじゃない」

紫帆：（夢ゆめ見みるように）仲良し……、いい響ひびき……。仲良し……（笑）。

柳也：紫帆が行ってホントによかったな。

ミナリ：私もそう思います（笑）。

紫帆：あ、でも……わたしずいぶん知冬さんから離はなれてしまってたみたいだけど……。

ＧＭ：「それも知ってるよ」と椅い子すに座すわって足をブラブラさせながら知冬は言う。

紫帆：……かわいいなあ。

ＧＭ：「でも、だからって仲良しじゃなくなるわけじゃないでしょ？」

紫帆：うん……。

ＧＭ：「だからどうしたのかなーって思って。こんなとこまで」と聞く。

薫：こんなとこまで。

ミナリ：ヨーロッパの奥地、セント・ジョージ城じようまで（笑）。

柳也：ホントにな（笑）。

紫帆：えっとね。聞きたいことがあるの。あの……、さっき知冬さんが会ってたのは誰だれ？

ＧＭ：「ん？　紫帆ちゃんと会ってたんだよ？」

柳也：……紫帆があの研究所にいたのは真実っぽいな。

紫帆：わたし……、どんな感じだった？

ＧＭ：「元気だったよ！　でも、何か忙いそがしそうだった」

柳也：忙しい？

ＧＭ：「紫帆ちゃんは頭がいいから、いつも大変そうだよねー」

紫帆：頭がいい!?　そんなっ!?

薫：どうしたんだい？　そんなに反はん応のうして。

紫帆：だってわたし【精せい神しん】１しかないんですよ！　いつもテストに苦労してるのに……。

ＧＭ：「あたしにはよくわかんないけど、いっつも周りの人たちと難むずかしいお話してるよねー」

紫帆：わ、わたしすごい！（笑）

柳也：まるで別人だな。

ミナリ：この当時だから紫帆も八歳さいぐらいでしょ？　それで難しい話、か……。

紫帆：あの……でも、わたしその頃ころのことをあんまり覚えてなくて……。

ＧＭ：「そだね」と言って知冬は椅子から降おりて、紫帆の顔を見る。

紫帆：……なんとなく、膝ひざを折って目線を合わせよう。

ＧＭ：「昔はあの研究所で紫帆ちゃんは───あの石の研究で忙しかったのにね」

紫帆：…………っ！

ＧＭ：ではここで〈知覚〉を。目もく標ひよう値ちは８ね。

薫：僕ぼくは〈知覚〉はぜんっぜんダメなんだよね。……５で失敗。

紫帆：わたしは失敗したくないなあ。……よし、９で成功！

ＧＭ：さすが。では、最後のセリフにノイズがかかっている気がした。

紫帆：む……。

ＧＭ：紫帆と同じことを三郎が気づいたようで、彼は紫帆の肩かたをぺしぺし叩たたき、「……おい、ここはもういいだろ」と言ってくる。

紫帆：どういうこと？

ＧＭ：「コイツはもう情じよう報ほうを書き換かえられている。だが、本体が潜ひそんでいる感じでもねえ。……こっちは時間が無いんだ。さっさと次に行くぜ」

紫帆：でも……、もうひとつだけ聞いておきたい。

ＧＭ：「ん？」と知冬は紫帆を見上げる。

紫帆：あの───拓真くんの、ことなんだけど……。ああいうことになっちゃって……。

ＧＭ：「まだ、気にしてくれてるんだ」と、知冬は少しだけ大人っぽく笑って言う。

紫帆：……うん。

柳也：わかるのか。

ＧＭ：姿すがた形かたちはともかく、集積してある情報は変わらないからね。で、彼女は「紫帆ちゃんは優やさしいね」と言いつつ、手を伸のばして紫帆の頭をなでる。

紫帆：…………。

ＧＭ：「前にも言ったけど、わたしたち紫帆ちゃんにたすけてもらったんだよ？　ありがとうって思ってるんだから」

紫帆：……そう、言ってもらえると、ちょっと救われる……かな。

ＧＭ：「きっと、拓真くんもそう思ってるよ」

薫：そういや、拓真くんもこの世界にいるわけだよねえ。だとすると、この世界を守ることは知冬くんや拓真くんを守ることには繫つながるわけだね。

紫帆：そう……なるのかな。

ＧＭ：「なるな」とコレは三郎が答える。

薫：それじゃあがんばらないとね。……今までに会った人たちを守るためにも。

紫帆：…………はい。

ＧＭ：「がんばってね」と知冬も笑って言う。

薫：さて、じゃあこんなものかねえ。……僕はセント・ジョージ城じようを消すよ。

柳也：チクショウ、聞くだけで面おも白しろいな（笑）。

ミナリ：今までいい雰ふん囲い気きだったのに一言で台無しに（笑）。

ＧＭ：はいはい、では風景は研究所に戻もどってきますよ（笑）。知冬は「じゃあね、ばいばい」と手を振ふって紫帆たちと分かれる。

紫帆：うん、ばいばい。

ＧＭ：というところでシーンを切ろうか。







◆Middle 05◆侵しん入にゆう者しや、現あらわる


ScenePlayer ─── 九く条じよう柳也






　あちこちの扉とびらに入った紫帆たちを見て、柳也はひとり石いし畳だたみの世界に留まっていた。

　タバコをくわえながら柳也は今後の方針を考える。

　その時だ。再ふたたび虚こ空くうからあの扉が出現したのは───。




ＧＭ：次は３シーン分扉巡めぐりをしたので、イベントが起きます。

紫帆：時じ間かん制せいでイベント？

ＧＭ：まあそんな感じ。シーンプレイヤーは柳也で。ひとりまだ扉に入ってないからな。

柳也：おお？　じゃあイベントは石畳の世界で？

ＧＭ：そう。扉の外で起きる。

柳也：了りよう解かい。じゃあ全員が扉に入ってからタバコを取り出して一息ついてるぜ。

ＧＭ：では柳也が一服していると───突とつ如じよとして新たな扉が現われる。

紫帆：えっ!?

ＧＭ：それは内部を探すための扉じゃない。外から入るための扉だ。

ミナリ：し、侵入者？

ＧＭ：その扉はゆっくりと開き───。




　石畳の世界に新たなひとりが降おり立つ。

　引き締しまった肉体は戦せん闘とう服ふくとロングコートで覆おおわれ、ミラーシェード越ごしに射い貫ぬくような眼がん光こうで周囲の状じよう況きようを確かく認にんする。……それは柳也もよく知る男の姿だった。




ＧＭ：というわけでアキューズが現われます。

柳也：アキューズだと!?　こいつも疑ぎ似じ〝賢けん者じやの石〟でも手に入れたのか!?

ミナリ：……もしかしたら、疑似じゃない〝賢者の石〟を手に入れたのかもしれないですよ。

薫：そうだねえ。鴉からすからもらったということも考えられる。

紫帆：でもそれだと適てき合ごう者しやじゃないとジャーム化しちゃうような……。

ＧＭ：その辺は今考えてもわからないよ。……その場に来たアキューズは柳也を確認してから口を開く。

一同：…………。

ＧＭ：「……寂さびれたところだな」

紫帆：……く、くやしい！　よくわかんないけどすごくくやしい！（笑）

柳也：（大きく煙けむりを吐はき出して）……ノーコメントだ（笑）。

[image: ]

紫帆：柳也さん！　フォロー、フォローは!?　フォローミー！




　それは意味が違ちがう。




ミナリ：紫帆、落ち着いて（笑）。

紫帆：うー……（笑）。

ＧＭ：ではアキューズが続けて言う。「……七村紫帆を助けに来たのか」と聞く。

柳也：あったりまえだろ。……で、お前は何しに来たんだ。

ＧＭ：「仕事だ」

柳也：そう答えるよなあ。……一いち応おう聞くが、仕事ってのはなんだ？

ＧＭ：「とあるデータを取りに来た。単たん純じゆんなものだ、すぐ終わる」

柳也：鴉からの依い頼らいか？

ＧＭ：「そうだ」

柳也：やっぱりこの状況は鴉が望んだものか。……本気でアイツ、何考えてやがる。

ＧＭ：「さあな。俺には答えられんぞ」

柳也：わかってるよ。……本当に必要最さい低てい限げんしか知らない野や郎ろうだからな。

ＧＭ：柳也のその言葉に、アキューズは表ひよう情じようは変えず……だがちょっと間をおいてから言う。「───この状況でなければ取り出せないデータなのだとは聞いた」

柳也：…………なに？

ＧＭ：「それに、俺の望むものもここからしか取り出せない」

柳也：なんだと！　お前、仕事以外の目的もあるのか！

紫帆：め、珍めずらしい……。

ミナリ：あ、ここで登場していいですか。鴉の扉とびらから戻もどってきた感じで。

ＧＭ：了りよう解かい。いいよ。

ミナリ：では、戻ってきてアキューズを見るなり、ワイヤーウィップを飛ばします！

柳也：いきなりか（笑）。

ミナリ：ちょっとギラつきたいんで（笑）。

ＧＭ：ではアキューズはそれを無む造ぞう作さに左ひだり腕うでに巻まき付かせ、ワイヤー自体を握にぎり込こむ。

ミナリ：くっ……。

ＧＭ：「ここでは戦せん闘とうをするつもりはないが」と言いながらミナリを冷たい目で見る。「やるというのであれば相手になる」と右手を向ける。その周りには無数の槍やりが生成され───。

柳也：おっと、ここで止めるか。……やめろ、アキューズ。ミナリもだ。

ミナリ：支し部ぶ長ちよう！　こいつは今回の元げん凶きように繫つながっているんですよ！

柳也：目的を間ま違ちがえるな。俺たちがこんなところまで来たのはコイツを倒たおすためでも、〝賢者の石〟の真相を突つき止めるためでもねえだろ。……紫帆を助けるためだ。

ミナリ：…………渋しぶ々しぶワイヤーから力を抜ぬきます。

ＧＭ：ではアキューズは「……見たところ、崩ほう壊かいの核かくを目指しているようだな」と言う。

柳也：わかるのか。

ＧＭ：「この世界がどんな状じよう態たいになっているかは、俺も把は握あくしている。だから今お前たちが何をしているかも想そう像ぞうがつく」

柳也：…………。

ＧＭ：「その上で忠ちゆう告こくだ」

ミナリ：え？

ＧＭ：「この世界は〝賢者の石〟の中であり、七村紫帆の世界でもある。だとするならば、七村紫帆のみが開けられる扉というものも存そん在ざいするだろう」

薫：…………なるほど、管理者権けん限げんか。確たしかにありそうだね。

ＧＭ：「そういう状じよう況きようを前に、七村紫帆の力が尽つきていることの無いように注意するのだな」

紫帆：これってつまり……。

ミナリ：紫帆のロイス枠わくでしか開けられない場所があるってこと？

柳也：そういうこと、だろうな。

ＧＭ：それだけ言うと、アキューズは背せ中なかを向ける。そして「では、また会おう」と言いつつ目の前の扉を開き、その中へと消えていく。

柳也：追うことは？

ＧＭ：無理だね。扉はあっという間に虚こ空くうへ消える。

紫帆：どこの扉を開いたんだろう……？

ＧＭ：それはキミたちにはわからないね。

柳也：俺おれたちが知らない名前を知っているからこそ、わざわざヤツが来たんだろうな。

ＧＭ：そんなところだ。……さて、他に誰だれも登場しなければこのシーンは切るけど？

紫帆：あ、わたし出ます。情じよう報ほうの交こう換かんはしておきたい。

薫：そうだねえ。僕ぼくも出るよ。

ＧＭ：ＯＫ。では紫帆と薫も戻ってきたということで。

柳也：じゃあ情報を交換しようぜ。……俺の情報はアキューズが来たことくらいだが。

ミナリ：私は鴉からすの話を。……研究所の実験体だったことと、七つの石のこと。そしてそこに紫帆がいたことを。

薫：僕も同じだね。知冬くんからも「あの研究所には紫帆くんがいた」と聞いたよ。

紫帆：後はわたしの幼おさななじみの話か。実は秘密にしていたっていう……。

一同：…………。

ミナリ：プレイヤー的には、やっぱり紫帆自身へのロイスが一番怪あやしいと思う。

柳也：そうだな。発言にノイズが入っている箇か所しよも、今のところ全部紫帆がらみだ。

薫：それにさっきアキューズが言っていた、〝紫帆くんしか開けない扉〟っていうものにもあてはまるしねえ。僕たちは紫帆くんへのロイスを取れないから。

ミナリ：え？　紫帆へのロイスなら……。

紫帆：あ、そうか。みんなはもうＰＣ間ロイスでわたしへ結んじゃってるから……。

薫：そう。基き本ほん的には紫帆くん自身しか取れないはずなのさ。

ミナリ：なるほど……。

紫帆：…………でも、本当にどういうことなんだろう？

柳也：どうした、紫帆？

紫帆：だって……、わたしには研究所とか、鴉とか、そういう記き憶おくは全然無いんですよ！　それなのに調べれば調べるほど、どんどんわたしの知らない記録が出てきて……。

ミナリ：…………。

薫：確たしかにねえ……。

ＧＭ：その発言には三郎がこう返そう。「……敵てきがお前の記録に何かしようとしているのは確かだ。だから、お前の見た記録が事実かどうかはわからない」

紫帆：でも……いくらなんでも全部噓うそだとは……。

ＧＭ：「そうだな。これが全部作られた記録ってわけじゃねえだろう。……おそらく、お前の過か去こには何かがある」

紫帆：…………。

ＧＭ：三郎は厳きびしい目で紫帆を見たまま言う。「お前が見たくねえなら、ここから先は他の連中に任まかせてもいい。……どうする？」

柳也：……そうだな。扉さえ作れば、後は俺たちが行くこともできる。

薫：確かに。紫帆くんはどうしても必要なとき以外動かないってこともできるね。

紫帆：…………。

ＧＭ：「……どうする？」

紫帆：……今さら、なにも見なかったことにはできないよ。

ミナリ：じゃあ……動くってこと？

紫帆：うん……、と、とりあえずは。

ＧＭ：では、その答えに三郎がちょっとため息をついてうなずいたところで、シーンを終しゆう了りようしよう。





＊　　　＊　　　＊






薫：さて、どうする？　次のシーンでいきなり紫帆くんの扉に行ってみるかい？

一同：うーん……。

ミナリ：なんか、急に行くのも抵てい抗こう感ありますねえ。

柳也：そうだなあ。もう少し情報が欲ほしい気もする。

紫帆：うん、それに……。

ＧＭ：それに？

紫帆：もうちょっと今までの人のところにも行きたい。チャンスがあるなら（笑）。

薫：む、ゲーマー的思想ですね（笑）。

ミナリ：ダンジョンの宝たから箱ばこは全部取ってから出たい、みたいな（笑）。

紫帆：うん、それもあるけど（笑）。……ほら、もう死んじゃった人とかに会えるのはきっとこれが最後だろうから。

ミナリ：あ……、そうか。

柳也：そうだな。……もし今すぐ行くってんでも、槙絵のところには行かせて欲しいしな。

薫：じゃあ、柳也くんが先に行くといいんじゃないかい？

柳也：（紫帆・ミナリを見て）それでいいか？

紫帆・ミナリ：はーい。







◆Middle 06◆こぼれ落ちた思い出


ScenePlayer ─── 九条柳也






　柳也がその扉とびらを開くと、そこは忘わすれもしない場所だった。

　傷きずのついたフローリング、定位置だったソファー、あのころは買ったばかりだったテレビ。

　八年前、柳也が襲おそわれ、妹・槙絵が拉ら致ちされた自じ宅たくのリビング。

　今でも夢ゆめに見るあの光景が、目の前にあった。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーは柳也で、ロイスは槙絵でいいかな？

柳也：おう、それで。

ＧＭ：では扉を生み出し、そこをくぐると───実家のリビングに出る。

柳也：…………ふう、やっぱここか。とりあえず周りを見み渡わたすが？

ＧＭ：では向こう側……キッチンの方から、槙絵が出てくるよ。この間再さい会かいした時と同じ姿すがたで。

柳也：よ、槙絵。

ＧＭ：「あ、兄さん。……どうしたんですか、こんなところで？」

柳也：まあ、ちょっとな。……って、やっぱり奇き妙みような気分だな。

薫：それはそうだろうねえ。

ＧＭ：槙絵は落ち着いた顔で、柳也にお茶などを出して椅い子すを勧すすめてくるよ。

柳也：自分の家だしな。遠えん慮りよ無く座すわるぜ。……さて、何から切り出すのがいいのやら。

ミナリ：拉致されてからのこととか。

紫帆：〝賢けん者じやの石〟を埋うめ込まれたのはいつか、とか。

柳也：やっぱり拉致されてから〝賢者の石〟を埋め込まれるまでか。

ＧＭ：その話を聞くかい？

柳也：ああ。……あんまり思い出したくないことかもしれねえが、教えてくれ。

ＧＭ：「気にしないでください。……もう、この身体には痛いたみや苦しみは無意味ですから」

紫帆：え……？

ＧＭ：「あの時、私の石はほぼ崩ほう壊かい状じよう態たいになってしまったじゃないですか。……ここにいる私は、あの時僅わずかに残った情報でしかないんですよ？」

柳也：お前……、自分がかりそめの存そん在ざいだと知っているのか。

ＧＭ：「はい。人じん格かくとしての情報の密みつ度どが薄うすいので、気がついてしまうんです」……と、槙絵は困こまったように笑って、「あ、気にしないでくださいね」と言う。

柳也：……それは黙だまって聞くしかねえな。

ＧＭ：「だから、八年前のこともすべてを覚えているわけではないんです。……ただ、覚えているのは拉致されてからどこか無む機き質しつな建物に連れて行かれたことだけ」

柳也：それは？

ＧＭ：「どこにある場所かはわかりません。ただ見た限かぎりでは───」と、槙絵はその建物の外部、内部の特とく徴ちようを話す。その特徴はさっき紫帆やミナリが見た例の研究所と一いつ致ちする。

柳也：マジであの研究所と槙絵はつながってるのか───。

ＧＭ：そして槙絵は続ける。「確たしか、そこで〝賢者の石〟を埋め込まれたはずです。ただ、研究のデータにならなかったのか、すぐに───殺されてしまいました」

柳也：…………そうか。

ＧＭ：「私の知っているのはこんなところです」と槙絵は静かに言う。

柳也：その後スティングに使われるまで槙絵の石はどこかに保ほ存ぞんされてたってことか。

薫：そうだろうねえ。たしかアキューズがＦＨフアルスハーツに渡わたしたんだよね。

柳也：…………槙絵。最後にこれだけ聞かせてくれ。

ＧＭ：「……なんですか？」

柳也：お前の連れて行かれたその研究所……そこで紫帆を見なかったか？

ＧＭ：「それは……」と言ったところで槙絵の動きが一いつ瞬しゆん止まる。

柳也：む？

ＧＭ：（にやりと笑って）さあ、〈知覚〉を振ふってもらおうか。目もく標ひよう値ちは12。

柳也：いつもより目標値が高い！〈知覚〉は苦手なんだが……。クリティカル！　16だ！

紫帆：やった！

ＧＭ：なんか……みんな意地と根こん性じようでクリアしていくなあ。今の判定に成功したから、柳也のロイスをタイタス化させる〈意志〉判定は発生しないよ。

柳也：あっぶねえ！

薫：そりゃあまあ、柳也くんとしては槙絵ちゃんの前で意地を見せないわけにはいかないだろう（笑）。

柳也：ふん、俺はどうせシスコン男になっちまった身だからな！（笑）

ＧＭ：では、柳也は突とつ然ぜんに何者か……というかこの世界全体が今まさに槙絵を書き換かえていくのがわかる。

柳也：今!?

ＧＭ：そう、今まさに。

柳也：ちっ、止められねえのか！　槙絵！

ＧＭ：そしてしばしの硬こう直ちよくの後、かすかに槙絵の口が動く。

柳也：おい！

ＧＭ：「……あの、人は、確たしか〝フェイトシーカー〟と呼よばれて……」

紫帆：……え？

柳也：それは───紫帆のことか？

ＧＭ：「はい。確か……研究所内ではそう呼ばれていた……」

柳也：…………。

ＧＭ：だが次の瞬間、槙絵は頭を振って、「兄さん……、私、今何か言ってましたか？」と。

柳也：こいつは……？

薫：さっきのが〝書き換えられた情じよう報ほう〟ってことなのかな？

ミナリ：でも、今までとはちょっと違ちがった感じですよね……。

柳也：一いち応おう確かく認にんはしておくか。……槙絵、お前今紫帆と研究所で会ったって話したよな。

ＧＭ：「え……？　でも、私は確かあの駅前で初めて紫帆さんと会った……。いや、そうするとこの記き憶おくは……？」と混こん乱らん気味。

柳也：…………いや、いい。すまんな、変なことさせて。

ＧＭ：「いえ、それは大だい丈じよう夫ぶなんですが……」と槙絵は首を振ってから。「そういえば、兄さん。紫帆さんたちはどうしてますか？」とちょっと微笑ほほえみつつ。

柳也：ああ……、相変わらずいろいろと苦労してるぜ。それでこんなところまで来てるんだしな。……と俺おれは苦笑いしながら言う。

ＧＭ：「でも、兄さんは楽しそうですよ」

柳也：そりゃあな、退たい屈くつはしてないぜ。……とタバコ───っと、いや点けない点けない。

ミナリ：……？　どうしたんです？

薫：槙絵ちゃんの前だからねえ。彼女はタバコいやがってたから。

紫帆：あ。

ＧＭ：「私も、ほんの少しでしたけど楽しい毎日でした」ちょっと遠くを見る感じで槙絵が言う。「みなさんにも伝えてください。……あの時は挨あい拶さつもできませんでしたから」

柳也：ははっ、そんなこと気にしてたのか。

ＧＭ：「私には重要なことなんですよ？」わざとすねたように槙絵は言う。

柳也：わかってるわかってる。伝えといてやるさ。……喜ぶだろうよ、あいつら。

ＧＭ：「はい、よろしくお願いします」

柳也：おう。……というところで立ち上がるぜ。

ＧＭ：「……兄さん、行くのですか？」と槙絵が。

柳也：ああ、そろそろ行くわ。

ＧＭ：槙絵は微笑んでこくりとうなずく。

柳也：…………。

薫：どうしたんだい、柳也くん？

柳也：いや…………幻まぼろしでも、ただの情報の残りでも、こうやって笑ってくれるんならいいかなって、一瞬本気で思った。

一同：…………。

柳也：じゃあ、俺おれも精せい一いつ杯ぱい優やさしい笑えみを浮うかべて言おう。




「じゃあな、槙絵」

　微笑を浮かべて、柳也は席を立った。

「はい。……さようなら、兄さん」

　笑顔で槙絵は兄を見送った。




　そうして───もうあり得ないはずの邂かい逅こうは終わった。





＊　　　＊　　　＊






柳也：今のシーン、書き換かえの仕方が気になるな。わざわざ何も知らない槙絵に情報を与あたえてどうするんだ？

薫：こっちをおびき寄よせてる、とかかねえ？

ミナリ：わざわざ本体の場所に？

柳也：そこら辺がわからないんだが……。

薫：でも、情報は出たね。ええと、〝フェイトシーカー〟だっけ？

紫帆：わたしの……昔のコードネーム、なのかなあ？

柳也：おそらく、この名前が正せい解かいなんだろうな。

紫帆：じゃあ、次は〝フェイトシーカー〟でいってみる？

ミナリ：あ、その前にちょっと確かく認にんだけ取ってみたいことが。

柳也：確認？

ミナリ：まひろさんに。……確たしか、あの人紫帆のことを「覚えてない」って言ってたはずだし。後は例のプレートの話とか、その辺のことをちょっと。

柳也：ああ、そういやそうか。じゃあその辺片かた付づけてから本命に行くか。

紫帆：……うん。

柳也：しかし、槙絵に会いに行って正解だったな。

ミナリ：……どういう意味です？

柳也：槙絵が死んでから、俺が一連の事件に関わるのは紫帆たちのためとはいえ、半ば惰性だったからな。

紫帆：…………。

柳也：だが、今の話で変わったよ。どうやらこの件、俺も無関係じゃないみたいだ。こっからは───改めて本気になるぜ。

ＧＭ：……では、次のシーンに行こうか。







◆Middle 07◆その時の決意


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　石畳に立ち、ミナリは鳴なる島しま市にいる優しい笑みを浮かべる女じよ性せいのことを思い浮かべる。

　想いは世界に波は紋もんを投げ、虚こ空くうより扉とびらを生み出す。

　扉をくぐると───そこは鳴島市海かい浜ひん公園前の小さな花屋。

　紫帆やミナリが通う、青あお原ばらまひろの花屋の前だった。




ＧＭ：では次のシーン。えーと、まひろへのロイスで扉を開くんだっけ。

ミナリ：はい。

紫帆：一番鴉からすのこと知ってそうだし、話を聞くのはいいのかも。

ミナリ：うん。……後は、他の〝賢けん者じやの石〟の持ち主のことを知ってないかと思って。

柳也：そうだな。それは可か能のう性せいが高い。

紫帆：あ、じゃあわたしも出ます。

ＧＭ：了りよう解かい。ではふたりが扉を開くとまひろの花屋の前。

ミナリ：普ふ通つうに挨あい拶さつして入っていきます。……こんにちはー。

ＧＭ：中からはいつもの通り、まひろが出てくるよ。「あら、こんにちは」

紫帆：あの～、まひろさん。今日はちょっと聞きたいことがあって来たんです。

ミナリ：……まひろさん、今日はあなたがいた研究所の話を聞きたいのですが。

ＧＭ：まひろはお茶を入れながら、「……うん、なあに？」

ミナリ：あの……あなたはその研究所で紫帆に会ってませんか？

紫帆：わたしに似にた人、とかでもいいんですけど……。

ＧＭ：「う～ん……」としばらく考えて、「心当たりは無いわ」

柳也：お？　会ってない？

ミナリ：研究所のひとつにセキュリティが厳げん重じゆうな部屋があったと思うんですが、その中のことは知ってますか？

ＧＭ：首を横に振って「そういう部屋があったことは知っているけれど……、私はあの研究所では自分の部屋からほとんど出なかったから」と苦笑いするまひろ。

紫帆：……出なかった？

ＧＭ：「〝賢者の石〟の適てき性せい……っていうのかしらね。あんまりそれが高くなくて、体調もよくなかったの」

柳也：……被ひ検けん体たいとしての扱あつかいが違ちがったってことか。

ミナリ：拒きよ絶ぜつ反はん応のうは出なかったけど、使いこなせるほどでもなかった、というところですか。

ＧＭ：「うん。……その適性の低さで後々苦しむことになったんだけどね」

紫帆：…………ちょっと、前の事じ件けんを思い出して暗い顔をしてよう。

柳也：槙絵よりはマシだったが、自由に動ける知冬ほどじゃなかったってところか。

ミナリ：では、研究所から解かい放ほうされた時のことを話してくれませんか？　……あの時、〝銀目の鴉〟はどこからやってきたか、覚えてます？

ＧＭ：「そうね……、私には突とつ然ぜんに現あらわれたとしか思えなかったけど……」

紫帆：…………。

ＧＭ：「ただ、彼の姿すがたを見てひとつだけ確かく信しんがあった」

ミナリ：確信？

ＧＭ：「この人は私たちの味方だ、という確信」

紫帆：その時、初めて鴉に会ったんですよね？

ＧＭ：「そうよ。……でもなぜか、そういう確信があったの」

紫帆：確たしかに前に見たまひろさんの過か去こでは、鴉のことを信用してた感じはしたけど……。

柳也：アイツについてはまるでわからんな。

ミナリ：では話を少し変えますが、まひろさんは〝賢者の石〟を破は壊かいするプログラムのことはご存ぞんじですか？

ＧＭ：「〝賢者の石〟を破壊……？」

ミナリ：内部の情じよう報ほうを破壊、もしくは書き換かえてしまうようなプログラムです。こんな形のプレートがあって……、と紫帆が読み込こんだプレートの説明をします。

ＧＭ：「それは……」とまひろが何かを言いかけたところで〈知覚〉を。

紫帆：いつもの通り目もく標ひよう値ち８ですか？

ＧＭ：いや、ここは高くて14。

一同：14!?

ミナリ：私は無理。……９で失敗。

紫帆：それならわたしが。《水すい晶しようの眼め》＋《全知の欠片かけら》でダイス８個こ、クリティカル値ち８！

薫：さすがだねえ。

紫帆：えいっ！　……やった！　38！

ＧＭ：目標値なんか軽々超こえたな（笑）。

紫帆：じゃあノイズが……？

ＧＭ：いや、紫帆には───世界の分ぶん岐きが見える。

一同：世界の分岐!?

紫帆：な、なんか薫さんの妄もう言げん並なみの単語が……（笑）。

薫：失礼な！（笑）

柳也：つまり、書き換え前と書き換え後の情報がいっぺんにわかるってことか？

ＧＭ：そんな感じ。……今までの書き換えと違って、慌あわてて書き換えてる雰ふん囲い気きすらある。

薫：何かの尻尾しつぽをつかんだ感じだねえ。

ＧＭ：演えん出しゆつとしてはこんな感じ。失敗したミナリには、まひろは「プレート……と言われてもわからないわ。ごめんなさい」と答える。……が、紫帆には違ちがう言葉に聞こえる。

紫帆：おお、面おも白しろい！

ＧＭ：「そのプレートのことはよく知らないけど、〝賢けん者じやの石〟の内部を書き換えようとした人ならあの研究所にいたらしいわ」

紫帆：む！

ＧＭ：「私がこの〝賢者の石〟を取り外す方法を探さがしていた時に少し聞いただけなのだけれど……、外部から石に干かん渉しようしてコントロールする方法を研究している人がいたとか」

紫帆：そ、その人の名前は……？

ＧＭ：「そこまではわからないけど……、確かカレスティアという博士に情報を求めていたとか……」

柳也：それだ！

ＧＭ：まひろはそう言うと、「私の知ってることはこれくらい」と言う。……ここからはミナリにも普ふ通つうどおりに聞こえるよ。

ミナリ：ああ、なるほど。

紫帆：じゃあ飲み終わったお茶をお盆ぼんに返して、……ありがとうございます、まひろさん。

ＧＭ：「お役に立てなくてごめんなさい」と言いつつ、彼女は続ける。「がんばってね、ふたりとも」

紫帆：え……？　あ、はい。

ＧＭ：「今の私があるのはあなたたちのおかげ。現実の私はもう石のことはあまり覚えていないけれど、でも助けられたことは決して忘わすれない」

紫帆：…………。

ＧＭ：「あなたたちも青あお原ばらまひろという人間を助けたということを忘れないでね」そう言って、彼女はいつものように優やさしく微笑ほほえみます。

紫帆：……みんな、いい人ばかりだなあ。

ミナリ：そうね……。じゃあまひろさん、私たちはこれで。

紫帆：また来ます。……って、ここじゃなくて現げん実じつだけど。

ＧＭ：「ええ、いってらっしゃい」とまひろがキミたちを送り出し、このシーンを切ろうか。





＊　　　＊　　　＊






柳也：プログラムの開発者か。……微び妙みようながら敵てきがはっきりしてきたな。

ミナリ：それも、〝フェイトシーカー〟の扉とびらの向こうにいるんでしょうか？

薫：うーん、というかこのパターンだと〝フェイトシーカー〟、つまり過か去この紫帆くん自身がプログラムを作ったって感じだねえ。

柳也：可か能のう性せいは……あるな。

薫：ヘラルド博士の扉あたりに行けばわかるかもしれないけど。

紫帆：あ、でもそろそろわたし侵しん蝕しよく率りつが辛つらくなってきたんですけどー……。

柳也：え!?　そこまで上がってるのか!?

紫帆：結けつ構こうエフェクト使っちゃったから。今、80％後半くらい。

ミナリ：ちなみに私も同じくらい。最初の戦せん闘とうが効きいてます。

ＧＭ：ミナリは二回くらい《リザレクト》して、さらに出目が大きかったからな。

柳也：となると、もう寄より道はできねえか。

ミナリ：過去の紫帆の扉から即そくクライマックスとは限かぎりませんからね。

紫帆：じゃあ次は〝フェイトシーカー〟に……。

ＧＭ：おっと、その前にイベントが起きますよ。

紫帆：え？

ＧＭ：アキューズが消えてから２シーン経たったからね。

柳也：アイツか！







◆Middle 08◆一時の同どう盟めい


ScenePlayer ─── 九条柳也






　石いし畳だたみの世界に再ふたたび扉が出しゆつ現げんする。扉の向こうから現あらわれたのは侵入者、アキューズ。

　何事もなかったかのように床ゆかに降おり立つ彼に、柳也は声をかけた。

「よう、調子はどうだ？」




ＧＭ：というわけで、次のシーン。シーンプレイヤーは柳也だね。

柳也：了りよう解かい。まあ、確たしかに俺おれしかねえな。

薫：一いち応おう僕ぼくも登場しておくよ。前のシーンに登場してないからね。

ＧＭ：では、紫帆たちがいない間に再ふたたび虚こ空くうに扉がひとつ現われて、アキューズが帰ってくる。いつもの無む表ひよう情じようのまま、何の感かん慨がいもなさそうに。

柳也：よお、調子はどうだアキューズ。その様子じゃ仕事は終わったみてえだな。

ＧＭ：「ああ、手順がすべてわかっている仕事だ。そちらは状じよう況きように進しん展てんがなさそうだな」

薫：これは厳きびしいことを言うねえ。ま、図星なんだけど（笑）。……ところで一応聞くけど、何をしてきたかは聞いても答えてはくれないかい？

ＧＭ：「ああ、喋らない。……だが、副次的に得た情じよう報ほうは教えてやろう」

薫：おや？

ＧＭ：「今、〝賢けん者じやの石〟を侵蝕しているこのプログラムの名前は〝ゴースト〟という」

柳也：ほう？

ＧＭ：「本来は〝賢者の石〟の中に眠ねむる人じん格かく───つまり、前の持ち主の情報をサルベージするために開発されたものらしいな」

柳也：サルベージ？　それでこんな現げん象しようが起きるのかよ？

ＧＭ：アキューズは黙だまって首を横に振ふる。

ミナリ：誰だれかがアレンジして使ってる、というところですかね。

薫：かもねえ。

柳也：……ところでよ。さっきから気になってたんだが、お前、どうやって出るんだ？

ＧＭ：「（さらりと）出る方法など無いが」

柳也：無いのかよ！　……戻もどれもしないのに来るなんて、とんだワーカホリック野や郎ろうだぜ。

ＧＭ：「強しいて言えば、七村紫帆を殺すくらいだが。……そうはさせてくれんだろう？」

柳也：あったりまえだろ？　……ふん。じゃあよ、ここはいっちょ協力といかねえか？

薫：お？

ＧＭ：アキューズはじろりと柳也を見て、「お前から言い出すとはな。……驚おどろいたぞ」と全く顔色変えずに言う。

柳也：驚いてねえじゃねえか……（笑）。

薫：でも、柳也くんから言い出すとは意外だね。僕もちょっとビックリしたよ。

柳也：まあ……、俺もちょっとした目的ができたからな。

薫：目的？

柳也：さっきも言っただろ？　槙絵の話を聞いて、真実を知りたくなったんだ。

薫：（肩かたをすくめて）なるほどね。

柳也：てわけで、どうだアキューズ。

ＧＭ：「いいだろう」

柳也：よし、じゃあ同盟成立だ。

ＧＭ：「ただし、俺はもうひとつだけ調べたいことがある。……その後に合流しよう」

柳也：仕事以外のことか？

ＧＭ：アキューズはうなずく。「ちょっとした好こう奇き心しんを満たすだけのものだ。……俺の依い頼らい主ぬし、〝銀目の鴉からす〟の本当の姿すがたを見に行く」

紫帆：…………ほ、本当の姿？

ミナリ：多分……〝銀目の鴉〟という名前がつく前の、彼の名前じゃないかな。

柳也：ああそうか。鴉ってのはふたつ名だからな。

ＧＭ：そういうことだ。ちなみにアキューズはその名前を教える気はなさそう。

薫：教えて～と言っても───。

ＧＭ：「依頼人の詳しよう細さいは教えられん」

薫：だよね～。

柳也：お前は見に行くくせに（笑）。

ＧＭ：アキューズはそれを黙もく殺さつ（笑）。

柳也：しっかし、お前も俺のこと言えねえよな。仕事の最中に好奇心で行動する、なんてのは昔のお前からは考えられねえぜ。

ＧＭ：アキューズはピタリ、と動きを止めて少し考えてから言う。「……そうだな。この一件を受け、お前たちと戦い、それらの経けい験けんが俺に影えい響きようを与あたえるのは確たしかだ」

ミナリ：む！　今いま更さらいいヤツになろうとしたって許ゆるしませんよ！（笑）

柳也：なんねえだろ（笑）。

ＧＭ：別にどういう風に変わってるかはわかんないけどね（笑）。そしてアキューズはまた新たな扉とびらを作り出し、「では、な」と言ってその向こうへと消える。……では、ここでシーンを切ろう。

柳也：さて、これで後は俺たちが中ちゆう核かくにたどり着けるか、だな。

薫：それは次の扉に行けばわかるさ。……きっとね。







◆Middle 09◆ふたつの過か去こ


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　紫帆は、今の今まで自分が平へい凡ぼんに育った人間だと思っていた。

　それなりに裕ゆう福ふくな家に生まれたことや、両親にちゃんと愛してもらえたことは幸運なことで、中学校に上がった直後に両親が死んだことは不幸なことだが、それでも普ふ通つうであると信じていた。

　だが───今になってそれが足あし下もとから揺ゆらぎだしている。

　自分の過去。そこに大きな闇やみがわだかまっているのを、紫帆は感じていた。




ＧＭ：では次のシーン。

紫帆：（他のＰＣを見て）……いいですよね。

ミナリ：うん、そろそろ進み時だと思う。

薫：僕も異い論ろんはないよ。

柳也：俺も同じだ。

紫帆：じゃあ───〝フェイトシーカー〟にロイスを取ります。

ＧＭ：了りよう解かい。では、いつもの通り扉が生まれますよ。見た目は今までの扉と変わらない。

紫帆：…………。

ＧＭ：そして三郎がいつのまにか現あらわれて、紫帆に言う。「……本当に行くのか？」

紫帆：え……？　だって、行かないと……。

ＧＭ：「お前が行かないで、他の連中が行くって手もある。そう言ったろ」三郎はじっと紫帆の目を見る。

柳也：…………。

ミナリ：…………。

紫帆：でも……ためらっててもしょうがないでしょ。時間もあるわけじゃないし。

薫：そう言えば、あの黒い幽ゆう霊れいたちはどんな感じなんだい？

ＧＭ：だいぶこっち側に距きよ離りが詰つまってきてますね。もう、街灯も見える範はん囲いで十あるか無いか、といった感じ。

ミナリ：もう、本当に時間はなさそうですね……。

紫帆：…………だから、行く。

ＧＭ：「いいんだな？」と三郎はせり出す。「この中にはお前が知らないお前がいる可か能のう性せいが高い。もし、それがお前の望まない過去だった場合───」

紫帆：いいの。

ＧＭ：「…………」

紫帆：もう、見なかったことにはできないもの。……と言って、扉を開きます。

ＧＭ：了解。では三郎はちょっとあきらめたように黙だまり込こみ、そして扉がゆっくりと開いてゆく。そこは───。




　奇き妙みような場所だった。

　見た目は石いし畳だたみの世界と変わらない。ただ、学校の校庭くらいに切り取られた空間。

　中央には今までに見たものよりも強く、大きく輝かがやく街灯がひとつ。

　空には、山ほどもある柱時計が時を刻きざんでおり───前には巨きよ大だいな両開きの扉がある。




　そしてなによりも奇妙なのは、その扉の前でふたりの紫帆が四人を待っていたこと。




[image: ]

ＧＭ：という世界だ。

一同：え、えええええええええっ!?

紫帆：ふ、ふたり!?

ＧＭ：そう、ふたり。……キミも含ふくめればその場に三人の紫帆がいることになる。

ミナリ：こ、混こん乱らんする。

柳也：特とく徴ちようとかは無いのか？

ＧＭ：片かた方ほうの紫帆はなんだか怒おこった顔をしており、もうひとりは悲しそうな顔をしている。……服ふく装そうなどに変化は無いね。

薫：便べん宜ぎ上、怒っている方を紫帆レッド、悲しんでいる方を紫帆ブルーと呼こ称しようしよう。

ＧＭ：じゃあそれで（笑）。……で、紫帆レッドが「ようやく、ここまで来たわね」。

紫帆：こ、ここはなんなの？　あなたたちは……？

ＧＭ：するとブルーが「ここは紫帆という人物の中心。そして、選せん択たくが行なわれる場所」。

紫帆：…………。

ＧＭ：「そしてわたしたちは───〝フェイトシーカー〟。あなたが失ってしまった本物の紫帆」とレッドが言う。

ミナリ：やっぱり、〝フェイトシーカー〟は紫帆のコードネーム……？

紫帆：う、失ったって……、やっぱりわたし記き憶おくを？

ＧＭ：「そうよ。あなたは八年前、とある事じ故こによって記憶を失った」

ミナリ：その事故とは？

ＧＭ：ふたりは声を合わせる。「……〝銀目の鴉からす〟による研究所の破は壊かい。彼によってわたしは大きな傷きずを負い、そして記憶を失った」

柳也：じゃあ、なぜお前らは今さらのように出てきた？

ＧＭ：「あのプレートは〝賢けん者じやの石〟の内部にアクセスするためのもの。それを利用して思い出すように仕し掛かけておいた」

薫：ということは、この事件を仕掛けたのは紫帆くんってことになるのかねえ？

柳也：…………。

ミナリ：…………。

紫帆：じゃ、じゃあ、どうしてあなたたちはふたりいるのっ!?　本物のわたしだって言うのなら、ふたりなのはおかしいじゃない！

ＧＭ：「それは、わたしが迷まよっているから」とふたりは同時に言う。「……どちらかを選ばせるために、わたしはふたつの姿すがたを取った」

柳也：迷っている……？

ＧＭ：レッドがうなずく。「わたしはあの研究所でとある〝賢者の石〟を完成させた。一にして七つの石。それを統とう合ごうするのがわたしの役目」

紫帆：……っ！

ＧＭ：レッドは拳こぶしを握にぎりしめて続ける。「わたしは研究を先に続けなければならない。〝賢者の石〟には可か能のう性せいがある。石を成長させ、その果てにある生物の進化を見なければならない。それがわたしの目的だから」

ミナリ：……ブルーの方は？

ＧＭ：「わたしは後こう悔かいしている」とブルーは言う。「あの〝賢者の石〟を作ってしまったことで、運命をねじ曲げられた人がたくさんいる。わたしは……そのつぐないをしなければならない」そう言って、彼女はうつむく。

紫帆：───じゃあ、やっぱり鴉やまひろさん、知冬さんたちに〝賢者の石〟を埋うめ込んだのはわたしなの!?

ＧＭ：彼女たちは同時に首を縦たてに振ふり───。




「そう」

　まるでひとつの声のように、ふたりの紫帆は言葉を紡つむぐ。

「すべての状じよう況きようをつくったのはわたし。すべての原げん因いんを作ったのはあなた」

　そして、ふたりは紫帆へと手を差し出す。

「だから───どちらかを選び、受け継つぎ、本来の姿に戻もどりなさい。

　あなたもまた、わたしたちの一部なのだから───」




紫帆：ほ、本来の姿って言っても……。

ＧＭ：ふたりは紫帆の言葉を聞かず、手を伸のばす。「さあ、研究の先を見るために……」とレッド、「さあ、罪つみを償つぐなうために……」とブルー。「偽いつわりの人格を捨すてて、わたしたちを」

紫帆：…………。

ミナリ：これ……どっちかを、選ぶの……？

紫帆：そ、そんな……。見る限かぎり、ブルーの方が正しいような気はするけど……。

柳也：それでいいのかどうかは……正直、俺おれにもわからんな。

一同：…………。

薫：あのさー。ちょっと気になるんだけど、いいかな。

柳也：……どうした、いきなり？

薫：いや、みんなふたりの紫帆くんに注目してるみたいだけど、僕ぼくは彼女たちの後ろにある扉とびらが気になるんだ。……どんな扉なんだい？　僕たちが今まで使ってた扉と同じ？

ＧＭ：ほう、いいところに気がついたね。大きさや両開きであるところは違うけど、基き本ほんのフォルムは今までの扉によく似にている。……ただし。

薫：ただし？

ＧＭ：頑がん丈じようそうな鍵かぎがひとつ、中央についている。とてもじゃないが開けられそうにない。

薫：鍵、か～……（何か考え始める）。

柳也：……？

ミナリ：か、鍵はともかく。……やっぱり彼女たちは紫帆に害をなそうとしているだけなのでは？　そうでなければ、情じよう報ほうの書き換かえなんて……。

ＧＭ：「あれは、紫帆をここに呼よび寄よせるためのもの」とふたりは言う。

柳也：呼び寄せる？

ＧＭ：「そう」レッドがうなずく。「わたしは迷まよっている。この先、何を目的として歩くべきなのか」……ブルーが続ける。「このまま元の〝フェイトシーカー〟に戻っても、この迷いは無くならない。だから決けつ断だんが必要だった」

紫帆：だから……わたしを？

ＧＭ：ふたりは紫帆を見る。「そう。あなたは事じ故こによって誕たん生じようした、イレギュラーな紫帆。……でも、わたしたちの一部であることには間ま違ちがいない。だから、決断のためにここに来てもらう必要があった」

紫帆：…………。

柳也：一いち応おうの……筋すじは通ってやがるぞ。わざわざ何も知らない槙絵の情報を書き換えて、自分たちの居い場ば所しよをさらしたんだ。紫帆の人格を壊こわすだけならそんなことしない方がいい。

ミナリ：それは、そうですが……。

薫：ということは、やっぱり紫帆くんはあの研究所にいたってことかい？

ミナリ：それで、この〝賢けん者じやの石〟を作った……？

柳也：俺にもわからん。わからんが……。

ＧＭ：ふたりは紫帆をじっと見ているよ。

紫帆：どっちかを……選ばなきゃいけないの……？

ＧＭ：「そう、あなたが選び、そして受け継つがなければならない。……なぜならば、どっちの道もあなたには歩めないから。なんの能のう力りよくもない、あなたには」

紫帆：……う、うう。

ＧＭ：「さあ、今すぐに決めなさい」

紫帆：そ、そんなことを言われても……。

ＧＭ：「さあ！」とふたりは手をさしのべて来る。

紫帆：……ふ、ふたりとも昔のわたしなら……。両方に手を……。

柳也：おい!?

紫帆：でも、それが一番よさそうだし……。

ミナリ：待って！　それはあまりに危険過ぎる！　何が起きるかわからないのよ！

紫帆：う…………。

ＧＭ：（紫帆の様子を見て）ミナリの意見に三郎も便乗しよう。彼は突然現われて───。




「なにやってる、このバカ！」

　罵ば声せいと共に、勢いきおいよく引っ張ぱられ、紫帆は後ろへと突つき飛ばされる。

　目の前にはいつの間にか三郎の姿すがた。だが───。




「邪じや魔まを……するな！」

　今まで他の仲間たちに何の反はん応のうも示しめさなかったふたりの顔色が変わる。

　同時に彼女らの手が動き……三郎を切り裂さく。




ＧＭ：「ぐ……っ！」とうめき声を上げて三郎がレッドとブルーの方に向き直る。

紫帆：さ、三郎!?

ＧＭ：三郎の傷きずはすぐに元に戻もどるものの、なんらかのダメージはあるようだ。さっきより少し色が薄うすくなり、辛つらそうにしている。

紫帆：うう……。

ＧＭ：で、三郎はふたりをにらみながら紫帆に言う。「お前……、あの手を取るってのはどういうことかわかってんのか!?」

紫帆：いや、でも……。

ＧＭ：「その手を取れば、今のお前は消えるんだぞ！　相手が本当の過か去こだろうがなんだろうが、今のお前は消えるんだ！」

紫帆：…………。

ＧＭ：「それでいいのかよ！」と叫さけびながら、レッド・ブルーへの牽けん制せいを続ける三郎。

ミナリ：向こうの様子は？

ＧＭ：三郎の登場にすこしいらだちを募つのらせているようだ。……このままだと強きよう硬こう手しゆ段だんに出るかもしれない。

薫：柳也くん、ここは一いつ旦たん外に出よう。

柳也：む？

薫：戦っていい連中なのかわからないし、もし戦うとしても三郎くんをかばいながらの戦せん闘とうはキツイだろう。……それに。

柳也：何か思いついたか？

薫：うん。……その辺も相談しておきたいしねえ。

柳也：わかった。……ミナリ！　一回引くぞ！

ＧＭ：では、こっちのふたりの殺気がだんだんと強くなっていき───。

ミナリ：その瞬しゆん間かんに紫帆を抱かかえて、入ってきた扉に飛び込みます！




　ミナリに抱えられて、紫帆はその場を後にする。

　ふたりの紫帆は瞬間だけ後を追おうとするものの、三郎に阻はばまれてそれを断だん念ねん。

　ただ、じっと、どこか無む機き質しつな目で四人を見送るだけだった───。







◆Middle 10◆それでも、自分の脚あしで


ScenePlayer ─── 七村紫帆






「ホントになに考えてやがる！」

　蒸じよう気きでも出しそうな勢いきおいで、三郎が叫さけぶ。

「今まで、バカだ、バカだと思ってたが、まさかここまでとは思わなかったぞ！」




　ふたりの紫帆から逃のがれて、再ふたたび石いし畳だたみの世界。

　どこか疲つかれた様子の紫帆に、同じく疲ひ弊へいした三郎が必死になって言葉を浴びせていた。




ＧＭ：では次のシーン。……再び石畳の世界に戻ってきたところ。全員登場ね。

柳也：やれやれ、今回は意外な展てん開かいばっかだぜ。

ＧＭ：で、戻ってくると同時に三郎がまた紫帆に言う。「お前、本気でやつらの手を取ろうとしただろ!?」……三郎は明らかに消しよう耗もうした様子だが、それでも叫ぶ。

紫帆：う、うん……。

ＧＭ：「なに考えてる！　あの手を取ったらどうなるか想そう像ぞうつくだろう!?」

紫帆：いや、だってどっちかが正しくて、どっちが間ま違ちがってるとかわかんなかったし……。ホントに自分の記き憶おくが戻もどるんだったら片かた方ほうだけ、とかじゃなくてきちんとした形で戻したかったし……。

ＧＭ：「……だああああああああっ！　そうじゃねえよ、俺が聞きたいのは！」

紫帆：え、……え？

ＧＭ：「俺が聞きたいのは、お前はそんなに今の自分に自信がねーのかってことだ！」ズビシ、と指を指す三郎。

紫帆：…………え？

ＧＭ：「あいつらの言うことを聞くだけで、お前の方からあいつらになんか言ってやることはねーのかよっ!?」と、どんどん乱らん暴ぼうな言こと葉ば遣づかいになる三郎。

紫帆：そ、そんなこと言っても……。だって、向こうの言うことが正しかったら……。

ＧＭ：「あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、だからお前を見てるとイライラするんだよ！　なんでいつも一歩引くところから始まるんだ！」

紫帆：そ、そういうならもっと三郎はわかりやすく喋しやべってよ！

ＧＭ：「な、なんだと……？」

紫帆：いつもいつも口を開けば悪口ばっかりで！

ＧＭ：「む……、ど、どうせこっちの言うことなんて満足に聞きゃしねえだろ、お前は！」

紫帆：それはいつも頭の斜ななめ上からぎゃーぎゃー言うだけだからでしょ！

ＧＭ：「言ったな、この！」と叫びつつ、紫帆の髪かみをつかむ三郎。

紫帆：あ、ここならつかめるんだっけ。……それならこっちも三郎をつかんで伸のばす！




　伸ばす……？




柳也：伸びるのか！（笑）

ＧＭ：じゃあそれで。三郎は顔とか伸びながら紫帆の髪かみの毛を引っ張ぱったりする（笑）。

紫帆：負けじと三郎を伸ばしたり縮ちぢめたりしてます（笑）。

薫：まあ……でも、三郎くんの言いたいこともわかるかなあ。

紫帆：……え？

薫：確たしかにさっきのふたりは紫帆くんの過か去この姿すがたかもしれない。でも、だからといって今の紫帆くんを否ひ定ていする理由にはならないよねえ。

紫帆：…………ちょっと三郎から手を離はなして、薫さんを見ます。

薫：まあ、僕はね。紫帆くんらしいと思うんだよ。

ＧＭ：「……らしい？」

薫：自分である可か能のう性せいのあるふたりの、どちらかを選ぶんじゃなくて両方ともに手をさしのべようとするところとかね。実に彼女らしいと思うよ。

ＧＭ：「だが、あいつらの手をとっちまったらそれで終わりなんだぞ!?」

薫：その時のためにキミがいるんじゃあないか。……ねえ、三郎くん？

ＧＭ：「…………え？」

薫：まあ、僕が見る限かぎりアレだね。キミたちは───バランスが悪い。

紫帆：いや、そんなみもふたもないことを（笑）。

薫：両りよう極きよく端たんなんだよね。……三郎くんは現げん実じつ的に物事を見るくせにはっきりそれを伝えられない。紫帆くんは心が強いくせに一歩引いてしまうクセがある。

ＧＭ：「む……」

薫：もう少しお互たがい話を聞いてもバチは当たらないと思うけどねえ。




　薫はそう言って肩かたをすくめる。

　それが当然、と言わんばかりに白衣の奇き人じんは笑え顔がおを浮うかべる。




紫帆：…………。

柳也：薫の妄もう言げんもたまにはいいこと言うな。

薫：妄言とは失礼な（笑）。

柳也：俺おれも、お前はあのふたりに引く必要はないと思うぜ。

紫帆：柳也さん……。

柳也：お前が今の石を手に入れてから三ヶ月。……まあ、お前はよくやってきたよ。正直、俺でもこれだけの事じ件けんを乗り越こえられるかどうかは自信がねえ。

紫帆：でも、それはみんなが……。

柳也：全部俺たちに任まかせっきりにしてたわけじゃねえだろ？

紫帆：…………。

柳也：俺はそんなにアドバイスをするガラでもねえしな。最終的にはお前が決めりゃいい。……自分で選んだ結果なら、それでいいだろ。

紫帆：はい……。

柳也：もしその結果、まずいことになったら殺してでも俺が止めてやるよ。（肩をすくめて）……実じつ際さい、今もそういう指令含ぶくみで来てるわけだしな。

ミナリ：柳也さん！

紫帆：それは……ちょっと硬こう直ちよくするかも。

柳也：なあに気にするな。何もかも終わった後の話だよ。




　柳也はそう言いつつタバコに火をつける。

　口元には皮肉げな笑み、目には確かつ固こたる信しん頼らいを込こめて。




紫帆：…………はい。

ミナリ：じゃあ私も一言言っておくわね。

紫帆：う、うん。

ミナリ：私は───過か去このあなたを知らない。私が知っているのは、八ヶ月前私が鳴島市に来てからのあなた。

紫帆：…………。

ミナリ：その短い期間でも、あなたはたくさんのことを乗り越えてきたと私も思っている。オーヴァードのことを何も知らないままジャームと立ち合ったり、まひろさんを救ったり、槙絵さんのことに悲しんだり、そして拓真くんと戦ったり……。

紫帆：……うん。

ミナリ：それはすべて〝今のあなた〟が歩んできた道。そうでしょう？




　そう言って、ミナリは大きくうなずく。

　……誰だれにだって道はある、と強く信じて。




紫帆：…………。

ミナリ：さっきまひろさんも言ってたでしょう？　紫帆に感かん謝しやしているって。

柳也：おっと、槙絵にも言われたぜ。……楽しかったってな。

薫：知冬くんにもありがとうって言われたねえ。この感じだと、拓真くんもきっと同じかな？

紫帆：…………。

[image: ]

薫：それにしても、このプログラムってのはひどいよね。

ミナリ：どういう意味ですか？

薫：だって紫帆くん自身が書き換かえられちゃったら、この石の中にある情じよう報ほうすべての意味が変わっちゃうじゃないか。そりゃあひどい話だよ。みんなそれぞれの経けい緯いがあって石を紫帆くんに渡わたしているってのに。

ミナリ：あ……、そうか。

薫：ただの記憶の書き換えや洗せん脳のうよりもたちが悪い。……こりゃあ、さすがの僕ぼくにもできないねえ（肩をすくめる）。

柳也：お前、そういう悪意には敏びん感かんだな。

薫：そうそう。……いつもは空気読めなくてセント・ジョージ城じようとか出しちゃうけどね（笑）。

ミナリ：自分で言わないでくださいよ（笑）。

ＧＭ：じゃあ、最後に三郎がもう一回言う。紫帆の顔の正面に立って。

紫帆：……？

ＧＭ：「お前、一体どうしたいんだ？」

紫帆：どうって……。

ＧＭ：「自分の過か去こに何かあったのかもしれない。〝賢けん者じやの石〟はお前が作ったのかもしれない。……そうだとしたら、お前はどうするつもりなんだ？」三郎はじっと紫帆の目を見る。

紫帆：…………。

ＧＭ：「あのふたりの言うことなんてどうでもいい。今のお前がしたいことだけを言え」




　三郎の声に力がこもる。

「俺の知ってるお前は、過去に何かあったから全部他人任まかせにできる器用な人間じゃない」

　彼の言葉から、じんわりと何かが伝わってくる。

「そんなことができるんだったら、お前はまひろの時にアイツを助けることをあきらめてたはずだ。……そんな人間だったら、拓真の時にあんなに悩なやまなかっただろうが」

　強い言葉に隠かくされてわかりにくいけれど。……だが、はっきりとわかる。

「自分のことになったら急に弱気になりやがって！　そんなタマじゃねえだろ、お前は！」




　……ああ。

　紫帆は突とつ然ぜんに理り解かいした。

　三郎は何よりも───今の七村紫帆を否ひ定ていされたことに怒おこっているのだということを。




ＧＭ：「で、どうするんだよ！」と三郎は言うけど？

紫帆：わたしはちょっと呆ぼう然ぜんとして言います。…………三郎、わたしのために怒ってたんだ。

ＧＭ：「う…………」

薫：わかりにくいよねえ。

ミナリ：もっと普ふ通つうに言えばいいのに。

ＧＭ：「い、いいだろ別に！　俺はコイツがオーヴァードになってからずっと見てるんだ！　あんないいように言われるヤツじゃねえ！」……慌あわてる三郎（笑）。

薫：ふふふ、このツンデレめ（笑）。

ミナリ：まったく……（笑）。……で、紫帆はどうするつもり？

紫帆：そうだね……。




　なんとはなしに目線を空に上げ、紫帆はつぶやく。




紫帆：昔のわたしが何をしてきたか、どんな人間だったのかは今でも気になるけど。……確たしかに今のわたしをないがしろにしちゃダメだよね。




　見回せば、まだ火の灯ともった街灯がいくつか。その下には紫帆の思い出があるのだろう。

　さっきまで見てきたような、大切な、かけがえのない、思い出が。




紫帆：あの人たちが語ったことが本当でも、そうじゃないわたしもここにいる。……みんなが見ててくれたわたしがここにいるわけだから。

ＧＭ：「……で、どうする？」

紫帆：わたしは───。




　紫帆は仲間たちの顔を見る。

　まだ長い間じゃないけれど、共に戦い、共に歩いてきた仲間を。




紫帆：研究の先でも、罪つみの償つぐないでも、自分の足で歩きたい…………かな。

柳也：ま、お前らしいところに落ち着いたな。

ミナリ：一安心ですね。

薫：僕も今の紫帆くんじゃないと面おも白しろくないからねえ。

紫帆：うん……。三郎も、こんなところまでつきあってくれてありがとうね。

ＧＭ：「……ここは俺の住みかで、俺とお前は離はなれられねえからな」と三郎はぶっきらぼうに言ってから紫帆の肩かたに乗る。

紫帆：……うん。

柳也：あー、そういや薫よ。さっき何か気づいたとかなんとか言ってなかったか？

薫：ああ、さっきの場所に扉とびらがひとつあったじゃない。……妙みように大きくて鍵かぎのかかった。

紫帆：ありましたね。

薫：アレの鍵ってどうやって開けるんだろうなあって思って。

柳也：鍵……？

薫：さっきのＧＭの演出によれば、あの扉は僕らがロイスで作る扉に似にてるらしい。

ＧＭ：うん、基き本ほん的なデザインは似てる。

薫：となると、やっぱりロイス関係で開けるのかと思ってさ。

ミナリ：なるほど、それは理にかなってますね。

薫：で、今のやりとりを見てて思いついたことがひとつ。……ちょっと前に、アキューズが来たときに「紫帆くんのロイス枠わくでしか開けられない扉がある」って言ったじゃない。

柳也：そういうのがあってもおかしくない、って言ってたな。

薫：僕たちはアレを〝フェイトシーカー〟だと思ってたけど、たぶんそれは違ちがうよね。

紫帆：え？

薫：〝フェイトシーカー〟って一いち応おうＧＭの許きよ可かがあれば僕たちでも取れるじゃない。……特に、彼女たちが紫帆くんと同どう一いつ存そん在ざいなのかどうかわかんないわけだし。

柳也：……言われてみりゃそうか。

薫：だとすると───紫帆くんにしか取れないロイスというのは？

紫帆：あっ！

薫：（にっこり笑って）わかったみたいだね。

紫帆：はい！

柳也：……あんまし、俺はわかってないんだが……。

薫：きっと大だい丈じよう夫ぶ。……少なくとも、今からあのふたりに会いに行くのは変わらないんだから。

ＧＭ：「……じゃあ連中に見せてやるか。お前が案外肝きもの据すわったやつだってことを」

紫帆：……ホントは、今でも自信ないけど。

ＧＭ：彼はにやりと笑って、「大だい丈じよう夫ふ、土ど壇たん場ばになれば力は出る。……ずっと見てきた俺が言うんだ、間違いねえ」

紫帆：うん！




　うなずいて、紫帆は決意と共に扉を開く。

　……まだ足は少し震ふるえるけれど、歩けないわけじゃない。

　不安も恐きよう怖ふも、すべて踏ふみしめて歩きだそう。

　その道を、みんなが思い出させてくれたから。







◆Middle 11◆最後の扉とびら


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　空には巨きよ大だいな時計、ふたりの紫帆の背はい後ごには両開きの扉がひとつ。

　中央の街灯にはまだ煌こう々こうと明かりが灯ともっている。

　四人があらわれると、再ふたたびふたりの紫帆が口を開いた。




「さあ、決けつ断だんを」




ＧＭ：というわけで〝フェイトシーカー〟の部屋に戻もどってきたところからだ。

紫帆：みんなの顔を見てうなずいてから、一歩前へ出ます。

ミナリ：がんばって。

ＧＭ：では紫帆の肩かたには三郎が乗り。そして向こう側のふたりが言う。「……もう時間は迫せまっている。さあ、決断を」

紫帆：では、彼らの顔を見てはっきり言います。……わたしは、その手は取れない。

ＧＭ：「なぜ!?」

紫帆：わたしは自分の進む道をどちらかに任まかせるつもりはないから。……犠ぎ牲せいを伴ともなった道も、ゴールのない償つぐないも、わたしは選ばない。

ＧＭ：……ふたりはとまどったような表ひよう情じようを浮うかべる。「では、あなたはいったいどうするの？　あなたは……イレギュラーにすぎないのに」

紫帆：では、わたしはそこで両手を差し伸のべます。そして───。




「あなたたちが本当にわたしの過か去この姿すがたなら、この手を取って。……わたしはあなたたちの道を全部背せ負おっていくから」




ミナリ：逆ぎやくに選せん択たくを迫った!?

ＧＭ：むむむ、それは予想しなかったな。……こっちのふたりはむしろ苦しそうな表情を浮かべ始める。

紫帆：…………続けて言います。




「わたしはあなたたちを否ひ定ていしない。……でも、今のわたしも否定しない！　記憶を無くても、わたしの歩いてきた道があるから！」




紫帆：ここで、今のわたしにロイスを取ります！

ミナリ：あっ！

柳也：なるほど、確たしかにこれは紫帆にしか取れない。

薫：そういうことだねえ。……さて、反はん応のうはどうかな？

ＧＭ：では、紫帆がその言葉を放つと同時にレッドとブルーの顔がゆがみ───。

紫帆：…………。

ＧＭ：そのままその姿にヒビが入り、「ぎゃああああああああああっ！」と叫さけぶと同時に崩くずれ去って黒い幽ゆう霊れいと同じような姿になる。そして後ろの扉が開き、そこに吸きゆう収しゆうされていく。

一同：おおおおおおおおおおっ！

ＧＭ：で、三郎がまるで自分の手て柄がらのようにフン、と鼻を鳴らす。「や[image: ][image: ][image: ][image: ]っぱり偽にせ物ものだったか」

紫帆：じゃあ……、わたしが〝賢けん者じやの石〟の開発していたとかは？

ＧＭ：「噓うそだろうな」

紫帆：え、ええええええええっ!?　結けつ構こう本気で考えてたんだよ!?

ＧＭ：「そう思わせたかったんだろうさ。……実じつ際さい、あの研究所とお前が関かかわっているのは確かなんだろうしな」

紫帆：…………。

薫：ともあれ、扉は開いたねえ。

柳也：こうなると、この先に本体がいるっていう展てん開かいで間ま違ちがいなさそうだな。

ミナリ：これだけ難むずかしいセキュリティを仕し掛かけている以上、いるでしょうね。

紫帆：あのさ、もしかしてこのプログラムを除じよ去きよすれば〝賢者の石〟の情報ってちゃんと検けん索さくできるようになる？

ＧＭ：それは……紫帆の過去がきちんと調べられるかってこと？

紫帆：…………うん。

ＧＭ：何が真実で何が虚きよ偽ぎかは調べられるようになるよ。……少なくとも、この石が持っている情報はね。

紫帆：…………。

ミナリ：じゃあ、そのためにも勝たなきゃね。

ＧＭ：「おう、行くぞ」と三郎も声をかける。

紫帆：…………うん！




　ゆっくりと息を整えてから、紫帆はうなずいた。

　扉の奥おくには闇やみがわだかまっている。

　自身の過去をさぐるため、今を守るために。

　紫帆はその先へと踏ふみ出した───。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆妄もう執しゆうの亡ぼう霊れい


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　闇の噴ふき出る泉いずみの前に、〝彼女〟は立っていた。

　泉からは止めどなく黒い幽霊があふれ、どこかへと消えていく。

　それを守るように立つ人ひと影かげは、まだかろうじて紫帆に見えた。

　半身は紫帆、もう半身は黒い不定形の物体に覆おおわれた人影が───幽霊たちを生み出しているこのプログラムの本体が、憎にく々にくしげに四人を睨にらんでいた。




ＧＭ：では、クライマックスだ！　全員登場してもらおう。

一同：（それぞれに侵しん蝕しよく率りつ上じよう昇しようのダイスを振ふる）

柳也：む……、そんなに侵蝕率は上がってないな。これなら[image: ]％未満で戦せん闘とうに入れるかも。

ミナリ：私はダメですね。現げん在ざいで[image: ]％。……やっぱり、ミドル最初の戦闘が効きいてます。

紫帆：わたしはギリギリで[image: ]％、かな。

薫：僕ぼくはミナリくんと同じくらいだねえ。

ＧＭ：よし、それでは描びよう写しやするぞ。……キミたちがさっきの部屋にある巨きよ大だいな扉とびらをくぐると、小さな部屋にでる。

紫帆：む……。

ＧＭ：その部屋の中央には、例の黒い幽霊を生み出し続けている……黒い泉のようなものがあって、そこから大量の幽霊が現あらわれては消えていく。

柳也：コレが元げん凶きようか。

ＧＭ：そしてその前にはひとりの人影が。

ミナリ：どんな外見ですか？

ＧＭ：外見は紫帆と同じ姿すがただよ。……半分だけは。

紫帆：は、半分？

ＧＭ：そう、左半身は紫帆そのもの。右半身は、黒い幽霊たちが寄より集まってできたような……なにか不定形のものがかろうじて人型を取っている感じ。

柳也：これがプログラム・ゴーストの中ちゆう核かくってことか。

薫：まさに名前どおりだねえ。

ＧＭ：そして向こうは憎々しげに紫帆をにらみつける。そしてしゃがれた声で「お、の、れ……。ここまで、手こずるとは……っ！」と。

紫帆：……身み構がまえてセリフを聞いてます。

ＧＭ：ゴーストは紫帆を、そして三郎を突つき刺さすような視し線せんで叫さけぶ。「憎むべきはそのノイズかっ！　ソレさえなければ、その体はすでに我わが物となっていたものを！」

紫帆：ノイズって……三郎のこと？

薫：そうだろうねえ。まあ、彼がセキュリティ代わりになってたおかげで、今まで時間を稼かせげたわけだし。

ＧＭ：その三郎はさっきの影えい響きようか、ぜいぜいとあえぎながらなんとか紫帆の横に浮ういている。

紫帆：じゃあ三郎をつかんで、自分の頭に乗せます。それでゴーストに言う。……あなたにはわたしの体もわたしの意い識しきも渡わたせない。もちろん、わたしたちの〝賢けん者じやの石〟も！

ＧＭ：三郎が頭の上で言う。「そうだ、言ってやれ！　お前の石は、そう簡かん単たんに手放せるもんじゃねえってな！」

紫帆：うんっ！

ＧＭ：ゴーストは、「おのれ、適てき合ごう者め……！　その力が、その体が恨うらめしい……っ！　天に選ばれたかのような、その体がっ！」とうめく。

[image: ]

薫：……思うんだけどさ、柳也くん。

柳也：なんだ？

薫：彼、プログラムにしてはなんだか人間っぽくないかい？　普通プログラムは恨み言なんて言わないでしょうに。

ミナリ：あ、そういえば……。

ＧＭ：む、ではちょうどいいのでそこでひとつ演えん出しゆつを入れようか。

一同：お。

ＧＭ：キミたちがゴーストと向かい合っていると、背はい後ごの扉───キミたちが入ってきた扉が開いてもうひとり、この場に現われる。……アキューズだ。

一同：アキューズ！

柳也：うお、ちゃんとクライマックスに来るのか！　俺おれはまたてっきり、全部終わったら現われるのかと思ってたぞ！（笑）

ＧＭ：キミはヤツをなんだと思ってるんだ（笑）。まあいいや。アキューズはゴーストを一いち瞥べつしてから柳也に、「ヤツの正体、少しだがわかったぞ」と。

柳也：ほう？　聞かせてくれるのか？

ＧＭ：「件くだんの研究所に所しよ属ぞくする研究員のひとりに、自分が〝賢者の石〟の適合者でないことに絶ぜつ望ぼうしていたヤツがいた。〝フェイトシーカー〟はソイツのコードネーム、とのことだ」

ミナリ：それで……、〝賢者の石〟の持ち主を乗っ取ろうとしてこんなプログラムを？

薫：そういうところだろうねえ。あのプレートは石の持ち主にしか読めない。仕し掛かけをしておけば、石の持ち主を乗っ取ることができる可か能のう性せいは高い。

柳也：それで、間かん接せつ的に〝賢者の石〟を手に入れようって腹はらか。

ＧＭ：「ただし───そいつはすでに死し亡ぼうしている。〝銀目の鴉からす〟によって引き起こされた研究所崩ほう壊かいの際さいにな」

薫：まさに幽ゆう霊れい、か……。

ＧＭ：そこまで言ってからアキューズはゴーストを指差す。「そら、お前たちに追い詰つめられてかすかだが地金が出てきたようだぞ」

紫帆：えっ!?

ＧＭ：アキューズの指さす方向───黒く変色しているゴーストの右半身を見ているとたまにその部分に人間の姿すがたが映うつることがある。見た目四十～五十くらいの、神しん経けい質しつそうな男の顔がね。

紫帆：あれが……今回の犯はん人にん？

柳也：正確にはその亡ぼう霊れい、だろうな。

薫：（突然に）あ～、よかった[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ミナリ：……？　どうしたんですか？

薫：いや、その中に一いつ瞬しゆん僕が映るのかと思ってさ。

一同：何でだよ！（笑）

薫：だって、〝賢者の石〟に取り憑つかれた研究者でしょ？　それって僕と同じだもの（笑）。

ミナリ：いきなり向こうが薫にかしずいたりして（笑）。

ＧＭ：「おお、本体よ。私は失敗しました」とかな。……そんな展開は無いけど（笑）。

紫帆：（疲つかれ切った声で）ふっ……、とんだセント・ジョージだぜ……。




　しのさん……？




ＧＭ：え、ええと？

紫帆：あ、いや！　ちょっと思いついて言ってみたかっただけなので！　決して音がいいから気に入ったとかそういうのではなく……。




　そういうものらしい。




ＧＭ：まあいいや（笑）。では、キミたちがそんな会話をしていると、ゴーストの口から無む機き質しつな声が漏れる。「素そ体たい三体を抽ちゆう出しゆつ。戦せん闘とうデータをダウンロード」すると、黒い泉いずみから三体の幽ゆう霊れいが現あらわれる。

ミナリ：ザコですかね……。

ＧＭ：そしてゴーストが「ダウンロード開始」と言うと、その幽霊三体の後ろにキミたちも知っている人物の影かげが映る。……青原まひろ、スティング、鳶永拓真の三人が。

紫帆：え？

ミナリ：ちょ、ちょっとそれって……？

ＧＭ：そしてゴーストが「ダウンロード終しゆう了りよう。……敵てきを排はい除じよしろ！」と叫さけぶや否いなや、三体の幽霊はそれぞれ元にした人物と同じ動きを取り始める。

一同：うおおおおおおっ!?

柳也：マジか!?　今まで〝賢者の石〟を持ってたヤツのデータを使ったってことか!?

ＧＭ：そう。その中でも比ひ較かく的新しい情じよう報ほうのものをね。

ミナリ：どれだけ同じかは知らないけど、さすがに四体を相手にするのは厳きびしいかも……。

薫：いやあ、あれだけの敵から攻撃を受けると全滅の危険性も十分あるんじゃないかねえ。

紫帆：あ、あっさり言わないでくださいよ！

ＧＭ：と、それを見たアキューズが口を開く。「ならば、一体はこちらで受け持とう」

紫帆：お、おお！

柳也：うわ、マジか！

ミナリ：ええっと、ルール的にはどういう処しよ理りになります？

ＧＭ：ゴースト以外の三体から、任にん意いの一体を選んで。そいつはアキューズが相手をするから、戦闘には参加しない。

薫：なるほど、好きな一体は消せるわけだ。

柳也：ちょ、ちょっと相談させてくれ！

ＧＭ：了りよう解かい。好きに考えてくれ。

ミナリ：まず、シンドロームの確かく認にんを。まひろさんはサラマンダー／ハヌマーン、スティングがブラックドッグ／エグザイル、拓真くんがブラム＝ストーカー／ソラリスで……。




　まず誰だれを抜ぬかすか、相談を始める四人。どれもこれも、一ひと筋すじ縄なわではいかない連中である。

　過か去このデータを思い出しつつ、もっとも効こう率りつのいい方法を考え───。




柳也：よし、こいつだな。それしかない。

ミナリ：そうですね。……拓真くんの幽霊をアキューズに任まかせましょう。

ＧＭ：拓真か。……まあそう来るよね。

薫：スティングと拓真くんはどっちもザコを生み出す能のう力りよくがあるから迷まよったけど、彼の方が範はん囲い攻こう撃げきの回数が多いからね。

紫帆：一番新しいボスだから、一番強そうだし（笑）。

ＧＭ：じゃあ、アキューズが柳也に「あれでいいんだな？」と拓真の幽霊を指す。

柳也：ああ、頼たのむぜ。

ＧＭ：アキューズは片かた手てを上げ、意い識しきを集中する。すると、手のかざした先に様々な武ぶ器きが生み出され、それぞれが風のような速さでターゲットへと向かう。そのまま拓真の幽霊とアキューズは少し離はなれた場所で戦い出す。

ミナリ：（ぼそりと）…………アイツ、相打ちにならないかなあ（笑）。

柳也：微び妙みようにしょぼいこと言うなよ、ミナリ！（笑）

薫：まあ勝つでしょ、彼なら。

紫帆：うん、こっちはこっちで勝たなきゃね。

ＧＭ：では三郎が「ヤツが何体幽霊を生み出しても、ヤツ自身を倒たおせばそれで終わりだ」。

ミナリ：本体を倒せば戦闘は終了ってことね。

柳也：わかりやすくていいぜ。

ＧＭ：そして紫帆に「ここでしくじれば、今までの全部が壊こわれるぞ。気合い入れてけよ！」

紫帆：うん！　そしてゴーストを睨にらみながら言う。

ＧＭ：ゴーストは紫帆の方を見て、まだブツブツと恨うらみ言を吐はいている。

紫帆：不完全でも、わたしの記き憶おくは渡わたせない。それに───。




　ありったけの勇気と、そして決意を込こめて紫帆は言葉をたたきつける。

「わたしの過去も……返してもらうっ！」




ＧＭ：同時にゴーストが、獣けものじみた咆ほう哮こうを上げる！　さあ、衝しよう動どう判はん定ていの後に戦せん闘とうだ！　敵てきはゴーストと、まひろの幽ゆう霊れい、スティングの幽霊の三体！




◆第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では最初にセットアップだけど……。

柳也：《灰はい色いろの庭》を使いたいので、イニシアティブを教えてくれー。

ＧＭ：ゴーストが22、スティングが14、まひろは７。

ミナリ：ゴースト速いなあ……。

柳也：こっちの最速が11だから……ゴーストには使う意味がねえな。スティングに使うぜ。６下げて、ヤツのイニシアティブは８になる。

ミナリ：私は《フルインストール》を。最初から全力で行きます。

ＧＭ：了りよう解かい。こっちは全員が《ヴァイタルアップ》だ。

紫帆：うう……、わかっててもイヤだなあ。この瞬しゆん間かん。

ＧＭ：ではゴーストから行動するよ。《狂きよう戦せん士し》＋《絶ぜつ対たいの空間》＋《要かなめの陣じん形けい》を使用。黒い泉いずみから幽霊が継つぎ足されるようにして、三体全員のパワーがアップする。

柳也：支し援えん系けい！

ＧＭ：三体とも、次の判定はクリティカル値ちが１下がるよ。

薫：これはちょっと予想外だったねえ。

紫帆：じゃあ、わたしの手番なんだけど……。

ミナリ：どういう戦せん術じゆつで行きましょうか。ボスが支援系だと、ちょっと考え直さないと。

薫：三体とも倒すのはちょっと厳きびしいよねえ。

柳也：一番倒しやすそうなのは？

紫帆：多分……まひろさんかな。

ミナリ：確たしか、クリンナップにもダメージを与える厄やつ介かいな能力も持っていたはずです。

柳也：じゃあまひろから先に倒そう。向こうの手数を減へらしてからゴーストを倒す。

薫：りょうか～い。

紫帆：……じゃあわたしここは待機します。まだ《リザレクト》できるし。

柳也：俺もだ。紫帆と同じ理由で。

ミナリ：では私の番ですね。マイナーで《氷の加か護ご》、メジャーで《バリアクラッカー》＋《雷らい光こう撃げき》その他でまひろさんの幽霊を攻こう撃げき！　……達成値ちは37！

ＧＭ：こっちは回かい避ひのエフェクトは無いんだよなあ。……ダメだ、18で回避失敗。

ミナリ：では冷気を帯びたワイヤーウィップを飛ばして切り裂さく！　……ダメージは33点！

ＧＭ：むむ、それなりにいいダメージだな。だが倒れはしない。……次のスティングは待機だ。

柳也：……？　ああ、《群むれの主》のためか。

薫：困こまったねえ。僕ぼくもトループが出てくるのに合わせて《スプリットアタック》を使おうかと思ってたんだけど。

ミナリ：トループもイヤですけど、まひろさんをなるべくなら先に倒たおしておきたいですね。

紫帆：うん、攻撃される前に倒したい。

薫：じゃあここで攻撃しようか。今ならゴーストにも当たるしね。

柳也：頼たのむぜ。

薫：いつもの通り、マイナーでは《緑の鞭むち》。メジャーでは《スプリットアタック》＋《クリスタライズ》その他で攻撃。…………おお、なんだか出目がいい！

ＧＭ：うわ！　こんなところで！

薫：達成値は56だ。……僕にしちゃあよく回ったねえ。

柳也：よし！

ＧＭ：うーむ、56かあ。……一いち応おうスティングの幽霊が受けを試みるが───あー、ダメだ。失敗。他ふたりももちろん失敗。

薫：なら……ダメージもいいね。57点の装そう甲こう無む視しダメージだ。

一同：おおおおおおおおおっ！

薫：じゃあこんな演えん出しゆつで。（満面の笑え顔がおで）巨きよ大だいなイバラの城しろが出しゆつ現げんして彼らを押おしつぶすんだ。……いけー、セント・ジョージのしろー。

一同：また出てきたああああああっ！

ミナリ：な、なんか投げやりな言い方ですね（笑）。

薫：いやー、戦闘の時に言ってみたかっただけなんだよ（笑）。

柳也：ともあれ（笑）。……これならうまくするとまひろが死ぬんじゃないか？

ＧＭ：うん、耐たえられないね。こちらは《燃もえる魂たましい》を使用。黒い泉いずみから幽霊を継つぎ足して、なんとか体を保たもつ。

柳也：おし！　ここは押すぜ！　待機を解かい除じよして全力でまひろを───って、しまった！

ミナリ：……どうしたんですか？

柳也：（キャラシートを見て）うおおおお！　まだ侵しん蝕しよく率りつが[image: ]％超こえてねえから、《クリスタライズ》使えねえ！　あっ！　ミドルフェイズで《ドッペルゲンガー》使ったから、こっちもレベル上がるまで使えねえ！




　なんだか大だい惨さん事じである。




ＧＭ：えーと、結局組み合わせは？

柳也：…………く、《黒の鉄てつ槌つい》と《魔ま王おうの理》だけ。

一同：…………。

柳也：う、うおおおっ！　俺おれは、俺はジェネシフトした方がいいんじゃないのかー！（笑）

薫：落ち着こう、柳也くん。それじゃなんのためにミドルフェイズを抑おさえめにしてきたのかわからない（笑）。

柳也：ぐおお、じゃあふたつだけで攻撃！　……命中は27！

ＧＭ：うーん……、それでも回避は失敗するんだよなあ。

薫：それじゃあ《力の法ほう則そく》を使うよ。これがあれば、それなりにダメージも上がるだろう？

柳也：ありがたい。……じゃあ重じゆう力りよく弾だんをひとつ打ち出してダメージ36点だ。

ＧＭ：くっ……、それでまひろはまた落ちる。

ミナリ：やった！

ＧＭ：だが、ゴーストがそれを修しゆう繕ぜんするぞ！《奇き跡せきの雫しずく》で復ふつ活かつさせる！　まるで時間が戻もどるようにまひろの幽ゆう霊れいが元に戻っていく！

紫帆：うわ！　ホントにサポート系だ！

ＧＭ：（ダイスを振ふって）ＨＰは33まで回かい復ふくした。

紫帆：じゃあわたしも待機解除！　ここで止める！

ミナリ：倒して！　向こうは《狂きよう戦せん士し》がかかってるから、正直防ぼう御ぎよも厳きびしい！

紫帆：うん！　……《光の剣けん》をマイナーで作り出して握にぎりしめる！　そして《大だい蛇じやの尾お》その他を組み合わせて攻撃！　……う、27しかない。

柳也：いや、それでも相手は回かい避ひ苦手だからな。

ＧＭ：（ぶつぶつと）……どうする？　ここでやるか？　いや、でも……。

薫：なんか、迷まよってるみたいだねえ。

ＧＭ：いや、やめよう！　ここは普ふ通つうの回避に賭かける！

柳也：……？

ＧＭ：ダイスは13個こで……まず10。そして───よし、一個だけ回った！　20だ！

紫帆：や、やばい？

ＧＭ：そして６！　技ぎ能のうが２あるから達成値ち28！

一同：うおおおおおおおおおおっ！

紫帆：か、回避された……？

ＧＭ：振り下ろされる光の剣を、ぎりぎりで見切ってかわす！　ノーダメージだ！

柳也：ちっ！　《時間凍とう結けつ》！　ここでそっちを動かすわけにはいかねえんだよっ！

ＧＭ：そこまで来るか……。一気になだれ込こむねえ。

柳也：ここで倒すのと、そうでないのはだいぶ違ちがうんだよ！　今度は全力だ！《クリスタライズ》も《ドッペルゲンガー》も使って、十二人に分身して重力弾を打ち出す！

ＧＭ：よし、こいっ！

柳也：ぐあ！　達成値28！　やべえ！

ＧＭ：……もう一回これを回避するのは無理だな。ゴーストが《束そく縛ばくの領りよう域いき》を使って、その重力弾をこの場から消し去る！

ミナリ：攻こう撃げき妨ぼう害がいエフェクト！

薫：僕が取ったヤツだね。……持ってるかなー、と思ってたんだけど。

ＧＭ：達成値が低めなんでね。１シーンに一回しか使えないが、使いどころだろう。

ミナリ：確たしかに、28だと……。

柳也：…………ダメだ！　ここで止められるのはまずい！《時の棺ひつぎ》を使って、《束縛の領域》の判はん定ていは失敗にさせる！




　打ち出された無数の重力弾。それに合わせてゴーストは不ふ可か視しの壁かべを作り出す。

　世界そのもので作られた壁は、触ふれたものすべてを消し飛ばす。

　だが───。




柳也：瞬しゆん間かんだけ時を止め、壁が作り出される前に重力弾をヒットさせる。……遅おそいんだよ！

ＧＭ：ちぃ、これだと……だめか。回避は失敗。

柳也：よし、ダメージは35点！

ＧＭ：それは落ちる。重力弾に飲み込こまれるように、まひろの幽ゆう霊れいはかき消える。く[image: ][image: ][image: ][image: ]っ、一回も攻撃できなかった！　シーン全体攻撃もあったのに！

柳也：よっしゃ！　ギリギリだぜ！

ミナリ：だ、だいぶ切り札使いましたけどね……。

薫：でも、向こうもかなり消しよう耗もうしてるよ。

ＧＭ：全員攻撃したな？　それならスティングが待機を解かい除じよして《群むれの主》！

薫：来たねえ。

ＧＭ：スティングの幽霊から、さらに小さな幽霊が６体現あらわれる。……で、トループの行動だ。




　このトループの内、２体はゴーストのエンゲージに移い動どうして終しゆう了りよう。

　残りの４体は紫帆に攻撃を仕し掛かける。

　トループの攻撃は非ひ常じように軽い。ミナリの防ぼう御ぎよ能力で凌しのぎきれると思ったのだが───。




ＧＭ：あ、最後のヤツだけ達成値が54。

ミナリ：ご、ごじゅうよんっ!?




　なんと、ミナリが防御失敗。切り札の《氷雪の守しゆ護ご》を使うことでダメージこそなかったものの、侵しん蝕しよく率りつを大おお幅はばに上げることとなった。




◆第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、次のラウンドだ。まずはセットアップから。

柳也：《灰はい色いろの庭》をスティングに。今度は９点下がって５になるぜ。

ミナリ：私も同じく《フルインストール》。……正直、そろそろ侵蝕率が厳きびしいけど。

紫帆：大だい丈じよう夫ふ？

ミナリ：二、三回防御するか、一回攻撃するか。その後はもう倒たおれるしかないわね。

柳也：なんとかこのラウンドにケリはつけたいな。

ＧＭ：……では、最初にゴーストの行動からだ。

柳也：（ぼそぼそと）支し援えんしろー、支援しろー……。

ＧＭ：いやあ、ここは攻こう撃げきするだろ。

ミナリ：えー！　トループに《狂きよう戦せん士し》使ってくれればいいのにー！

ＧＭ：そんなことしたら、攻撃する前に潰つぶしてくるだろう。それくらいは読むさ。……というわけで《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》を《要かなめの陣じん形けい》で対象増ふやしつつ攻撃！

ミナリ：え、組み合わせそれだけ？

ＧＭ：いや、それ以外にも《彫ちよう像ぞうの声》とかわんさか組み合わせるぞ。当たるとダイスペナルティが12個この武ぶ器きひとつ装そう備び解除の効こう果かがある。

一同：うええええええええ～。

ＧＭ：〈意い志し〉で抵てい抗こうしてもらおう！　ゴーストは自身の恨うらみそのものを物ぶつ質しつ化させ、周囲に黒い霧きりとして吐はき出す！「その力を、その力を、その力をおおおおおおおっ！」

紫帆：……っ！

ＧＭ：こっちの達成値ちは……う！　に、27!?　クリティカル値下がってるのに!?

薫：あ、それなら僕の《束そく縛ばくの領りよう域いき》で止められるかも。

ミナリ：と、止めてー！　あの攻撃には受けが通用しないんです！

薫：ならば挑ちよう戦せんしてみようか。《束縛の領域》＋《絶対の空間》を宣せん言げん！

柳也：頼たのむぜ！

薫：とはいえクリティカル値は８なんだが……ぐぐ、23で止まった。

紫帆：うわっ！

薫：いや、ここはタイタスを使ってでも成功させる！　達成値１Ｄ10　上じよう昇しようで───うわ！　ギリギリで27！

一同：やったああああああああっ！

ＧＭ：では、黒い霧がキミたちに届とどこうかというところで───。

薫：セント・ジョージ城じよう降こう臨りん！　イバラの城がみんなを包んで、黒い霧から守るのさー！（笑）

紫帆：今回ずっとそれなんですか！（笑）

薫：いやあ、ちょっと気に入ってきてさあ（笑）。

柳也：やれやれ（笑）。じゃ、俺はまず後ろのトループを倒そうか。……《黒の鉄てつ槌つい》＋《魔ま王おうの理》＋《因いん果が歪わい曲きよく》で範はん囲い攻撃。

ＧＭ：的てき確かくだねえ。……では達成値を。

柳也：うお！　で、出目が！　達成値18!?

ミナリ：あ、ヤバイ。これは回かい避ひされたら……。

紫帆：致ち命めい的かも……。

ＧＭ：トループ……ふたりとも失敗。で、ゴーストは───う～ん、17で失敗。

ミナリ：危あぶない！

ＧＭ：ゴーストだけでもかわせれば、トループ一体残せたんだが。しかたない、トループの片かた方ほうがゴーストをカバーだ。

柳也：ヒヤヒヤした～。……ダメージは18点。散さん弾だん銃じゆうのように重じゆう力りよく弾だんを打ち出す。

ＧＭ：小さい幽ゆう霊れいはそれでかき消える。……トループは死んだよ。

紫帆：わたしは待機。《フルパワーアタック》を使ったほうがよさそうだし。

ミナリ：私は───ここで最後の攻撃をした方がよさそうね。

紫帆：そう……だね。まだゴーストにあんまりダメージ与えてないから。……お願い。

ミナリ：……任せて。冷気のワイヤーを飛ばす！　……命中の達成値は38！

ＧＭ：んー、回避は失敗。……回避苦手なんだよね。

ミナリ：ダメージは53！　どうだ!?

ＧＭ：…………ここは《ショックアブソーブ》で耐たえる！　目の前に何体も黒い幽霊が出てきて威い力りよくを軽けい減げんする！

薫：でもダメージは与えたね。……で、僕ぼくの手番か～。どうしたものか。

紫帆：どうしたんですか？

薫：いや、侵しん蝕しよく率りつがちょっと厳きびしくてね。[image: ]％なんだよ。……さっきタイタスも使ったから、攻撃するとほぼ三倍振ぶりは確定かな。

一同：…………。

薫：いや、ここはしょうがないな。僕だけ前に成長しているし、無理するのは当然だ。

柳也：すまん。

薫：大だい丈じよう夫ぶさ。……じゃあイバラを伸のばしてゴーストに攻撃するよ。……命中は29。

ＧＭ：……19で回避失敗。薫のイバラがゴーストにまとわりつく！

薫：ふふふ、そのままあちこちを締しめさせてもらおう。……ダメージは26点。

ＧＭ：…………。

柳也：む、もしかして死んだか？

ＧＭ：いや、ちょっと戦術を考えていた。ここでゴーストが《復ふく讐しゆうの領域》を使用！　イバラを通じて、薫の体内に衝しよう撃げきを流し込こむ！　受けたダメージ26点を返す！

薫：う！

ＧＭ：これでもう薫は起き上がれないだろう。……そうすれば《力の法ほう則そく》が使えなくなる。

一同：あっ！

薫：確たしかに……今の状じよう況きようでタイタス使って、《力の法則》を使うと三倍振りでも戻もどって来れない可か能のう性せいがあるねえ。

ミナリ：それは……。

紫帆：無理はしないでください。帰って来れないのはさすがに厳しすぎます。

薫：…………わかった。後は頼たのむよ。僕は今の衝撃で倒れる。

ＧＭ：これでひとり沈しずんだな……。

一同：…………。

ＧＭ：で、さらにスティングが攻こう撃げき！《ジャイアントグロウス》＋《命の剣けん》その他で、腕うでを肥ひ大だい化かさせて全員をなぎ払はらう！

紫帆：それは《ミスディレクション》で対象をわたしだけに！

ミナリ：で、それを私がカバーリング！

ＧＭ：前回でナタリアの攻撃を耐たえたコンボだな。……では達成値ちは38！

ミナリ：……受けはしません。カバーリングだけで。これで侵蝕率[image: ]％。

ＧＭ：では車ほどもある大きさの腕がミナリにたたきつけられる。……ダメージは71点！

ミナリ：く[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！《絶ぜつ縁えん体たい》があるから、普ふ通つうに受けてればダメージ０だったのに～っ！

柳也：侵蝕率が、な。さっきトループ相手に一回しくじったのが痛かった。

ミナリ：これ以上は無理ですね。……私も倒たおれます。

ＧＭ：よし。……これでふたり。後は……？

紫帆：このラウンドに残ってるのは……わたしの攻撃だけです。

柳也：……ここが、勝負どころだな。倒せなければトループの集中砲ほう火かを受ける。

ミナリ：最悪───全ぜん滅めつも、見えますね。

柳也：今回は何かと出目が悪いからな。怖こわいところだが───。

紫帆：〝賢けん者じやの石〟は……。

薫：使わない方がいいよ。反動もきついだろう？

柳也：そうだな。これで倒せなかった場合のことも考えた方がよさそうだ。

紫帆：では……光の剣をまっすぐに構かまえて、行きます！




　剣の向こう側に敵てきの姿すがたをにらみつけ、紫帆は意い識しきを集中する。

　今の自分が歩いてきた道のためにも、過か去この自分を取り戻すためにも。

　───引き下がれない。




ＧＭ：三郎が言う。「ヤツもそれなりにダメージを負っている。もう一ひと押おしだ！」

紫帆：うん！《獣けものの王》も使って回かい避ひされないようにしつつ攻撃！　もちろん《フルパワーアタック》も使う！

ＧＭ：む、リアクション不ふ可かか……。

紫帆：（ダイスを振って）ああああああ、達成値は30しかいかない……。

柳也：ぐわ！　ここでも出目の悪い呪のろいかよ！




　さすがに沈黙する一同。

〝全滅〟の文字が見え隠れする。




紫帆：と、とにかくこのダメージロールが勝負ってことだね……。

ミナリ：お願い、ちょっとでもいい目を[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

紫帆：……えいっ！




　机の上をはねる四つのダイス。

　プレイヤーが見守る中、それはゆっくりと回転を止め───。




紫帆：やった、いい出目！　……61ダメージ！

柳也：ど、どうだ？

ＧＭ：（手元のメモを見て、計算している）。

ミナリ：…………。

紫帆：た、たお、した？

ＧＭ：累計ダメージは[image: ]点。

薫：…………。

柳也：…………。

ＧＭ：（にやりと笑って）……ゴーストは倒れた。

一同：やったあああああああああっ！

紫帆：あ、危なかった[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

ＧＭ：では、紫帆が光の剣をゴーストの中心に突き立てる。その瞬しゆ間んか─ん──。




「ギオオオオオオオオオオッ！」

　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようを上げて、ゴーストが崩ほう壊かいを始める。

　合わせて、彼が生み出したすべての黒い幽霊もまた消しよう滅めつしていく。




　───だがそれでもなお、彼は懸けん命めいに紫帆に手を伸のばす。

　求めてやまない、〝賢者の石〟に対して。




ＧＭ：「こ、このチカラ……！　こ、この、チカラを、ワタシニ……！」

薫：……執しゆう念ねんだねえ。

ミナリ：…………。

紫帆：……どうして、そこまでして、この石を？

ＧＭ：ゴーストはそれには答えられない。ただうめき声を上げつつ、崩壊していく。

紫帆：…………。

ＧＭ：そして三郎が答える。「それだけの力を……、可か能のう性せいを秘ひめてるんだよ。この石には」

紫帆：それでも……。

ＧＭ：「そうだな。だからといって、人ひとりを消す理由にはならねえな」

紫帆：うん……。

ＧＭ：そして……、ゴーストは完全に消滅する。彼の後ろにある泉いずみもまた、消えていくよ。

紫帆：…………。

柳也：そういや、アキューズはどうした？

ＧＭ：それなりに傷きずは負っているけど、立ってるよ。キミたちがゴーストを倒たおした時点で拓真の幽ゆう霊れいも消滅したしね。

ミナリ：……ちっ（笑）。

ＧＭ：そして……泉の闇やみが晴れるとだんだんと部屋の向こう側が見えてくる。闇に隠かくされていたのは、ひとつの扉とびら。……〝本当の紫帆の記録〟に繫つながる扉だ。

ミナリ：あ、そうか。ここは〝七村紫帆〟へのロイスで開いているから……。

ＧＭ：そう。ゴーストによって隠された情じよう報ほうが明らかになったわけだ。

紫帆：…………。

ＧＭ：そして三郎がその扉の前まで行き、振ふり返って紫帆に言う。




「この中に、お前の本当の記録が残されている。歪ゆがめられたものじゃない。本当の記録だ」

　落ち着いた、静かな声で、三郎は言う。

「見に行く気があれば、ドアを開けろ。ただし───覚かく悟ごがなければ、この先は見るな。もう、自分が巻まき込こまれた、なんて顔はできなくなる」

　彼の声には、選せん択たくを迫せまる厳しさがあった。真に紫帆を案じるがゆえの厳しさが。




紫帆：…………。

ＧＭ：「どうする？」

紫帆：……行くよ。




　決意を込めて、はっきりと。紫帆は自分の言葉を確たしかめる。




紫帆：すべてがわたしから始まったことなら。そこから目を背そむけることはできないから。




　そして扉に手をかけて、ゆっくりと開く。

　その、先には───。







《狂戦士》　対象の潜在能力を薬品によって引き出すソラリスのエフェクト。

《要の陣形》　領域を調整して、エフェクトの効果を拡大するオルクスのエフェクト。

《氷の加護》　冷気を集中させて攻撃力を上げるサラマンダーのエフェクト。

《バリアクラッカー》　電磁力によって相手の防御を打ち破るブラックドッグのエフェクト。

《雷光撃》　電撃と共に攻撃して攻撃力を上げるブラックドッグのエフェクト。

《群れの主》　自分の体の一部を独立して行動させるエグザイルのエフェクト。

《奇跡の雫》　対象を死の淵から蘇らせるソラリスのエフェクト。

《大蛇の尾》　武器や自分の体を伸ばして遠距離に攻撃するキュマイラのエフェクト。

《絶対の恐怖》　薬物によって極度の恐怖を対象に植え付けるソラリスのエフェクト。

《彫像の声》　対象を金縛りにするソラリスのエフェクト。

《ジャイアントグロウス》　攻撃部位を肥大化させて多人数を一度に攻撃するエグザイルのエフェクト。

《命の剣》　自身の肉体そのものを武器に変えるエグザイルのエフェクト。

《獣の王》　圧倒的な殺気で対象に防御させないキュマイラのエフェクト。











　　　ENDING PHASE




ＧＭ：ではエンディングフェイズだ。……今回の自じ律りつ判はん定ていの結果はどうだった？

紫帆：あ、わたし二倍振ぶりで余よ裕ゆうでした。出目がよかった……。

ミナリ：私はその逆ぎやくです。また出目が悪くてギリギリの三倍振りでした。ミドルの戦せん闘とうと、最後のトループが……。

薫：ちなみに僕ぼく、二倍振りで戻もどってきたよー。いやあ、やたらと出目が良くてねえ。

柳也：…………（うつむいている）。

紫帆：あれ？　りゅ、柳也さん？　どうだったんですか？

柳也：…………39だった。

ＧＭ：え？

柳也：二倍にして、10Ｄ振ったのに39だった！

一同：えええええええっ!?

柳也：一いつ瞬しゆん本気でジャーム化するかと思ったぞ！　三倍振りで帰ってきたけど！

紫帆：あー、前回のわたしと同じだ……。

ＧＭ：なんというか……全体的に出目が悪かったなあ、今回のセッションは（笑）。







◆Ending 01◆真実の姿すがた


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　彼女はその研究所の最終目的だった。

　彼女を〝完成〟させるために、すべての研究員はその力を使っていた。

　実験体、[image: ]０７。すべての〝賢けん者じやの石〟を統とう合ごうするための存そん在ざい。

　───七村紫帆と呼よばれる少女を。




ＧＭ：では最初のエンディング。……さっきの扉とびらを開いた直後だ。

紫帆：……はい。

ミナリ：あ、そういえばアキューズは？　できればここは見せたくないんですが。

ＧＭ：アキューズはいつの間にかいなくなってるよ。一いち応おう、ゴーストを倒たおした時点で〝賢者の石〟の暴ぼう走そうは収おさまってるからね。ここから出ようと思えば出られる。

薫：しかし興きよう味み無ないのかな。紫帆くんの正体。

柳也：もしかしたら───もう全部知ってるのかもしれんぞ。アイツは。

一同：…………。

ＧＭ：続けるぞ。……扉を開けると、そこにはミナリが見た研究所の一室が映うつし出される。

ミナリ：あの、鴉からすが捕とらわれていた？

ＧＭ：そう。そして、中央の鴉のケースと対ついになるようにして、正面に浮うかんでいるケース。……そこに、紫帆の面おも影かげのある子こ供どもが浮かんでいる。

一同：…………。

ＧＭ：そしてそれを見ながら三郎が言う。「……コレがお前の過か去こだ」

紫帆：やっぱり───わたしはこの研究所に？

ＧＭ：「そうだ」

紫帆：わたしがこの〝賢者の石〟を生み出したの？

ＧＭ：「いや、違ちがう。それは〝フェイトシーカー〟……ゴーストが作り上げた虚きよ偽ぎの情じよう報ほうだ。真実じゃない」

紫帆：じゃあ、わたしは……？

ＧＭ：紫帆の問いに、三郎はキミの目を見て答える。




「実験体[image: ]０７。それがこの研究所内でのお前の呼こ称しようだ」

　淡たん々たんと、三郎は続ける。

「実験体[image: ]００───〝銀目の鴉〟から始まったプロジェクトの最終目標、それがお前だ」




紫帆：最終目標……？

ミナリ：それはもしかして───鴉から取ったすべての〝賢者の石〟を紫帆に？

ＧＭ：三郎はうなずく。「そうだ。……七つの石を統合する役目と力を持った実験体。それがお前だ。お前だけが、七つの石をひとつにできる」

紫帆：ひとつに……。

柳也：なるほどな。複ふく数すうの石をひとつにできる能のう力りよくは、紫帆しか持ってないわけか。

ミナリ：誰だれが……、なんのためにこんなことを？

ＧＭ：（首を横に振ふって）「……そこまではわかんねえ。ここに残された記録だけじゃな」

ミナリ：…………。

紫帆：じゃあ、わたしは───〝賢者の石〟のために生まれてきたってこと？




　静せい寂じやくがあたりを包む。

　みずからの人生を否ひ定ていされたような、あまりに痛いた々いたしい紫帆の問いに。

　だが───三郎は首を縦たてに振った。




ＧＭ：「そうだ」

紫帆：……！

ＧＭ：「お前は幼少期に調整を受けた存在だ。石への適合率を上げるために、鴉の因子を埋め込んでな。……だから幼少期のお前は、研究所と自分の家で二重生活をしていた」

紫帆：え……？

ＧＭ：「だがお前はそれを忘れてしまった。そして、お前の両親や幼なじみはその記憶には触れないように決めた」

紫帆：……ちーちゃんの、記録……。

ＧＭ：「そうだ。どうしてそんな決心をしたかはわからないが、事実お前は今までこの記憶を忘れていた」

紫帆：…………。




　目の前には、研究所の幻げん影えいが映うつし出されている。

　無数の研究者たちが忙いそがしそうに歩き、データを検けん証しようしている。

　……だが、誰も紫帆を人として見ていない。




紫帆：…………わたしは、さ。

ＧＭ：……三郎は黙だまって紫帆を見ている。

紫帆：わたしは、あの時、あの路ろ地じ裏うらでジャームに襲おそわれなければ、あのまま日にち常じようを過すごせていたと思ってたんだ。

ＧＭ：「…………」

紫帆：でも、そんなことは無かったんだね。




　紫帆は涙なみだを流してはいない。

　だが、あきらめの混まじったその声は、泣いているようにも聞こえた。




ＧＭ：三郎は目を伏ふせる。「……お前の真実は、こんなところだ」

紫帆：うん……。

ミナリ：……大だい丈じよう夫ぶ？

紫帆：正直───ショックは大きいかな……。

柳也：…………。

紫帆：でもね───。




　紫帆はほんの少し微笑ほほえんで、自分の決意を口にする。

「もう、自分の話だってわかっちゃったから。もう、自分の脚あしで歩くって決めたから」

　静かに、ただ静かに、自分の気持ちを。




一同：…………。

紫帆：じゃあ───帰ろう？




　紫帆の言葉と共に、四人の体が光に包まれる。

　真実を手に、今はいつもの日常へ───。





＊　　　＊　　　＊






柳也：こいつは……重い過去が出てきたな。

ＧＭ：キャンペーンの設定と紫帆のライフパスを組み合わせてみたんだけど……（紫帆に）どうでしょう？

紫帆：びっくりはしましたけど、面白いですよ。……二巻くらいで、なんとなく過去に何かあるんだろうなと思ってましたし。

ＧＭ：そう言ってもらえればなによりです。

紫帆：ちなみに、今のわたしが覚えている両親の記憶とかは本物なんですよね？

ＧＭ：本物ですよ。紫帆の日常は日常として存在はしてましたから。その上で研究所の記憶を忘れていた、という感じです。……では次のシーンへ。







◆Ending 02◆帰ってきた場所


ScenePlayer ─── 九条柳也






　十二月三十一日。

　柳也、薫、ミナリが〝賢けん者じやの石〟に潜もぐってからすでに十時間以上。

　もう日付は変わり、今年最後の日がやってきていた。




ＧＭ：というわけで次のシーン。みんなが目覚めるシーンだよ。みんなはペリゴールの一室に並ならばされてる。で、それをテレーズがフクロウと見み張はってる。

ミナリ：見張ってるんだ。

ＧＭ：本ほん格かく的に〝賢者の石〟が暴走したときに責せき任にんを取るつもりだったからね。まあいるさ。

薫：じゃあ僕ぼくが真っ先に起きるよ。……やあ、テレーズちゃん。

ＧＭ：お、じゃあテレーズは薫が起きたのを見て、「薫！　どう!?　事じ態たいは解かい決けつした!?」

薫：大丈夫、収まったよ。

ＧＭ：彼女は息をついて。「そう……。よかった……」

薫：というわけで、報ほう告こくをしたいと思います。……ミュージカル仕立てで（笑）。

紫帆：……え？（笑）

薫：では第一部、セント・ジョージ城じよう出しゆつ現げんから（笑）。

一同：待てえええええええええっ！

薫：（気にせず歌い出す）かなたに～、そびえたつ～、イバラの城しろが～♪

柳也：ちょ、ちょっと待て！　ホントに歌うのか！（笑）

ＧＭ：テレーズはあまりの展てん開かいに、ポカン、と口を開けて薫を見てるよ（笑）。

ミナリ：あー、薫さんだけだとものすごく不安なんで、私も起きます（笑）。

柳也：俺も起きるか（笑）。

ミナリ：で、テレーズに報告を。……きちんと、わかりやすく。

ＧＭ：助かるよ（笑）。じゃあテレーズはそれを聞いて、「はぁ、やっと理り解かいできたわ。……さっきはホントにどうしようかと思った」

ミナリ：心中、お察しします（笑）。

ＧＭ：で、薫をギロリと睨にらむ。「ほんっと、薫に仕事させると後が大変で困こまるわ」

薫：はっはっは、照れますよ（笑）。

ＧＭ：「ほめてないわよ！」（笑）

ミナリ：ところで、こちらでアキューズの接せつ触しよくについて何か感知しましたか？

柳也：ああ、それは気になるところだな。

ＧＭ：テレーズは渋しぶい顔で首を横に振ふる。「残念ながら何も」

薫：ま、セキュリティが復ふつ活かつしたからもう侵しん入にゆうされはしないと思うけどねえ。……そういや、僕らに着けた疑似〝賢者の石〟はどうなったのかな？

ＧＭ：起きると同時に外れるよ。……そういうふうに設せつ定ていしてあったので。

ミナリ：なるほど、そういうことになるんですね。

ＧＭ：と、キミたちが会話をしていると、ペリゴールの電話が鳴る。

紫帆：え？

柳也：む……。このタイミング、アキューズな気がする。

ＧＭ：じゃあどこかワーカホリックな電話の鳴り方がする（笑）。

ミナリ：どんなですか（笑）。

柳也：まあ、ふらふらと歩きながら取るぜ。……よう。

ＧＭ：では向こうからアキューズの声が。「……無事に戻もどったようだな」

柳也：おうよ。しゃくだが、お前には世話になったな。

ＧＭ：「礼はいらない。……こちらはお前たちの今の手札を見せてもらったのだから」

ミナリ：……あ。

紫帆：こっちの戦せん闘とうを、見てたってこと？

柳也：そうみたいだな。……ったく、お前ってヤツはよお。

ＧＭ：「……つきあいの長いお前には言っておこう、〝ヴォイドスナップ〟」

柳也：ん？

ＧＭ：「最近になって、俺は自分の求める物がなんなのかに気づいた」

柳也：……ほお？　そりゃ驚きよう愕がくだな。お前、仕事以外のことをやるようになったのか。

ＧＭ：「その終着点はもう少しで訪おとずれる。……もうお前たちの周りをうろつくこともない」

柳也：ほう。

ＧＭ：「次に会うときは───命のやりとりをさせてもらう」低い声で、アキューズは言う。

柳也：……なら、その時こそ長い腐くされ縁えんに決着をつけられるってわけだ。

ＧＭ：「そういうことだ」と言いつつ、アキューズは電話を切ろうと───。

柳也：もう一言いっておこう。……おい。

ＧＭ：「なんだ」

柳也：では、俺はにやりと言う。……昔のお前はただ堅いだけのつまらないヤロウだった。だが───今のお前は嫌きらいじゃあないぜ。

ＧＭ：「ふん……。ならば、そのうちコーヒーの一杯ぱいでもおごってもらおうか」

柳也：はっ、……特別だぜ？

ＧＭ：「……では、な」そう言って電話は切れる。

薫：物ぶつ騒そうな電話だねえ。

柳也：まあ、アイツとはそのうち決着をつけなきゃならんと思ってたからな。……とりあえず今の内ない容ようは全部話すぜ。

ミナリ：私は渋い顔をして黙ってます。

ＧＭ：テレーズも似たようなもんだな。「……この件けんは、向こうが動きを見せるまで警けい戒かいするくらいしかできないわね……」

柳也：そうだな。

紫帆：じゃあ、この辺で起きます。……うう、体重いよう。

柳也：よう、起きたか。

ＧＭ：体重いどころか、うまく動かせないかも。紫帆だけは三日くらい寝ねてるわけだし。

紫帆：うう、間かん接せつ動かないよう。

ＧＭ：起きた紫帆を見て、テレーズはゆっくりと息を吐はく。「ふぅ、じゃあこれでとりあえずは事じ態たいは収しゆう拾しゆうしたってことね」

紫帆：あの……、ご迷めい惑わくをかけました。

ＧＭ：「いいわよ。前のミッションを持ってきたのは私だし」と言ってからテレーズは真しん剣けんな顔になる。「……それに、事じ件けんが終わったわけじゃないしね」

紫帆：…………。

ＧＭ：「とにかく、今は回かい復ふくに努めてちょうだい」とテレーズ。「寝ねる……のは飽あきただろうから、まあ適てき当とうに」

紫帆：あ、はい。……ってそういえば今日は何日なんだろう？

ミナリ：三十一日になったんでしたっけ？

ＧＭ：そうそう。三十日に潜もぐって、今は三十一日になったばっかりの深夜ってところかな。

紫帆：あー、もうそんな日付かー。

ミナリ：私、ＵＧＮの忘ぼう年ねん会かいに出ようと思ってたのに。

柳也：……出るのか、そんなもの？

ミナリ：出ますよ！　オーヴァードはロイスが大切！　人と人のつながりを保たもつのは重要なことなんですから！　ホントは柳也さんだって出なきゃいけないんですよ！（笑）

柳也：お、俺も!?　……ああ、もう、わかったわかったから落ち着けミナリ！（笑）

薫：やれやれ（笑）。

紫帆：……そう言って騒さわいでるみんなを見ながら、ぽつりとつぶやきます。




「……あー、帰ってきたなあ」




　騒そう々ぞうしくやりとりされる仲間の会話を見て、紫帆は笑え顔がおでつぶやく。

　どんな過か去こであろうと、どんな業ごうを背せ負おっていようと。今この瞬しゆん間かんだけは自分が自分でいられるのだと。

　心からそう思った。







◆Ending 03◆夜空を見上げ


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　その夜、紫帆は寝ね付つけずに寮りようの外に出た。

　冬休み、年末とあって、寮に残っているものはわずかしかいない。

　残っている者たちもとうに眠ねむりにつき、あたりは虫の声がこだまするのみ。




　優やさしい静せい寂じやくに包まれた空を見上げ、紫帆はふとその名前を口にする。

「……三郎？」




紫帆：あ、ちょっと三郎と話がしたいんですがいいですか？

ＧＭ：はいな。……では、その夜にでも。

紫帆：あ、はい。……たぶん、寝ね過すぎて寝られないと思うので。明け方少し前くらいにひとりで校庭にやってきます。

ＧＭ：では、まだ誰だれもが眠ねむっている静かな空気の中。紫帆は校庭の真ん中にいる。

紫帆：……三郎？

ＧＭ：「なんだよ」と、三郎が現あらわれる。……もう幻げん影えいの姿すがただけど。

紫帆：今回も、大変だったね……。

ＧＭ：「まったくだ。……いつもいつも無茶ばかりしやがって」

紫帆：うん、まあ───。

ＧＭ：（言い終わるのを待たず）「もっと手早く、スパッと解かい決けつできないもんかねえ」

紫帆：え、いや、それは───。

ＧＭ：「フォローする身にもなれってんだよ」

紫帆：それはその───。

ＧＭ：「できることはできる、できないことはできない……それくらいの判はん別べつがつけられねえとこの先やっていけねえぞ？」

紫帆：…………なんだろう、この自動文もん句く生成装そう置ちは（笑）。

柳也：そんなあだ名があるかよ（笑）。

ＧＭ：もちろん、三郎は紫帆など気にせず、言いたいことをブツブツブツブツいってる（笑）。

紫帆：…………中にいる内にもう一発殴なぐっておけばよかった（笑）。

ＧＭ：「ん？　なんだって？　何か言ったか？」と三郎。

紫帆：三郎はよくそんなに愚ぐ痴ちばっかり次々出てくるね、と思ったの！　……まったく保ほ護ご者しやじゃあるまいし。

ＧＭ：「保護者みてえなもんだろ」と三郎はそっぽ向いて言う。「……だいたい、ここ以外に行く場所ないんだからしょうがねえだろ」




　ふと、その言葉に。紫帆は何かを感じ取った。

　思わず疑ぎ問もん符ふが口をついて出る。




紫帆：……え？

ＧＭ：「お前なあ。俺おれにどこに行けってんだよ。……実体はねえんだぞ？」




　それは、当然の論ろん理り。それは、前からわかっていたこと。

　そんな簡かん単たんなことを、自分は今の今まで気づかなかったのか。




紫帆：……あ、そっか。そうだよね。それはしょうがないよね。

ＧＭ：「…………なんだ、お前？　気持ち悪いな」




　いぶかしげに見る三郎に、紫帆は笑え顔がおのまま返す。




紫帆：行く場所無いならしょうがないよね。それじゃあさ───。




　ここにいるのだ。

　口やかましくて、愚痴ばっかりで、なんの役にも立たないけれど。

　自分と、いつも一緒にいてくれる相手が。




紫帆：───ずっとここにいてよ、三郎。

ＧＭ：三郎は怪け訝げんそうな顔で言う。「…………言われなくても、ここにいるさ」

紫帆：……うん。




　ひとりではつぶれてしまうかもしれない。ひとりでは歩けないかもしれない。

　でも、ふたりなら。この険けわしい道でも、きっと進んでいける。




紫帆：色んなことはこれからだもん。……歩いて、行かなきゃ。




　星の瞬またたく夜空に、紫帆はひとり言葉を投げる。

　落ちてきそうな闇やみに抗あらがうように、そっと決意を込こめて。





ダブルクロス・リプレイ・アライブ３　『因いん果がの鏡』

fin
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　　　あとがき




「あなたは今までどんなことをしてきましたか？」




　……こんな質問をされたことはありませんか？

　面接や試験などでこういったものに答えた人も多いと思います。




　履歴を語る、過去を語るということは、大変なものです。

　過去を語ることは、噓偽りない自分のすべてを語るということ。

　自分自身を語るということなのですから。





＊　　　＊　　　＊






　この本を読んでいただき、ありがとうございます。

　著者の矢野俊策と申します。前書きに続いて、こちらでもご挨拶を。




　さて、冒頭にも少し書きましたがこの巻では〝過去〟に焦点が当たっています。

　現実でもフィクションでも、人物の〝過去〟はとても重要なもの。その人を構成する大半の要素はほとんどが〝過去〟から出てきます。物事の感じ方も、思考の方向性も、その人の経験───つまり〝過去〟に左右されるわけです。




　では───その〝過去〟に異物が混じっていたら？

　この『因果の鏡』という物語はそういった発想から始まりました。




　この巻はアライブシリーズの第三巻にあたります。いわば〝起承転結〟の転に当たる部分でもあります。転とは、物語のギアを変化させる部分。そのために私が用意した要素は、〝意外な過去〟でした。




　とは言っても、普通に過去を語るだけではギアチェンジとして刺激が弱いのも事実。

　それをフォローするためにもうひとつ考えたのが〝変わったシチュエーション〟です。

　そんなわけで、第五話、第六話ともにシナリオの状況を通常のものとは変化させ、お読みいただいた形になったわけです。

　それでは、第五話、第六話と個別に少し解説を。




■第五話

　変わったシチューションその一、「豪華客船で潜入物」です。

　今までアライブシリーズを読んできた方にはわかると思いますが、アライブの基本シナリオ構造は、「日常生活を営んでいると異物がやってきて事件が起きる」というもの。

　これは主人公である紫帆が狙われる立場にあるキャラクターなので起きる現象なのですが、たまには違う形のものもしてみたい、というわけで思い立った第五話です。




　このシナリオはとにかくＮＰＣのアイデアがすべてでした。オーヴァードを憎むナタリアと、〝オーヴァードではあるが人間ではない〟ディエースのふたりを決めたときにシナリオの骨子はほぼできていました。

　……人ではなくとも、わかりあうことはできる。

　使い古されてはいますが、王道のこのテーマ。ダブルクロス風にアレンジもしてありますが、いかがだったでしょうか？




　しかし、このセッションはかなり想定外の展開をしました。

　お読みいただければわかると思いますが、薫の思わぬ一言によって展開がガラリと変わっています。

　本来はあの場面でディエースがＰＣを見逃し、「変装は難しい。だがディエースは協力者になるかも」と思わせて、さらに情報収集をさせるつもりでした。

　情報にはヘラルド博士のことやナタリアのことも含めてあり、うまくすれば博士の研究やナタリアの秘密などもわかるようになっていたんですが───その辺はすべてオミット。一気に下層まで行く、ということになり、シナリオ変更を余儀なくされました。

　もちろん、面白かったのでまったく問題はないわけですが（笑）。




　ちなみに薫の発言の中で引っかかったのは、「ヘラルド博士の研究は娘のためだった」というポイントです。無論、あの時点でナタリアをオーヴァードだと見抜いているわけではないでしょうから、当てずっぽうだとは思いますが、まあなんというかすさまじい眼力だと思います（笑）。




　そして展開はメインでもある第六話へ。

　変わったシチュエーションその二へ移行するべく、エンディングをあのような形にして、次のセッションへの引きを作ります。




■第六話

　変わったシチュエーションその二、「紫帆の精神世界の探索」です。




　実は、アライブ３のシナリオ作成の際に真っ先に決まったのがこのシチュエーションでした。それこそ、第五話のシチュエーションよりも先に。




　このシチュエーションに思い至ったきっかけは、マンガ等によくある「長い回想シーン」でした。マンガや小説では単行本丸一冊かけて回想シーンを演出するような、長い回想が使われます。そういった回想シーンの間に過去を演出し、直面している事件や出来事への関わりを説明したり、モチベーションを高めたりするわけです。

　それをなんとか流用できないものかと思い、こねくり回している内に〝賢者の石〟内での冒険、という形になりました。これによって今までバラバラに出してきた情報を統合して出し、〝賢者の石〟の秘密を演出しようという腹でした。




　そしてもうひとつのギミックが〝ロイスダンジョン〟と私が勝手に呼んでいる形式のシナリオです。

　ロイスを取ることによってシーンを構成していくこの形は、精神世界というシチュエーションと相まって、非常に盛り上がったセッションを生み出してくれました。




　ちなみにふたりの紫帆が決断を迫るシーンですが、もしあの時点で紫帆が彼女たちの手をとっていたら、紫帆の持つＤロイス〝賢者の石〟が強制的に昇華され、一時的に石のコントロールを奪われるという展開でした。

　この場合、シーンごとに紫帆のロイスがタイタスになっていき、早く解決しないと紫帆が助からないというシチュエーションを想定していました。




　また、最後のゴーストの元へ向かう扉の開け方ももうひとつ用意していました。

　セッションでは「今の紫帆」にロイスを結び、現在を肯定することで開きましたが、他にも「過去の紫帆」を決別、つまり〝フェイトシーカー〟のロイスをタイタス化すれば開くようにもなっていました。

　どちらでもよいかな、とシナリオ作成時点では思っていたのですが、結果として前者の方が紫帆らしいキャラクター演出になったため、ここも非常に満足している部分でもあります。





＊　　　＊　　　＊






　さて、こうして〝賢者の石〟の真実の一端が明かされました。

　ですが、石の秘密、鴉の思惑、紫帆の運命と、まだまだ物語は大きく展開していきます。続刊、第四巻も是非おつきあいくださいませ。




　それでは、最後になりますがお礼を。

　まずはイラストを担当してもらっているしのとうこ先生に。いつもありがとうございます。またプレイヤー諸氏にも感謝を。本当に全員の協力があってこそ毎回のセッションが成り立っています。

　次にシナリオ作成に協力してもらった皆さんに。さまざまなアイデアをありがとうございます。どれも参考になりました。

　それからこの本の制作に携わったスタッフに。本当にお疲れさまです。




　そしてなによりも、この本を読んでいただいた〝あなた〟に。

　……ありがとうございます。また次の巻で会えるのを楽しみにしています。





二〇〇七年九月二十五日　矢野俊策
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